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突然のキス




　オフィスの自分のデスクに座り、左手で頬ほお杖づえをつく。

「あなたもきっと踊りたくなる……。心が踊るような九十分……」

　ブツブツ言いながら、お気に入りのペンでノートに短い文を書いていく。

　思いついて書いては、気に入らない文の上に線を引き訂正して、の繰り返しで、開いたノートの上は自分で書いた文字で埋め尽くされていた。

　見開きいっぱいに書かれた文字を見下ろし、ふーっと息を吐き出す。

　考えたコピーは少なくとも二十個はある。我ながらなかなか頑張った。全部が自信作だとは言えないけど、これだけあればひとつくらい合格点のものがあるはず。

　仕事をやりとげた達成感と満足感に、ふんふんと鼻から息を吐き出してうなずいていると、突然視界からノートが消えた。

　驚いて見上げると、背の高い男の人が険しい顔で私のノートを眺めていた。

「しゃ……っ」

　その人の姿に、私は思わず飛び上がる。

　目鼻立ちのはっきりとした端正な顔。かすかにクセのある黒髪を自然にサイドに流し、その前髪の間からのぞく瞳も髪色と同じく艶のある黒。引き締まった長身に細身のスーツを身に着けたその人は、人目を引く華のある容姿をしていた。

　街中ですれ違えば、思わず振り返り見み惚ほれてしまいそうな美貌。けれど、その人の外見だけでなく中身もしっかり知っている私は、見惚れるどころか恐怖で青ざめる。

「社長……！」

　私のノートを無断で取り上げ不機嫌そうに読んでいるこの人は、私が勤める映画配給会社『シネマボックス』の社長、黒くろ瀬せ 耀あきらだ。

「なんだこれは」

　怯おびえる私に、社長は威圧感のある低い声で短く問う。

「私が担当することになったフランス映画の『ルイーズ』のキャッチコピーを考えていたんですが……」

「お前、キャッチコピーの意味、知ってるか？」

　形のいい眉をひそめた鋭い視線が、ノートから私へと移る。

「えっと、商品や作品に興味を持ってもらうための短い宣伝文、です」

　恐る恐る答える私を、軽く首をかしげて見下ろす整った顔。長いまつげに縁取られた二重の瞳が少しも笑ってなくて怖い。

「この文章で人の興味を引けると思うか？」

「ええと……」

　社長に詰め寄られ、緊張と恐怖で口をつぐむ。

　そんな私にため息をついた社長は、持っていたノートをデスクに置いた。私の背後からデスクに片手をつき、ノートを見下ろす。

　すぐ横にある男らしい顎のラインから首筋が色っぽくて、慌てて視線をノートに落とした。私の肩に社長の体が触れて、思わずドキドキしてしまう。

　動揺を悟られないようにこっそり深呼吸をしていると、長い指が私の書いたキャッチコピーの上をなぞった。そして、【この映画を見れば、きっとあなたも踊りたくなる】と書かれた一文で指が止まる。

「例えば、この『あなたも』って誰のことだ？　誰に届けたくてこのコピーを書いた？」

「それは、映画のメインターゲットである二十代から三十代の女性に……」

「だったら、もっと考えて言葉を選べ。ここにあるコピーは全部、ターゲットが曖昧すぎて使えない。やり直しだ」

「な……！」

　頑張って考えたのに、ぱっと見ただけで全部却下なんて……！

　目を見開いて絶句した私に、社長はさらに恐ろしいことを言う。

「明日までに、新しいキャッチコピーを百個考えてこい」

「ひゃ……っ!?」

　あまりに多い数字に驚いて涙目になっていると、凍りつきそうなほど冷たい視線に射抜かれる。

「できないのか？」

　明日までに百個なんて。この二十個のコピーを考えるのだって、かなり悩んで苦労したのに……。

　でも、初めて宣伝を任された作品なんだから、『できない』なんて簡単に言いたくない。

「やります！　頑張ります……！」

　私がぎゅっとペンを握りしめると、社長はおもしろがるように鼻で笑った。

「せいぜい悩んで考えろよ」

　そう言い残し、社長室へと歩いていく。

　その背の高い後ろ姿を見つめながら、私は頬を膨らませて顔をしかめた。

　都心にあるビルの八階のオフィスには、あちこちに映画のポスターが貼られている。棚の上には、積み上げられたＤＶＤや台本、カラフルなフライヤーに、雑誌や資料。

　そんなふうに物であふれ雑然とした空間の中、私はデスクで頭を抱えた。

　私、有あり川かわ美み月つきは、シネマボックスに勤めて三年目になる、まだまだひよっこの二十五歳。宣伝部に所属し、これから上映される映画をひとりでも多くの人に見てもらえるように策を練るのが仕事だ。

　シネマボックスは、もともとはミニシアター系の海外作品を配給していたけれど、五年前のある出来事を転機に大きく成長を遂げた。

　買い付けた作品が立て続けに海外映画祭の賞を取り、作品を公開するたびに社の興行収入記録を更新していった。その後、大手映画会社と協力し、全国で一斉にロードショーされるような大作映画も手がけるようになった、今業界で最も注目されている会社だ。

　そして五年前、会社が急成長する転機を作ったのが、たった今、私に鬼のような指令を出した黒瀬社長だ。

　当時、海外資本の大手映画配給会社に勤めていた彼を、シネマボックスの前社長が直々に口説いて引き抜き、二十七歳という若さで新社長に就任したらしい。

　以来、次々にヒットを飛ばし、たった数年で小さな配給会社の業績を伸ばし会社を大きくしたという、恐ろしいくらい仕事のできる人。

　すごい人だと思う。そんな人の下で働けて幸運だと思う。社会人として尊敬もしている。だけど……。

「明日までにコピー百個って、ほんと鬼すぎ……っ」

　私は『百』という数字の多さに絶望して、開いたノートの上に突っ伏してうなる。

「美月ちゃん、しごかれてるね」

　クスクスと笑われて顔を上げれば、いつの間にか、明るいショートボブのほんわかした雰囲気の女性が私の隣にいた。宣伝部の先輩である、内うち田だ華はな絵えさんだ。

「華絵さぁん……」

　ノートに顎をくっつけたまま顔をしかめて泣き顔を作ると、華絵さんは明るく笑いながら私の頭をぽんぽんとなでてくれた。

「私、コピーを考える才能ないかもしれません」

　優しい華絵さんに、思わず弱音を吐き出す。

　頭を振り絞って考えたのに、社長に一瞬で却下されたコピー二十個。それを見下ろしてため息をつく。

「そんなことないよ。社長に直々にダメ出しされるなんて、期待されてるんだと思うよ。頑張って」

「期待、されてるんですか……？」

　一瞬ぱぁっと明るい気持ちになって、でもすぐにさっきの社長の凍りつくような視線を思い出し、膨らんだ胸がしぼむ。

　あの社長が私に期待してるなんて、あるわけない。

「ありえないですよ、そんなの。さっき社長、私のことを虫でも見るような目で見下ろしてましたもん」

　思わず両手で自分の肩を抱き身震いすると、華絵さんが「虫って！」と声を上げて笑った。

「そんなことないけどなぁ。宣伝部で一番の頑張り屋でめげない美月ちゃんに、私は期待してるんだけど」

　華絵さんが首をかしげてそう言ったとき、彼女の綺き麗れいに切り揃そろえられたショートボブがふわりと揺れた。

　華絵さんは私より七歳年上の優しい先輩だ。二年前、三十歳のときに結婚して今は小さな子供もいる。私のことは妹みたいに面倒をみてかわいがってくれていた。

　そんな華絵さんに励まされ、ぴっと背筋を伸ばす。

「華絵さんにそう言ってもらえて嬉うれしいです！　華絵さんの期待を裏切らないように、鬼社長に負けず頑張ります！」

　こぶしを握りしめて宣言すると、華絵さんが私の背後を見て「あっ」とつぶやく。

　次の瞬間、ふわりと煙草たばこの煙が流れてきた。

　嫌な予感がして恐る恐る振り向くと、ちょうど後ろを通った社長が私を見下ろしていた。口にくわえていた煙草をゆっくりと指で挟み、意味ありげにこちらを見ながら首をかしげる。

　も、もしかして、今の私の言葉、聞かれた？

　冷や汗をかきながらぎこちなく会釈をすると、社長は唇の間からふーっと白い煙を吐き出し、今度は虫どころか道に落ちているゴミでも見るような冷ややかな視線を私に向けた。

「……鬼社長で悪かったな」

　抑揚のない声でそう言われ、思わず私は飛び上がる。

　硬直した私に一歩近づくと、社長は長身をかがめ私の耳元に顔を寄せた。

　端正な顔に至近距離で見つめられ、鼓動が早くなる。

　ドキドキしているのを悟られないように息を呑のんでいると、社長は形のいい唇を引き上げ、悪魔のような美しい笑みを浮かべた。

「明日までにコピー百個。楽しみにしてるからな」

　容赦ないその言葉に、高鳴っていた心臓が恐怖で縮み上がる。

「……はいぃっ！」

　私が涙目になって返事をすると、社長は楽しげに笑って去っていった。

「ほら、やっぱり期待されてるじゃない」

　ふたりのやり取りを見ていた華絵さんにからかうように言われ、私は「どこがですか……」と力なくつぶやいて、再びデスクに突っ伏した。




　入社して三年。今まではずっと先輩の仕事のアシスタントや雑用をして映画宣伝の勉強をしていた私が、初めて担当を任せてもらえた映画『ルイーズ』。

　全編を通してパリの綺麗な街並みや、おしゃれなファッションにインテリア、気だるくてキュートなフレンチ・ポップスが華を添える、かわいいフランス映画だ。

　少しドジで不器用な主人公が、恋も仕事も失敗を繰り返しながらけなげに頑張り、少しずつ周りの人たちに受け入れられていくという、前向きなストーリー。初めてこの映画を見たときから、主人公に共感して引き込まれた大好きな映画だから、こうやって宣伝を任せてもらえて嬉しい。

『ルイーズ』をひとりでも多くの人に見てもらえるように、頑張るんだ。

　そう意気込んで宣伝用のコピーを考えるため、ひとりオフィスで残業をする。

　たくさんのコピーで埋め尽くされたノートとにらめっこをしていると、フロアのガラスドアが開き、短髪の男の人が入ってきた。

　私が顔を上げると、宣伝部の先輩である古こ賀がさんが紙袋を持ちこちらに近づいてくるところだった。

　もう二十二時も過ぎているのに会社に戻ってくるなんて、いったいどうしたんだろう。

「お疲れ様です。古賀さん、忘れ物ですか？」

　私がそう声をかけると、古賀さんは目を線のように細めて笑った。

　人を癒やすような柔らかい笑顔にほっとする。

　短く整えられた清潔感のある髪型に長身の古賀さんは、一見さわやかなスポーツマンみたいだ。

　私より三歳年上の二十八歳で、下っ端の私にいつも優しく接してくれる。さらに、初めて私がひとりで宣伝を任された映画『ルイーズ』のサポートもしてくれていて、なんでも相談できる頼れる先輩だ。

「華絵さんから、有川さんがひとりで残業してるって聞いたから」

　古賀さんはそう言って、私のデスクの上に紙袋をぽんと置いた。

「有川さんのことだから、また張り切ってご飯も食べずに仕事してるんだろうなぁって思って」

　開けていいよ、と告げられ、首をかしげながら紙袋を開けると、中にはハンバーガーの包みとポテトが入っていた。

　おいしそうな匂いに、思わずお腹がぐーとなる。

「わ！　古賀さん、わざわざ買ってきてくれたんですか？」

　ぱぁっと顔を輝かせて振り向くと、古賀さんは笑いをこらえるようにしてうなずいた。

「うん。お腹を空かせてたら、いいアイデアも出ないかなと思って。食べていいよ」

「ありがとうございます！」

　ひとりぼっちのオフィスで孤独にコピーを考えていたから、人の優しさが余計に身にしみる。嬉しくて顔をくしゃくしゃにして頭を下げると、古賀さんがぽんぽんと私の頭をなで、隣の席に腰を降ろす。

「社長に無茶振りされたんだって？」

　さっそくハンバーガーにかじりつく私を眺めながら、古賀さんが聞いてくる。

「そうなんです。明日までにコピー百個」

「相変わらず社長は鬼だね」

　古賀さんの言葉に、もぐもぐとハンバーガーを頬張りながらうなずく。

「ほんとうに鬼ですよね。この前、ネットニュースに載った社長のインタビュー記事の見出しを読んで吹き出しちゃいましたよ」

「へぇ、どんな記事？」

「ヒット作を連発する配給会社のイケメン社長は、まるで『映画の神様に愛された王子様』だって」

　私がそう言うと、古賀さんがぶっと吹き出して笑った。

「映画の神様に愛された王子様って……」

「内面を知らないって怖いですよね」

　確かに、ネットニュースに添えられた写真には、映画の神様だって余裕で虜にできそうなくらい魅力的な笑みを浮かべた社長の姿が映っていた。だけど、いくら外見がイケメンだからって、あの社長を王子様だと思う人間はこの社内にはひとりもいないと思う。

「社長は『映画の神様に愛された王子様』ってより、『興行の悪魔に魂を売った帝王』って感じだよなぁ」

　苦笑いを浮かべる古賀さんに、私は思わず身を乗り出す。

「ほんとそれです！　悪魔に魂を売ってますよね。むしろ悪魔そのものっていうか、ただの鬼っていうか……」

　すごい勢いでうなずくと、古賀さんがクスクスと肩を揺らして笑う。

「仕事はできるし尊敬もしてるけど、目的のためなら手段を選ばない人だからね。そういえば、社長がウチの会社に来て一発目に手がけた映画のこと知ってる？」

　そう聞かれ、私はハンバーガーを食べる手を止め、首をかしげた。

「新社長になってからヒットを連発したってことは知ってますけど……」

「社長がシネマボックスで手がけた一作目はイタリアのシチリア島が舞台の、綺麗だけど穏やかな映画でね。公開当時はそこそこお客さんが入ったけど、大ヒットってまでではなかったんだ」

「へぇ」

　確かに、ヨーロッパの映画は邦画やアメリカ映画と比べてマイナーな印象で、日本で大ヒットになることはほとんどない。

「だけど、その映画に女優の篠しの原はら紗さ英えが恋人と見に来ていたことが週刊誌にスクープされたんだ。で、一気に映画の知名度が上がって、それまで都内の単館でしか上映してなかったのに、全国で上映されることになったんだよ」

　古賀さんの言葉に、思わず「へぇ……！」と声を漏らしてしまう。

　篠原紗英さんは確か、数年前に映画デビューした実力派女優。二十代半ばでデビューして、エキゾチックな容貌と独特の存在感で初出演作品から注目され、何本かの映画に出演した後に急に表舞台から姿を消した、ミステリアスな存在だ。

　でも、まさか芸能人のスキャンダルが映画の話題を集めるなんて……。

　そんな映画の広がり方もあるのだと、驚いて目を見開いた。

「すごい偶然ですね」

「その悪運の強さが、悪魔に魂を売ってるとしか思えないよね」

「……確かに」

　ふーっと息を吐き出して深くうなずけば、古賀さんがくすりと笑った。

「有川さん」

「はい？」

　名前を呼ばれて顔を上げる。なんだろうと思って首をかしげていると、古賀さんがこちらに手を伸ばし、頬に触れた。

「ほっぺたにソースがついてたよ」

「あ、すみません！」

　いい大人になって顔にソースをつけているなんて恥ずかしい。

　慌ててティッシュを探していると、古賀さんは笑いながらソースがついた指をなめた。

「なんか有川さんを見てると、実家で飼ってる犬を思い出す」

「犬ですか？」

「うん。クリーム色のミニチュアダックスなんだけど、黒目がちの目がうるうるしてて、表情がコロコロ変わってかわいいんだ」

　実家の愛犬を思い出しているのか、古賀さんが顔を緩めた。

　溶けてしまいそうな笑顔を前に、古賀さんはよっぽど愛犬が好きなんだなと微ほほ笑えましくなる。

「へぇー。いいなぁ。ミニチュアダックスかわいいですよね」

「うん。すごくかわいいんだよ」

　嬉しそうにうなずきながらデスクに頬杖をついた古賀さんが、私の頭をなでる。

「毛の感じも似てるかも。柔らかくて艶があって」

「私は犬代わりですか？」

　少しクセ毛のセミロングの髪をわしゃわしゃとなでられ、くすぐったくて首を横に振りながら苦笑した。

「ごめんね。しばらく愛犬に会えてないから、つい」

「いえいえ。かわいい愛犬に似てるって言われて光栄です」

　クスクス笑う私を、古賀さんがじっと見る。

　なんだろうと疑問に思っていると、古賀さんはごくりと息を呑んでからためらいがちに口を開いた。

「有川さん。今度さ、一緒に食事にでも行かない？」

　古賀さんの誘いに、私は笑顔でうなずく。

「いいですね。ハンバーガーのお礼に私がおごりますよ！」

「本当？　いや、お金は俺がちゃんと出すけど……」

「せっかくだし華絵さんも誘いましょ。華絵さんにもいつもお世話になってるから、なにかお礼がしたいなって思ってたんですよね。華絵さん、夜は忙しいでしょうから、ランチでもいいですか？」

　うきうきしながら聞いてみると、古賀さんはおでこに手を当ててわずかに表情を曇らせる。

「いや。できればふたりで、がいいかなって……」

「ふたりですか？」

　私が首をかしげたとき、デスクの上に置いていたスマホが震えだした。

　誰かから電話かな？と思って画面を見れば、【宮みや田た 努つとむ】と表示されていた。

　私の横から同じように画面をのぞき込んでいた古賀さんの肩が強張る。

「あ、もしかして彼氏とか？」

「はい」

　私がうなずくと、古賀さんは大きなため息をついた。

「そっかぁ。有川さん、彼氏いるんだね」

　どうしてそんなに驚いているんだろう。

　不思議に思っていると、古賀さんが立ち上がった。

「……じゃあ、俺はそろそろ帰ろうかな」

　バッグを持って歩きだした古賀さんに、「ハンバーガー、ありがとうございました！」と声をかける。

　優しく笑ってうなずいてくれた古賀さんの後ろ姿を見送ってから、スマホに手を伸ばした。

「もしもし」

　私が出ると、電話の向こうから聞こえてきたのは努の不機嫌そうな声。

《……出るの遅ぇ》

　ぽつりと言われ、慌てて謝る。

「ごめんね。今まだ仕事中で……」

《まだ働いてんの？　今日は美月の部屋に泊まろうと思って近くまで来たのに》

「そんな、突然言われても困るよ。今日は家に帰れそうにないし」

《……んだよ。せっかく来たのに》

　舌打ち交じりのつぶやきに、私はスマホを持ったまま唇をとがらせる。

　私が家に来てとお願いしたわけでもないのに、勝手に怒られても困る。事前にこっちの予定を確認してくれればいいのに。

　努は、自分の家より私のマンションのほうが会社に近くて便利だからと、私の部屋をホテルかなにかのように使うことがある。会いに来てくれるのは嬉しいけど、ただ利用されているだけの気がして少し複雑だ。

　電話口で黙り込んだ私に、努はわざとらしいほど大きなため息をつくと、《じゃあいいや》と一方的に電話を切った。

「もう……っ！　相変わらず自分勝手なんだから……！」

『じゃあいいや』って、冷たすぎる。こんな時間まで働いてる彼女に、『仕事頑張って』くらい言ってくれたっていいのに。

　真っ暗なスマホの画面に向かっていくら不満を並べたところで相手には伝わらないとわかっているけど、ついつい文句を言いたくなる。

　彼氏の努は、ちょっとワガママで自分勝手なのだ。

　初めて会ったのは、二年前。マスコミ向けの試写会のときに、広告代理店で働く二歳年上の彼と顔を合わせた。そのときは挨拶程度の会話しかしなかったけど、その後、私の家のそばで偶然出会うことが続き、いつの間にか仲良くなって自然に付き合うことになった。

　明るい髪色に少しキツめの顔立ち。見た目はちょっとチャラそうだけど、朗らかで、社交的で、話し上手で。恋愛ベタだった私を優しくリードしてくれる、素敵な彼氏だったのに。

　付き合って一年くらい経った頃から、努はどんどん身勝手な行動をするようになってきた。突然、部屋にやってきて『泊めて』と言ったり、デートの約束を急にキャンセルしたり。逆に、『今から出てこい』と呼び出されることもある。努の都合に振り回されてばかりだ。

　最初は一緒にいるだけで楽しかったけど、今は正直ちょっとしんどい。

「倦けん怠たい期きってやつなのかなぁ……」

　ぽつりとつぶやいて、少し悲しくなる。

　学生時代、恋をすることもなく社会人になった私にとって、努は生まれて初めてできた彼氏だった。今まで彼以外の人と付き合ったことがないから、こういうときにどうしていいのかよくわからない。

『ごめんね』って、メッセージ送っておこうかな。でも、私は別に悪いことなんてしてないし……。恋愛経験豊富な子なら、きっとこんなことで悩まないんだろうな。

　スマホの画面に触れながらしばらく考えて、なんだかすべてが嫌になった。

「あー!!　ダメだっ。仕事しよ！」

　わしゃわしゃと髪をかきむしりながら自分に言い聞かせるように大声を発し、努のことは頭から追い出して気持ちを切り替える。

　スマホに入れた音楽の中から、『ルイーズ』の中で使われたフレンチ・ポップスを選んで耳にイヤホンを突っ込む。

　映画のタイトルにも名前が使われているヒロイン、ルイーズもそう。嫌なことがあるとお気に入りの音楽をかけて自分を励ましていた。

　少しドジですぐに小さな失敗をして、でもめげずに頑張る主人公。ちょっと妄想癖があって、好きな音楽を聞くと踊りだしたくてうずうずしちゃう、エキセントリックでとびきりキュートな女の子だ。

　風変わりな彼女に最初は少し距離を置いていた周りの人たちも、次第に彼女の魅力の虜になっていくストーリー。仕事にも恋にも不器用だけど、けなげに頑張る彼女の姿は、きっと日本の女の子たちにも共感してもらえるはず。

　そんなことを考えながら、コピーを練る。

　私がこの映画の中で一番好きなのは、ひそかに想いを寄せる彼とダンスを踊るシーンだ。

　彼が参加するパーティーにおめかしして忍び込み、なりゆきでパーティー会場でダンスを踊ることになってしまう。

　突然の出来事に動揺して、足が震えるルイーズ。ヘタくそなステップに、緊張で泳ぐ視線。

　だけど踊っているうちに、手を取りリードしてくれるヒーローのことが好きで好きでたまらない気持ちが隠しきれなくなっていくヒロインの表情に、見ているだけでくすぐったくなるくらい、きゅんきゅんするかわいいシーン。

「いいなぁ。私もあんな恋がしたいなぁ」

　イヤホンから聞こえる音楽に合わせて鼻歌を歌いながらつぶやく。

「気分転換にコーヒーでも飲もうかな」

　イヤホンを耳に入れたまま立ち上がり、給湯室へ向かう。

　映画の中のおとぎ話のようなロマンティックな一場面を思い出して、足がリズムに合わせて動いてしまう。誰もいない深夜のオフィスで、給湯室までの短い距離をルイーズになりきって踊りながら歩く。

　ちょっと意地悪で、でも素敵なヒーロー。そんな彼にリードされて踊るヒロイン。

　幸せでたまらないルイーズの気持ちになって、オフィスの狭い通路をクルクル回っていると、誰かのデスクの足元に置かれたダンボールに足が引っかかった。

「わっ……！」

　思いきりバランスを崩して床に尻もちをつく。驚いて目を見開くと、デスクの上に積み上げられた資料がバラバラと降ってきた。

「いった……ぁい！」

　気がつけば、私は資料に埋もれて天井を仰いでいた。

　つまずいた拍子にスマホからイヤホンのコードが抜け、テンポのいい明るい音楽が、誰もいない深夜のオフィスに響いていた。

「……もう、なにやってんだろ。私」

　この状況が情けなさすぎて、逆に笑えてしまう。

　毎日は楽しいことばかりじゃなくて、仕事で失敗すれば上司に怒鳴られるし、人と違った行動をすれば冷たい目で見られる。

　それでもルイーズは、ちょっぴりの幸せと明日への希望を胸に、めげずに頑張る等身大の女の子。そんな彼女の物語を、ひとりでも多くの人に興味を持ってもらえるように、頑張って宣伝しよう。

　そう決意しながら、私は物に埋もれたまま肩を揺らしてひとりで笑った。




　コピーを百個考えるために明け方近くまで頑張り、社長が出社するのを待って乗り込むようにやってきた社長室。

　高級感のあるイタリア製のソファと、ダークブラウンの重厚なデスク。男前の社長にぴったりな、モダンでシンプルなその空間に緊張しつつ、私はノートを胸に抱き、椅子に座る彼の前まで進んでいく。

「社長！　できました、コピー百個。見てください！」

　そう言ってノートを差し出した私に、社長はゆっくりと瞬きをした。唇に挟んでいた煙草を手に持つと、ふーっと白い煙を吐き出す。そして気だるげに首をかしげ、ノートから私の方へと視線を移した。

　社長のそのなにげない仕草が、やけに威圧感と色気を漂わせていて、私はごくりと息を呑んだ。

「……手書きかよ」

「え？」

　ぽつりと言われ、首をかしげる。

「上司に提出するんだから、見やすいようにパソコンでプリントアウトしてこいよ」

「はっ！」

　もっともな指摘にハッとして、自分の持ったノートを見下ろす。

　書いては消しての繰り返しで、ごちゃごちゃと文字が散らばるノート。

　百個考えた達成感でいっぱいで、他の人が見やすいようになんて思いもしなかった自分が恥ずかしくなる。

「す、すみません！　今すぐに――」

　慌ててノートを閉じようとした私から、社長がノートをひったくった。

　涼しげな目元を伏せて私の考えたコピーを読む姿を、緊張しながら見つめていると、社長がふっと息を吐いた。

「お前、本当に百個考えたんだな」

　意外そうな社長のつぶやきに、私は首をかしげる。

「はい。社長にそう言われたので」

「俺は物の例えで百って言っただけで、まさかバカ真ま面じ目めに百個考えてくるとは思わなかった」

　きょとんとする私を見て、社長が楽しげに鼻で笑う。

　その意地悪な表情に、私はあぜんとして口を開いた。

「冗談だったんですか？　私は必死に百個考えたのに……っ！」

　社長はうつむいてクスクスと肩を揺らすと、ちらりと視線だけを上げてこちらを見る。

　端正な顔の社長に流し目を送られ、たった今言いかけたはずの文句を忘れてしまう。悔しくて口をつぐんで黙り込むと、彼はノートを閉じて私に返してくれた。

「ま、この中からなら使えそうなのがいくつかあるし、古賀とデザイナーと相談して宣伝の方向性を固めろ」

「……はい」

　ノートを受け取り、顔をしかめながらうなずくと、社長の手がこちらに伸びてきた。

　なんだろう？と思っていると、その手がぽんと私の頭に触れた。そして、わしゃわしゃとなでられる。

　髪の間をもぐる長い指の感触にドキドキして首をすくめると、こちらを見ていた社長が整った顔を緩め小さく笑った。

「頑張ったな」

　優しいねぎらいの言葉に、目を見開く。普段の冷血な態度とのギャップに、思わず胸がきゅんとする。

　あの鬼社長が、こんな優しい言葉をかけてくれるなんて……！

　そう感激した途端、社長の表情が意地悪く変わる。

「昨日はコピーを考えるよりも、転んで崩した資料を元に戻すほうが大変だったんじゃないか？」

　その言葉に、自分の耳を疑った。

「……はっ!?」

　ぎょっとして凍りつくと、冷たく鼻で笑われた。

「ま、まさか社長、昨日見てたんですか……!?」

　ひとりきりのオフィスで踊って、転んで資料に埋もれたこと。そんな自分がなんだかおもしろくなってひとりで笑っていたこと。その後、必死に片付けをしていたこと。

　全部見られてた!?　あんな情けなくてまぬけな姿を、よりによってこの鬼社長に見られていたなんて……!!

　恥ずかしさのあまり、涙目になって立ち尽くす。

「主人公になりきるのもいいけど、オフィスで暴れるのはやめておけ」

　意地悪く言われ、自己嫌悪と悔しさと情けなさと、いろんな感情がごちゃごちゃになる。

　反論の言葉を見つけられずパクパクと口を動かす私を横目で見ながら、社長は優雅な仕草で煙草に火をつけた。

「……っ!!」

　恥ずかしさが爆発して、両手で顔を覆い言葉にならない叫びを私が上げると、社長は肩を揺らしながら煙草の煙を吐き出した。

　人がこんなに動揺しているのに、それを見て愉快そうに笑うなんて……。

　本当にこの人は悪魔だ、と思った。




　動揺を隠してオフィスに戻り、なんとか仕事をこなす。

　夕方、外回りから帰ってきた古賀さんに時間を作ってもらい、私が考えたキャッチコピーを見てもらった。

　古賀さんのデスクの上に、見やすいように綺麗にまとめたキャッチコピー案を置き、ふたりでのぞき込みながらうなる。

『ルイーズ』をどんなふうにアピールするのか、そのためにはどのキャッチコピーが最適なのか。宣伝の方向性を話し合うのは本当に難しい。

「今できてる資料でテレビ局や新聞社に売り込みをしてるんですが、いまいち反応がよくないんですよね。やっぱり私の売り込みの仕方が悪いのかなぁ」

　頬杖をつきながらため息をつくと、古賀さんが私の頭をぽんとなでてくれた。

「仕方ないよ。フランス映画ってだけで小難しくてとっつきづらいイメージがあるから、普段あまり映画を見ない人には敬遠されがちなんだよね。でも『ルイーズ』は気軽に楽しめるポップな映画だし、その辺をアピールできるように頑張ろう」

「はい」

　うなずいて背筋を伸ばす。

　とはいえ、普段あまり映画を見ない人にも興味を持ってもらえるような宣伝って、いったいどうしたらいいんだろう。

　唇を引き結んで考え込んでいると、古賀さんが笑って声をかけてくれた。

「有川さん。昨日は頑張ったし、今日はそろそろ帰っていいよ」

「あ、ありがとうございます」

　嬉しい言葉に頭を下げる。

　このまま考え込んでいてもいいアイデアは思いつかなそうだし、昨日は結局明け方近くまで頑張ったからさすがに疲れた。早く帰ってベッドにもぐり込みたい。

　古賀さんの言葉に甘えてさっそく帰る支度をしていると、スマホが震えだした。

　画面を見ると彼氏の努からで、思わずスマホを持った手が止まる。

「有川さん、電話？」

　強張った私の表情を見て、古賀さんが不思議そうに聞いてきた。

「あ、はい。ちょっと電話に出てきますね」

　取り繕うようにそう言って、早足でオフィスを出る。

　胸にスマホを抱えひと気のない廊下まで来て、深呼吸をした。そして、少し複雑な気持ちのまま電話に出る。

「もしもし」

　もしかして、昨日のことを悪かったって謝ってくれるのかな、なんて思いながら耳を澄ますと、聞こえてきたのはやっぱり身勝手な言葉だった。

《今日、これからお前んち行くわ。何時頃に仕事終わる？》

　相変わらずな努に、心の中でため息をつく。

「もうすぐ終わるけど、昨日ちょっと残業を頑張って疲れてるから、今日はゆっくり眠りたいなって――」

《はぁ!?》

　言いかけた私の言葉を遮って、低い声が返ってきた。

《なんだよ、それ。俺と会うより寝てるほうがいいって？》

「そうじゃなくて、昨日は残業であんまり寝れてないから……」

　最後まで話を聞かずに怒りだした努に、私は慌てて弁解しようとする。

《お前、ほんとワガママだよな》

　うんざりしたように言われ、言葉に詰まった。

　私、ワガママなの？　悪いのは、私なの？

　悲しさと悔しさで、じわりと目頭が熱くなる。ぐっと唇を引き結んでいると、大きなため息が聞こえてきた。

《なに謝りもしないで黙ってんだよ。ふてくされてんの？》

　私が謝らないといけないの？　悪いことなんてしてないのに。

　そう言いたいけど、言葉にしたら努はますます怒るだろう。

　どうしていいのかわからなくて、途方に暮れて黙り込む。

《なんか言えよ。ほんとめんどくせぇ》

　自分の思いどおりにならないとイライラする、自分勝手な人。付き合い始めた頃は、こんな些さ細さいなことで怒ったりしなかったのに。どうしてこうなってしまったんだろう。

　もやもやした気持ちを抱えたとき、愛想を尽かしたように努が冷たい声を出した。

《あー、もういいや》

「もういいって……？」

　恐る恐る聞くと、わざとらしいくらい大きなため息と一緒に《別れよ》とそっけなく宣言された。

「え……？　別れるって……」

　努の言っている意味がわからなくてきょとんと首をかしげていると、彼は勝手に話を進める。

《そのうち、お前の部屋に置いてある荷物を取りに行くから、まとめといて》

「えっと――」

《じゃあな》

　戸惑っているうちに、一方的に電話が切られた。

　ぽかんとしながら、今の会話を頭の中で反はん芻すうする。

　別れるって、こんなに簡単に終わるものなの？　顔を見もせず、電話でのたったひと言で……？　確かに最近はうまくいってなかったけど、ちゃんと二年も付き合っていたのに。努は、私の生まれて初めての恋人だったのに。

　私は呆ぼう然ぜんとしながらスマホを見下ろした。

　おぼつかない足取りでデスクに戻ると、私の顔を見た古賀さんが心配そうに声をかけてきた。

「有川さん、どうかした？　大丈夫？」

　優しい言葉に涙腺が緩みそうになって、慌てて作り笑いを頬に貼りつける。

「なんでもないです。大丈夫です！」

　ぎこちない笑顔で首を横に振った私に、古賀さんは怪け訝げんな表情でなにか言いかける。

　けれど、その言葉を聞く前に「じゃあ、お疲れ様でした！」と大声で挨拶をして、逃げるようにフロアを出た。

　急ぎ足でエレベーターホールへと向かう。

　誰にも会いたくない。誰とも話したくない。きっと今の私、ひどい顔をしてる。

　彼氏に振られたくらい、なによ。社会人なんだから、そんなことで落ち込んでどうする。いつものように電車に乗って、自宅のマンションまで歩いて、家に帰ってご飯を食べて、お風呂に入って、テレビを見て、ベッドに入って……。朝になったらまた何事もなかったように出社して、元気よく仕事をしなきゃいけないんだから。

　それを毎日繰り返して、明日も明後日あさっても明々後日しあさっても、ずっと……。

　そう思ったら、急にすべてが嫌になった。

　人であふれた電車になんて、乗りたくない。努との思い出のある部屋に、ひとりきりで帰りたくない。でも、誰にも会いたくない。

　じゃあ、いったい私はどうしたらいいのだろう。いっそ、どこか遠い場所へ行ってしまいたい。

　エレベーターホールの前で立ち尽くしていると、ポーンと音がして目の前の扉が左右に開いた。だけど、一歩足を踏み出そうとして、その一歩が動かず途方に暮れた。




　分厚く重い扉を開けて、薄暗い部屋にこっそりと忍び込む。

　窓のないその広い部屋には、ずらりと並んだ深い藍色のシート。正面には、壁一面を覆う大きなスクリーンが見える。

　すべてを投げ出し遠くに行きたい。そう思った私が逃げ込んだのは、オフィスのひとつ上のフロアにある社内試写室だった。

　六十人を収容できるその場所に忍び込み、座席のＤ列中央――この中で一番画面が見やすい特等席に腰を下ろす。

　この試写室は映写機とデジタルプロジェクターを備えていて、昔ながらのフィルムからＤＣＰ、家庭用のＤＶＤやブルーレイまで、大きなスクリーンで上映できる。

　普段はマスコミ向けや、モニターを集めた小規模な試写会なんかに使われているけれど、社員が希望すれば個人的に貸し出してくれることもある。

　使用する予定のない試写室には、人が近寄ることはほとんどない。勝手に忍び込むことに罪悪感を覚えつつ、そんな場所にひとり閉じこもる。現実逃避にぴったりの場所だと思ったのだ。

　試写室にたくさん用意された資料用の映画のＤＶＤの中から、一枚選び出してセットする。座席で膝を抱えて小さくなっていると、視界をすべて埋め尽くすような大きなスクリーンに砂漠の映像が写った。

　青い空と、地平線。見渡す限りなにもない広大な砂漠の上を、砂煙を上げながら進むラクダ。

　スクリーンに映し出される古いイギリス映画を、ぼんやりと眺めながら鼻をすすった。込み上げる涙をごまかすように右手でごしごしと鼻をこすった後、その手をなんとなく見る。

　……男の人と初めて手を握った相手は、努だったな。

　不意にそんなことを考えると、付き合っていた間の思い出が一気にあふれ出す。

　初めてのデートも、初めてのキスも、初めてのお泊まりも、全部が努とだった。初めて私を好きだと言ってくれたのも、努だった。

　二年も付き合っていたのに、電話での小さな言い争いでこんなにあっけなく振られてしまうなんて……。

　さっきの電話で、眠たいなんて言わなければよかったのかな。無理して会えばよかったのかな。

　そう思いつつも、すぐに首を横に振る。

　きっと、ふたりの心の中で恋愛感情はもうとっくに冷めていて、もし今日振られなかったとしても、近いうちにダメになっていただろう。

　ふたりの関係がぎくしゃくし始めたのは、一年前の努の浮気がきっかけだった。

『たった一回だけだから、もう絶対浮気なんてしないから』

　そう言って、おでこが床につくくらい何度も頭を下げた努に流されて、私は浮気を許してしまった。でも、それから些細なすれ違いがあるたびに、もしかしてまた浮気をしてるんじゃないかと不安で仕方がなかった。

　もちろん最初に浮気をした努が悪いけど、許すことにしたのに浮気を疑ってしまう私にも非がなかったわけじゃない。

　ふたりの間の雰囲気が険悪になっていって、思いどおりにならないとすぐに苛立つようになった努と、努と一緒にいることに疲れて距離を置いてしまう私。いつの間にか、ふたりの間の恋愛感情は、ゆっくりとでも確実に減り続けていたんだ。

「あー……、もう……っ！」

　仕方がないと自分に言い聞かせても、寂しさや悲しさは和らがなくて、両手で顔を覆って小さくうなる。

　すると、どこかから煙草の匂いがしてきた。

　おかしいな。試写室は禁煙だから、煙草の匂いなんてしないはずなのに。

　そう思って振り向くと、背後に人がいることに気づいて私は飛び上がった。

「……こんなところで、なにをしてるんだ」

　煙草をくわえたままの唇で低い声を出した、長身の人影。

「しゃ、社長……！」

　社長こそ、なんでここに!?

　そう叫びそうになって、慌てて口をつぐむ。勝手に試写室に忍び込んで映画を見ていたことが後ろめたくて、肩をすぼめて頭を下げた。

「すみません、勝手に試写室を……」

　私が謝罪を口にしているところへ、社長が煙草をくわえたまま近づいてきた。

「そんなことは別にいい。それより」

　社長の手がこちらに伸びてきたのを感じた瞬間、下を向いている私の顎が、長い指ですくい上げられた。

　正面を向かされ戸惑いながら視線を上げると、至近距離で社長がじっとこちらを見ていた。

　端正な顔に見据えられ、居心地が悪くて視線が泳ぐ。そんな私を見て、社長はかすかに眉をひそめた。

「どうした。具合でも悪いのか？」

　そう問われ、驚いて目を見開く。

　いつも冷血で俺様なあの鬼社長が、私のことを心配してくれるなんて。

「いえ……、なんでもないです」

「目が赤い。泣いていたのか」

「別に……」

　失恋してひとりでこんなところで泣いていたなんて知られるのは恥ずかしいから、なんとかごまかそうと顔をそらす。

　すると、それまで私の表情を眺めていた社長が、うつむいて小さく肩を揺らした。

「男に振られて、いじけて泣いてたってところか」

「はっ!?」

　彼氏に振られたことを言い当てられて、ぎょっとして目を見開く。

　取り乱した私の様子に、社長はクスクスと笑うと意地悪な視線をこちらに投げた。

　どうして社長は私が努と別れたことを知ってるんだろう。

　そう不思議に思ったけれど、おもしろがるような社長の表情を見て、からかわれてるだけだと気づく。

　私はぐっと口をつぐんで社長をにらんだ。

　落ち着け、落ち着け。

　ふーふー、と肩で深呼吸をしながら自分に言い聞かせる。

「別に、泣いてなんていません。社長の煙草の煙が目に入ってしみただけです」

　強がって反論する私のことを見下ろしながら、社長は「ふーん」とおもしろがるように笑った。

　すべてを見透かされているようで落ち着かなくて、私は頬を膨らませながら口を開く。

「大体、試写室は禁煙ですよ。社長は煙草を吸いすぎだと思います。仕事中もずっと吸ってるし、体に悪いです。禁煙したほうがいいですよ」

　早口で言うと、社長は私の話なんかまったく聞く気もないようで、視線をスクリーンに移す。そして、目の前に映し出された砂漠に登る太陽を眺め、意外そうに言葉を発した。

「ずいぶん古い映画を見てるんだな。失恋したときに見るなら、もっと思いきり泣ける映画か、スカッとするアクション映画のほうがいいんじゃないか？」

　そう指摘され、私もスクリーンの方に体を向ける。

　見渡す限りの地平線。赤茶けた砂漠と青い空以外なにもない世界が、そこには映っていた。

「……そういう映画もいいんですけど、どこか遠くに行きたいときはいつもこの映画を見ちゃうんです。ちっぽけな人間じゃ太刀打ちできないような圧倒的なスケールの砂漠に、理屈じゃなく引き込まれるから」

　私がそう伝えると、隣で社長が小さく笑った。

「やっぱり失恋していじけてたんだな」

「はっ!!」

　しまった。

　うっかり失恋したことを認めてしまっていた自分に気づいて口を覆うと、社長はうつむき、吹き出すように肩を揺らした。

「どうせ、あの広告代理店の軽そうな男だろ。あんなくだらない男、別れてよかったんじゃないか？」

　社長はそう言いながら、ポケットから出した携帯灰皿に、くわえていた煙草を押し込んで消す。

　その動作を見ながら、私は驚きで固まってしまっていた。

「な、なんで……」

　なんで社長が私の彼氏のことを知っているの!?

　ぎょっとしている私に、社長は涼しい顔で口を開く。

「二年くらい前に、映画の試写のときに出入りしてた男だろ。仕事の場なのに見境なくお前を口説いていたから覚えてた」

「え!?」

　その言葉にさらに驚く。

「私、あのとき口説かれてなんていませんよ。挨拶をして少し世間話をしただけです。その後、偶然私の家の近くで何度か会って親しくなって……」

　そこまで言ったところで、社長はあきれたようにため息をついた。

「偶然なわけないだろ」

「え？」

　意味がわからずぽかんとしていると、社長が苛立ったように声を低くした。

「お前はほんとうに鈍いな。簡単に口説かれて簡単に落ちて」

「そんなこと……！」

「付き合ってからも、相手がどんな男か本性も知らずに浮かれてたんだろ」

「ど、どういう意味ですか？」

　目を丸くして聞き返す私を、社長は無言で見下ろしていた。少し考えるように視線をそらし、舌打ちをする。

「……本当にお前は、イライラするほど鈍感で無防備すぎる」

　この人は舌打ちをする姿さえ絵になるな、なんて思わず社長の顔にうっとりしていると、長い腕がこちらに伸びてきた。大きな手のひらに後頭部を支えられ、体を引き寄せられる。

　目を見開いた私の視界は、たった今まで見惚れていた端正な男の顔で覆われていた。そして、唇に触れた温かい感触。

　いったいなにをされたのか理解したのは、唇が離れた後だった。確認するように指で触れた私の唇は、動揺で小さく震えていた。

「え……」

　今、社長が私に、キスをした？

　衝撃で凍りつく私を見て、社長が至近距離で小さく笑う。

「キスくらいでそんなに驚くなよ」

「な、なんで……!?」

　突然キスをされたら、誰だってびっくりするに決まってる。ていうか、なんで社長が私にキスを……っ！

「……お前、俺に禁煙してほしいんだろ。それなら協力しろ」

　突然そんなふうに命令され混乱していると、社長は続けて、さらにとんでもないことを言った。

「俺が煙草を吸わないように、イライラしたときはキスさせろ」

　そうして悪魔のように美しい笑みを浮かべ、かすかに顔を傾ける。黒い髪がさらりと流れて社長の綺麗なまぶたの上にかかった。

　その様子に見惚れていた私は、もう一度唇をふさがれたのに抵抗することができなかった。










意外な優しさ




「彼氏に振られて、社長にキスされたぁ!?」

　叫んだ華絵さんの前で、私は頭を抱えてテーブルに突っ伏す。

「たった一日で、なにがどうなってそんなことに!?」

　華絵さんの質問に答えられずに口をつぐむ。むしろ私が知りたいくらいだ。

　涙目で華絵さんを見上げると、これ以上私に聞いても無駄だと悟ったのか、ふぅーっとため息をついてメニューを開く。

　努に振られ、社長にキスをされた翌日。あまりの衝撃事件連発に、ひとりでは抱えきれなくて、私は華絵さんをランチに誘い、会社近くのカフェで話を聞いてもらっていた。

　このカフェは、日替わりのパスタがつくランチセットが人気で、いつも賑にぎわっているよく行くお店だ。

「まぁ、あの彼氏と別れたのは仕方ないけどねぇ……」

　つぶやきながら、華絵さんは「私はこれ食べようかなー」なんてメニューを指でなぞる。

「美月ちゃんはいつもの？」

　たずねられ、私はメニューも開かずにうなずく。

　しょんぼりと肩を落としたままの私を見て、華絵さんが「彼氏に振られて落ち込んでるの？」と聞いてきた。

「そりゃあ、落ち込みますよ。二年も付き合ってたのにあんな振られ方じゃ」

　華絵さんの言葉に、私は下を向いたままうなずく。

「あの彼、見るからに軽そうだったし浮気性っぽかったしね」

「え？」

　努のことを華絵さんに直接紹介したことはないはずなのに、どうして？

　きょとんとしていると、華絵さんがウエイターさんに向かって手を挙げる。

「彼氏って、試写会のときに美月ちゃんのことをしつこく口説いてた人でしょ？　あ、美月ちゃんもランチセットでいいよね」

「あ、はい。……え？」

　歩いてきたウエイターさんにてきぱきと注文をする華絵さんをぽかんと眺めていると、首をかしげられた。

「あ。ランチセット、嫌だった？」

「いえ、ランチセットでいいんですけど。その前です」

「前？」

「試写会で口説かれてたって。同じようなことを社長にも言われたんですけど、私、口説かれてなんていませんよ」

　私がそう否定すると、華絵さんはメニューを閉じながら眉をひそめた。

「は？　美月ちゃん、本気で言ってる？」

「はい。試写会のときは挨拶だけして、その後偶然、何度か会って、自然と仲良くなったんです」

　その言葉に、華絵さんは頭を抱えてため息をつく。

「鈍すぎ……！　あのとき、しつこいくらい美月ちゃんに住んでる場所とかよく行くお店とか聞いてたから、あいつ仕事場で女を口説くなよって、みんな怒ってたんだよ？」

「そうなんですか……？　私、ただの世間話だと思ってました」

「世間話なわけないじゃない！　あんなに下心丸出しだったのに！」

「下心……」

　顔をしかめてそのときのことを思い出してみる。だけど、やっぱり口説かれた自覚がない。

　人の下心なんて、わかんないよ。

「もしかして、その彼が美月ちゃんの初めての恋人？」

「はい」

　うなずくと、華絵さんは額に手を当てて天井を仰いだ。

「そっかぁ。鈍感な美月ちゃんは学生時代の男の子からの遠回しなアプローチに気づかずにフラグなぎ倒してここまで来て、恋愛経験ゼロのまま、社会人の押しの強くてたちの悪い男に捕まってしまったのか」

　もったいない……！　と唇を噛む華絵さんに、私は首をかしげる。

「なんですか、それ。私、フラグをなぎ倒してなんていませんよ」

「鈍感な上に無自覚なのね」

　人の話を聞かない華絵さんは、「これは重症だわ」と勝手に納得してうなる。

「そういえば、前に残業してたとき、古賀が会いに行かなかった？」

「はい。ハンバーガーを買ってきてくれました」

　私が大きくうなずくと、華絵さんはまた天井を仰ぐ。

「ハンバーガーって！　若い女子に差し入れすんのに、もっと気の利いたものがあるだろうが……！」

「あと、実家で飼ってる犬に似てるって言われました。だから古賀さん私にいつも優しくしてくれるんですかね」

「実家で飼ってる犬って！　あいつ、アプローチヘタすぎか……っ！」

　空に向かって低い声でつぶやいた華絵さんは、気を取り直したようにふうっと息を吐き出す。

「ごめんね。後で古賀にちょっと説教しておくわ」

「なんだかよくわかんないですけど、華絵さんと古賀さんって姉弟みたいに仲良しですよね」

「あんなヘタレな弟いらないわ」

　華絵さんがなにに怒っているのかわからなくて、私は首をかしげた。

　そんな話をしているうちに、注文した料理が届き「いただきます」と手を合わせる。

　私がカルボナーラを食べようとパスタをフォークに巻きつけ口に入れたとき、華絵さんがおもむろに聞いてきた。

「……で、社長とのキスはどうだった？」

　急にそう問われ、口の中の物を吹き出しそうになる。

　ゴホゴホと咳せき込みながら涙目で華絵さんのことを見ると、テーブルに頬杖をつき、ぐっと身を乗り出してきた。

「そんな動揺しちゃうくらい激しいキスだった？」

「ち……、違います……！」

　慌てて首を振り、説明をする。

「は、激しくなんかないです。強引だけどちょっと触れるくらいの、感じで……」

　なんて言いながら昨日のキスを思い出して、火が出そうなほど頬が熱くなる。

　後頭部を支え引き寄せられた感覚とか、顔を傾けながら黒い前髪の間からこちらを見つめる視線とか、少し乾いた唇の感触とか……。

　キスをする瞬間の社長のあの表情を思い出すだけで、背中から首筋にかけてむずむずして力が抜けてしまいそうになる。

「ふーん。それでそれで？」

　言いよどんだ私を、華絵さんがおもしろがるように問い詰める。

「ま、待ってください。思い出すだけで、恥ずかしくなっちゃうからダメです……っ！」

　真っ赤になった顔を隠そうと、テーブルの上のペーパーナプキンを顔の前で開いて華絵さんの視線を遮る。

「キスされても、嫌じゃなかったんだ？」

　クスクスと笑われながら聞かれ、考え込む。

「うーん、嫌ではなかった、のかな……。でも、驚きすぎてそんなことを考える暇がなかったというか……」

　ペーパーナプキンで顔を隠したまま首をひねっていると、ぺろんとナプキンをめくられ華絵さんが顔をのぞき込んできた。

「そうやって思い出すだけで真っ赤になっちゃうなんて、美月ちゃん、社長のことが好きなんじゃないの？」

「な……っ！」

　とんでもないことを言われ、一瞬凍りついた。

　驚きで手からナプキンが離れ、ヒラヒラと揺れながら落ちていく。

　ぱさりと膝の上に落ちたナプキンを見て、ようやく我に返った。

「ないですないですないですないです！　あの鬼社長を好きだなんて！」

　ぶんぶんぶん、と首が取れそうなくらい勢いよく横に振る。

「そう？　けっこうお似合いだと思うんだけどなぁ」

　無責任なことを言う華絵さんは、きっとおもしろがっているに違いない。

　私は頬を膨らませてフォークを持ち直した。

「お似合いなんかじゃないです。からかわないでください」

「からかってないのになぁ」

　だって、あっちはイケメン社長だなんて雑誌でも取り上げられるくらい有名な人で、かっこよくて仕事もできて地位も名誉もある雲の上の存在で、私なんかが好きになったって相手にされるはずがない。昨日のキスはきっと社長のただの気まぐれで、深い意味なんてなかったはず。

　それに、あんな俺様な鬼社長を好きになるわけがない。万が一あんな人を好きになってしまったら、毎日いじめられて大変そうだ。

　もぐもぐとパスタを頬張りながら、そう自分に言い聞かせた。




「戻りましたー」

　ランチを食べ終えオフィスに戻る。

　すると、社長の姿が目に入った。彼は宣伝部の島の辺りで、古賀さんとなにかを話している。

　古賀さんも背が高いほうだと思っていたけど、社長の身長はさらに高い。頭が小さく手足が長いから、スタイルがよくて、まるでモデルさんみたいだなと思う。

　古賀さんとなにを話しているんだろうと、その姿を遠目に眺めていると、社長の視線がこちらに流れてきた。

　一瞬社長と目が合って、思わず飛び上がる。昨日のキスを生々しく思い出してしまったのだ。

　ふたりっきりの試写室で、あの人にキスをされたんだ……。

　長身をかがめこちらを見下ろす表情。強引に抱き寄せられた腕の感触。ふさがれた唇に触れた温度。

　蘇よみがえる記憶に、一気に頬が熱くなる。

　そんな私の動揺に気づいたのか、社長はこちらを横目で見ながら綺麗な唇をかすかに引き上げた。

　意味深な色っぽい笑みに、どうしようもなくドキドキする。

　古賀さんとの話が終わったのか、何事もなかったように社長室に入っていく後ろ姿を見送って、私は大きくため息をついた。

　すると、隣にいた華絵さんがニヤニヤしながらこちらを見ていることに気がついた。

「美月ちゃん」

「な、なんですかっ？」

「顔真っ赤だよ」

「っ……！」

　指摘され、慌てて両手で顔を隠す。

　社長の姿を見ただけで、こんなに動揺してしまう自分が情けない。

「もうほんと美月ちゃん、かわいい」

「お願いだから、からかわないでください……！」

　オフィスの入り口近くでそんなやりとりをしていると、営業部の男性社員、福ふく田ださんが「お帰り」と声をかけてくれた。

　営業部は、映画を公開するために劇場に営業をかけ、上映するスクリーンを確保する、いわゆる〝ブッキング〟という仕事をしている部署だ。

　四十代の福田さんは営業部のベテランで、気さくでとても話し上手な人。誰とでもすぐに打ち解けることのできる福田さんにとって、営業はきっと天職だと思う。

「ただいま戻りました」

　挨拶を返すと、福田さんはなにか話したそうにそわそわしている。「どうかしました？」と聞いてみると、嬉しそうに近づいてきた。

「今日さ、社長が煙草を吸ってないらしいよ」

「えっ!?」

　その言葉に、華絵さんとふたりで顔を見合わせる。

「あのヘビースモーカーの社長が、一本も煙草を吸わないなんておかしいよね。台風でも来るんじゃないかってみんなざわついてるんだけど、どう思う？」

「へぇー……」

　福田さんの言葉に、華絵さんが相あい槌づちを打ちながら、意味ありげな表情で私の方を見る。

　その視線が痛くて、また顔が赤くなってしまう。なんとかごまかそうと平静を装いながら目をそらした。

　そんな私たちの無言のやりとりに気づかない福田さんは、腕を組み顔を曇らせる。

「台風が来るくらいならいいけど、もし体調が悪くて吸ってないとかなら困るよなぁ。うちの会社は社長の力が大きいから、万が一倒れられでもしたら大ダメージだよ」

「体調が悪いわけではないんじゃないかなぁ。誰かに言われて禁煙を始めたのかもしれないよ。ねぇ、美月ちゃん？」

　福田さんを安心させるように言いながら、チラチラとこちらを見る華絵さん。私と社長の昨日の事件を知っているからか、華絵さんは笑いを必死にこらえつつも肩が小さく震えていた。

　華絵さん、絶対おもしろがってる！

「ええと、不思議ですねぇ……」

　私は顔を引きつらせながらそう言って、自分のデスクのある宣伝部へと逃げる。

　すると古賀さんが私に気づいて話しかけてきた。

「有川さん。『ルイーズ』の宣伝なんだけど、ファッションや音楽関係からアプローチしてみるのはどうかな。映画そのものをアピールするよりも、とっつきやすいんじゃないかって」

「確かに！　そうですよね！」

　古賀さんの言葉に、ぱぁっと顔が輝く。

『ルイーズ』のターゲットは、ファッションや音楽に敏感な若い女の子たち。映画情報誌や新聞に広告を出すよりも、ファッション誌で映画の中の服装やインテリアを取り上げてもらったり、ＣＤショップにお願いしてフレンチ・ポップスのコーナーで映画を紹介してもらうほうがずっと効果がありそうだ。

　フランス映画は小難しそう、なんてイメージを取り払えるかもしれない。

「古賀さん、すごい！　さすがです！」

　私が感激しながら言うと、古賀さんは苦笑いして首を横に振る。

「いや、俺じゃなくて社長のアドバイスだよ」

「社長ですか……？」

「今社長と話しているときに、パブリシティの売り込みがうまくいかなくて有川さんが悩んでるみたいですって報告したら、アドバイスしてくれたんだ」

　あの鬼社長が、わざわざアドバイスを？

　いったいどういう風の吹き回しだろうと、閉じられた社長室のドアを見る。

「それから、社長が後で社長室に来るようにって」

　そう言われ、体が強張る。

　社長が私になんの用だろう。今話していた『ルイーズ』のこと？　それともまさか昨日の……？

　なんだかすごく不安になり、助けを求めるように隣にいた華絵さんを見ると、『頑張れ』と声には出さず口を動かし、胸の前でガッツポーズをしてみせた。

　いったいなにを頑張ればいいの……！

　華絵さんにキラキラした表情で見送られ、私は涙目で社長室へ向かう。綺麗な木目のドアの前で、ごくりと息を呑んだ。

　緊張と不安と恐怖と、なにがなんだかわからない感情で、今すぐこの場から逃げ出したい気分だ。

　だけど、そんなわけにはいかない。勇気を振り絞ってドアを二回ノックする。

「有川です」

　名前を名乗ると、「入れ」と短い言葉が返ってきて、恐る恐るドアを開いた。

　ドアの隙間から中をうかがうと、椅子に座った社長が『さっさと入ってこい』というように顎をしゃくる。

　慌てて中に入りドアを閉めると、緊張して怯える私を見た社長は、ふーっと大きく息を吐き出した。

　社長のデスクの上には、山のような英語の脚本が置かれていた。

　洋画の配給をするうちの会社には、海外の映画製作会社やプロデューサーから、企画段階や製作中の映画の脚本が常に送られてくる。まだ制作に入っていない映画を、キャストや脚本だけで判断して買い付けすることも珍しくない。

　実際に見てもいない映像を、ときには億を超える金額で買い付け契約を結ぶのだから、バイヤーの仕事は本当に大変だと思う。

　社長は会社の経営をしながら、バイヤーとして自ら映画を選び買い付けもしていた。送られてくる脚本を読んで判断するだけではなく、世界各地で開かれるフィルムマーケットに参加して契約を結んだりもしている。

「あの、社長。『ルイーズ』のプロモーションに関するアドバイスをありがとうございます」

　私がドアの前に立ちぺこりと頭を下げると、社長は視線を上げこちらを見る。

「アドバイスはしたけど、実際に売り込みをかけるのはお前だからな」

「はい！　頑張ります！」

　そっけなく言われ、私は勢いよくうなずく。

　せっかくもらった社長からのアドバイスを無駄にしないように頑張らなくちゃ。

　そう思っていると、社長は脚本に目を通しながら口を開いた。

「あと、この部屋の灰皿と煙草を全部捨てておけ」

　有無を言わせない命令口調に、「はいっ……？」とうなずきかけ、目を見開く。

　灰皿と煙草を全部捨てる……？　あのヘビースモーカーの社長が!?

「えっと……、いいんですか？」

　戸惑いながら確認すると、社長は当たり前だというように視線を落としたままうなずいた。

「お前が禁煙しろって言ったんだろ」

　確かにそう助言はしたけど。まさか私の他愛のないひと言を真に受けて、社長が禁煙をするなんて……！

　信じられなくて、テーブルの上に置かれた高級そうな灰皿を見下ろし立ち尽くす。

　すると、いつまでも動けないでいる私に気づいた社長が、椅子から立ち上がりこちらに近づいてきた。

　今日の社長はジャケットを着ておらず、白いシャツの上に着たチャコールグレーのベストと首元を緩めたワインレッドのネクタイが妙に色っぽい。

「お前が言ったんだから、ちゃんと責任とれよ」

　私の近くまで来た社長が、長身をかがめ耳元でそうささやく。

「責任、ですか……？」

　上擦った声で聞き返すと、社長の腕が私の腰に回り体を引き寄せられた。

　ゆっくりと顔が近づき鼻先が触れ、私は泣きそうなくらいドキドキしながら社長のことを見上げる。

　すると、私の動揺を確認するように、社長は黒い瞳を意地悪に細めた。

　至近距離で微笑みかけられ、抱き寄せられた体がびくりと震えてしまう。赤くなった頬を見られたくなくてうつむこうとしたけれど、大きな手に頬を包まれ唇をふさがれた。

「んん……！」

　ぎゅっと目をつぶり全身を強張らせた私をからかうように、一瞬唇が離れ、またすぐにふさがれる。

　社長に抱かれた腰の辺りから、くすぐったいような甘い刺激が湧き上がって小さく肩が跳ねた。

　あぁ、ダメだ。社長にキスをされると体から力が抜けてしまう。

　ただ触れるだけのキスなのに、膝が小さく震える。

　ゆっくりと唇が離れると、社長は私のことを見下ろしていた。

「ど、どうしてこんなこと、するんですか……っ？」

　肩で息をしながら抗議する私に、社長は息ひとつ乱すことなく涼しい顔で口を開く。

「じゃあ、なんでお前は拒まない？」

　そう問われ、言葉に詰まった。

　昨日の最初のキスは突然だったけど、今はキスをされるってわかってた。……それなのに、なんで私は拒まなかったんだろう。

　戸惑いながら社長の顔を見上げる。

　意志の強そうな黒い瞳にまっすぐ見つめられ、一気に頬が熱くなった。

　キスを拒まない理由なんて、ひとつしか思いつかない。だけど、頭に浮かんだ言葉を、すぐに『ありえない』と首を横に振り打ち消す。

　だって、社長にとっては煙草を吸いたいストレスを解消したいだけで。ただ近くにいた私に気まぐれでキスをしただけで。このキスに気持ちなんて込められてないのに。

「どうした？」

　ぶんぶんとすごい勢いで頭を横に振り続ける私に、社長が顔を傾けこちらをのぞき込む。

　整った顔が驚くほど近くにあって、「ひゃっ」と思わず飛び上がった。

「な、なんでもないですっ！」

　叫ぶようにそう言って、社長室にあった灰皿と煙草をひったくるように胸に抱える。

「失礼します！」

　勢いよく頭を下げ、社長室から逃げ出した。

　猛スピードでオフィスを突っ切り、ひと気のない非常階段へ向かう。周りに人がいないことを確認すると、体から一気に力が抜けた。

　へなへなと階段に座り込み、息を吐き出す。深呼吸をしながら、天井を仰いで自分に言い聞かせた。

　……勘違いするな。社長はただ、キスをされて動揺する私を見ておもしろがってるだけ。禁煙のイライラをごまかすために、私を暇つぶしの道具にしてるだけなんだから。

　そう繰り返しながらも、キスをする寸前に向けられた、社長の意地悪で甘い微笑みを思い出してしまう。それだけで胸の辺りが締めつけられて、落ち着かなくなる。

　あんな人を好きになったって、相手にされるわけないんだから。雲の上の人なんだから。

　何度心の中で唱えても、キスを拒まない理由なんて『社長に惹ひかれているから』以外思いつかなかった。




「『ルイーズ』のパブリシティですが、『リフレクト』という女性誌で、読者限定試写会の様子を見開きで掲載してもらえることになりました」

　二週間後に開かれた宣伝部の会議でそう報告すると、聞いていたメンバーが「やったじゃない」と拍手をしてくれた。

『リフレクト』は、二十代から三十代前半の働く女性向けのファッション誌だ。『反射する、反響する』という意味の雑誌名のとおり、自分の個性を貫くだけではなく周りの影響を受け入れながらも自分らしく輝きたい、というコンセプトの雑誌。

　メイクやファッションはもちろん、ライフスタイルや音楽や映画などの情報も幅広く掲載している。

　パブリシティというのは、雑誌やマスコミなどのメディアに向けて映画をＰＲすること。こちらからお金を出して広告を載せてもらうのではなく、映画のよさをアピールしてマスコミに能動的に取り上げてもらうのだ。

　広告ももちろん効果があるけれど、マスコミ側に選んで取り上げてもらえるパブリシティは、他社のプロの目を通して記事にしてもらえる分信頼度が上がるので、映画宣伝にとって重要な役割を担っている。

　今回は社長のアドバイスを元に、『ルイーズ』に出てくるファッションや流れる音楽のおしゃれさを女性誌の編集者に一生懸命売り込んで、なんとか雑誌のページを確保してもらった。

　試写会の費用はこちら持ちになるけど、若いＯＬさんに人気の女性誌で映画を紹介してもらえるのは大きい。それに、招待した読者の女性たちが映画を気に入ってくれれば、ＳＮＳやレビューサイトで口コミが広がるのも期待できる。

「せっかく雑誌で取り上げてもらえるなら、社内試写室じゃなくどこかのコンベンションホールを借りたいよね」

　そう提案する華絵さんに、私は大きくうなずく。

　三百近い劇場で全国同時公開されるような大作なら、実際の映画館やシネコンで試写会をすることもあるけど、『ルイーズ』は十館程度のスクリーンで順次公開していくため、そんなに宣伝費をかけられない。

　欲を言えば、フランスから監督や主演女優を招待して舞台挨拶ができたら素敵だけど、それも予算を考えるとかなり難しい。

「できれば他のメディアにも取材に来てもらいたいし、試写会を開いてただ見てもらうだけじゃ芸がないよな。なにか興味を引く仕掛けがほしいよなぁ」

　そううなる宣伝部の保やす元もと部長に、私は雑誌を開き、身を乗り出す。

「担当の編集さんとお話ししていたんですが、偶然、『リフレクト』のモデルのレナさんが、フランスで公開されていた『ルイーズ』を見ておもしろかったと言ってくれているそうなんです。試写会イベントに招待できたらいいなと思ってるんですが」

　そのモデルさんが載っているページを見せながら提案する。

　少し緑がかったヘーゼルの瞳が印象的なモデルさん。目鼻立ちがはっきりとした整った顔立ちに、人懐っこい笑顔がかわいらしい、二十二歳の女の子だ。

「へぇ、フランスと日本のハーフのモデルさんなんだ。綺麗だけど名前は聞いたことないなぁ。ただ招待するだけじゃ、雑誌の愛読者以外はあんまりピンと来ないんじゃないか？」

　保元部長がいまいち気乗りしない表情で、腕を組んでうなる。

　確かに、雑誌ではよく表紙を飾っている人気のモデルさんだけど、今まで雑誌以外の仕事はほとんどしていなかったから、女性誌にまったく縁のない五十代の部長は知らなくて当然だ。

「でも、それだけじゃないんです」

　そう言いながら、用意していたタブレットを取り出す。

「『ルイーズ』のダンスシーンが気に入ったと言って、映画を真似して彼氏と踊っている動画をインスタにアップしてるんです。それがすごく素敵なんです」

　画面に触れ、その動画を再生する。

　正直、ダンスはヘタくそ。でも照れながら踊る彼氏と、嬉しそうに満面の笑みでクルクル回る彼女がとても無邪気で愛らしい。

「へぇ！　絶妙なヘタさ加減のダンスもかわいいけど、このふたり、仲がよさそうでなんか微笑ましいな」

「これを試写会で読者の前で踊ってもらったら話題になりそう！」

　華絵さんの言葉に、周りのみんなもうなずいてくれた。

「彼氏は一般の人？　レナさんと一緒にブッキングしてイベントに呼べない？」

　そう部長に問われ、力強くうなずく。

「編集さんに聞いてみたら、一般の方ですが交際をオープンにしていて、事務所も公認のカップルだそうです。雑誌のイベントとかにも参加してるので、大丈夫かと」

「じゃあ、今すぐ連絡とってみて」

「はい！」

　よし！　と両手でこぶしを握り気合を入れた。




　宣伝部の会議が終わり、一番下っ端の私が会議室の後片付けをしていると、保元部長に声をかけられた。

「有川さん。悪いけど、さっき言ってたモデルさんが載ってる雑誌、何冊か探して買ってきてくれない？」

　営業部と共有する資料に使うのだろう。

　部長の言葉に「わかりました」とうなずいて、急いで会議室を片付ける。

　それから財布と上着を持って近くの書店に向かおうとオフィスを出ると、エレベーターホールに社長の後ろ姿を見つけ、思わず足が止まった。

　落ち着いたネイビーのスーツに、艶のあるブラウンのネクタイ。スタイルのいい社長のスーツ姿は、立っているだけで絵になる。

『周りであれこれ言われると、落ち着かないからうっとおしい』と、秘書をつけない彼は、いつもひとりで颯さっ爽そうと仕事に向かう。

　今から社長も外出するのかな。あそこにいるってことは、エレベーターに乗るんだよね。このまま進めば一緒のエレベーターに乗ることになる。つまり、狭い密室にふたりきりに……。

　そこまで勝手に思考がめぐって、『ダメだ！』と本能が判断する。

　社長と一緒のエレベーターに乗るのは、なんだかすごく危険な気がする。ここは自然に忘れ物をオフィスに取りに行くふりをして、さりげなく危機を回避しよう。

　そう決めてひとりうなずいた途端、「なにやってるんだ」と声をかけられた。

「ひっ！」

　驚いて飛び上がると、いつの間にか社長がこちらを見ていた。

「お前、考えてることが顔に出すぎ」

　涙目で焦る私を見て、社長は笑いをこらえるように口元に手をやってうつむく。

　黒い髪の間からのぞく端正な顔にシワが寄って、無防備な表情が妙に色っぽく見えてドキドキする。

「べ、別になにも考えてませんでしたけど」

　取り繕うように言うと、社長は「ふーん」と声を上げながら、ちらりとこちらを見て肩を上げた。

　なんでもお見通しって感じの、余裕にあふれた表情はずるい。そんな顔で見つめられたら、私の考えてることなんて全部バレてるんじゃないかとドキドキしてしまう。

　そのとき、私たちのいる八階にエレベーターが到着して扉が開いた。

　ここはスマートに社長にエレベーターを譲り、私は次に来るのを待とう。

　そう決めて『どうぞ』と口を開きかけたとき、ぐっと腕をつかまれた。

「なにやってんだ。さっさと乗るぞ」

　有無を言わさずエレベーターに連れ込まれる。

　密室に、ふたりきり……！

　扉が閉まった途端、意識せずにはいられなくて勝手に体が強張ってしまう。

　焦る私に、社長は意地悪に笑った。

「お前、なに警戒してんだよ」

「け、警戒しているわけでは……」

　図星をつかれ視線を泳がせていると、社長が詰め寄ってくる。

　じりじりと後ろに逃げようとしても、ここは狭いエレベーターの中。すぐに背中が壁について逃げ場を失った。

「お前、俺のこと避けてるだろ」

「う……っ」

　またも図星で、視線をそらしながら口をつぐむ。

　あの日、社長室でキスをされてから、どんな顔をして社長に会えばいいのかわからなくて、全力で社長の視界に入らないように避け続けてきた。

　でも、あくまでも自然に仕事をしながらさりげなく逃げていたつもりなのに、バレバレだったなんて。

　社長は私の背中側の壁に手をつき、こちらを見下ろす。

　ドキドキしてしまうほど距離が近くて、私は肩をすくめて息を呑んだ。

「そうやって逃げないと、俺がところ構わずキスするとでも思ってる？」

　かすかに首を傾け、低い声でささやかれ、私は慌てて首を横に振る。

「そ、そういうわけじゃ……」

　冷や汗をかきながら言い訳を口にすると、長い指が私の顎をすくい上げた。

「社内で見境なくキスするわけないだろ」

　クスクスと笑いながら私を見下ろす。

「ほんと、ですか……？」

　じゃあ、今までみたいに常に警戒しなくていいのかな？

　ほっとした私に、意地悪な笑みを浮かべる社長は、ゆっくりと身をかがめてこちらに顔を近づけた。

「ま、ふたりきりのときはするけど」

「え……？」

　からかうような笑いを含んだ言葉にパチパチと瞬きすると、顎をつままれ上を向かされた。額に社長の黒い髪が触れた瞬間、上からキスが降ってきて、びくんと肩が揺れる。

「しゃ……ちょ……」

　いつ誰が乗ってくるかもわからないエレベーターの中で、キスなんて……！

　そう思って目の前の社長の胸を叩たたくと、あっけなく唇が離れた。

　意地悪な社長がこんなに簡単にやめてくれるとは思わなくて、少し拍子抜けしながら目を開くと、ちょうど一階に到着したエレベーターの扉が開いたところだった。

「……物足りなそうな顔してる」

　壁に背中をつけたまま呆然としていると、そう耳元でささやかれた。

「もっと長いキスをしてほしかったか？」

　からかうようにくすりと笑った社長は、立ち尽くす私を残し平然とエレベーターから出ていく。

「も、物足りない顔なんてしてません！」

　慌ててその背中に反論すると、社長は肩越しにこちらを見て口角を意地悪に上げた。

　緊張と驚きで涙目になった私とは対象的に、いつもどおり冷静な顔をした社長が、本当に憎らしいと思った。

　シネマボックスでは、『ルイーズ』だけでなく、同時に何本も公開を控えた映画がある。海外から買い付けた洋画はもちろん、最近では日本の映画制作会社と協力して製作段階から作品に携わることもあるので、いつも十本以上の映画が公開に向けて動いているのだ。

　海外から映画を買い付け契約を結ぶ映像契約部をはじめ、劇場に営業をかけて公開スケジュールを調整する営業部、映画のＤＶＤ販売やレンタル、テレビ放映や配信などを担当する映像事業部など、それぞれの部署で抱える映画を数えればすごい本数になる。

　今日も公開を間近に控えた作品の試写会の準備に、慌ただしく仕事をしていると、私のデスクの向かいの席に座る華絵さんに声をかけられた。

「美月ちゃん。彼氏に振られて落ち込んでたと思ったけど、すっかり立ち直ったね」

「え……？」

　思わずきょとんとした。

　努に電話で一方的に別れを告げられてから三週間。その間、社長のキスや仕事のことで頭がいっぱいで、努のことをすっかり忘れていた。

　二年も付き合った初めての彼氏だったのに、こんなに短い期間で存在を忘れていたなんて……。

　別れたときはあんなに悲しかったのに、今は思い出しても少しも胸が痛まない。

「華絵さん、私ってすごく薄情なのかも」

　私が深刻な表情でつぶやくと、華絵さんは声を上げて笑った。

「薄情なんかじゃないって。別れた男のことなんてさっさと忘れていいよ」

　あっさりとそう言われ、肩の力が抜けた。

「きっと美月ちゃんの中では、付き合ってる頃からとっくに気持ちに区切りがついてたんだよ」

「そうなんですかね……」

　華絵さんの言葉に、少し複雑な思いでうなずいた。

「そうそう。人生は短いんだから、終わった恋なんて忘れて今好きな人のことを考えてればいいと思うよ」

「今好きな人ですか……」

　そうつぶやくと、反射的に社長の姿が浮かんでしまう。

　社長の言動に振り回される私を見ておもしろがる、あの意地悪な笑みを思い出し、慌てて頭を横に振った。

　どうしてここで社長の顔が出てくるのよ。社長を好きになったって、相手にされるわけがないのに！

　必死に頭からその姿を追い出そうとしていると、華絵さんに「なにしてるの」と笑われた。




　その日は会社で残業をし、明日の午後に行われる試写会に向けて、招待客のチェックや、当日会場で配るプレス資料の整理など雑用をこなしていた。

　試写会で上映されるのは、公開を来週末に控えたアメリカ映画だ。

　私が宣伝を担当しているわけじゃないけど、試写会の準備には人手が必要なので、宣伝部総出で準備をする。

　もくもくと手を動かす作業は嫌いじゃない。ただ、のめり込みやすい私は、夢中になりすぎて時間を忘れるクセがある。

「有川さん。そんな必死に準備しなくても、まだ明日の午前中も作業できるから大丈夫だよ」

　古賀さんに声をかけられ顔を上げると、時計は二十二時を指していた。

　オフィスを見回せばもうほとんどひと気がなく、残っているのは私と古賀さんと、あとは他の部署の社員が数名だけ。

　いつの間にこんなに時間が経ってたんだろう！

　驚いていると、古賀さんにクスクスと笑われた。

「きりのいいところで帰っていいよ。もう遅いし、送っていこうか？」

　古賀さんの優しい言葉に、首を横に振る。

「ありがとうございます。でも古賀さんの家、私とは反対方向じゃないですか」

「いや、有川さんとゆっくり話したいし……」

　古賀さんが言いかけたとき、ポケットに入れていたスマホが震えだした。

「あ。電話？　出ていいよ」

　古賀さんの気遣いに「ありがとうございます」と頭を下げながら画面を見ると、そこに表示された名前に驚いて体が強張った。

「どうかした？」

「あ、いえ」

　私の反応を不思議そうに眺める古賀さんに、ぎこちなく首を横に振り席を立つ。

　誰もいない階段ホールにやってきて、改めて震える画面を見つめる。

　なんで今さら電話なんて……。

　画面には、【宮田 努】と表示されている。別れた彼氏からの着信に、私は戸惑いながらスマホを耳に当てた。

「……もしもし」

　ひと気のない階段に、私の声が妙に不安げに響く。

《あ、美月？　久しぶり。元気にしてた？》

　てっきり、以前のような不機嫌な声が聞こえてくるかと身構えていたのに、明るく話しだした努に驚いて黙り込む。

《今日お前、何時に帰ってくんの？　久しぶりに泊めてくんない？》

　私を振ったことを忘れたような脳天気なセリフに困惑する。

「え……？　うちに泊まるの？　なんで？」

　状況が整理できず、混乱して額に手を当てた。

《なんでって。冷てぇなあ。まだこの前のこと怒ってんのかよ。別れるなんて言って悪かったよ。謝るから》

「……私たち、別れたんだよね？」

《冗談に決まってんじゃん。あんな簡単に別れないって。いちいち真に受けて本気にするなよ。やっぱり美月が一番好きだなって思ったし》

「なにそれ……」

　身勝手な言葉に、めまいがした。

　一方的に電話で別れると言って一カ月近くも連絡をしてこないで、今さらなにもなかったことにしようとするなんて。

　もしこれが、あの電話の直後に言われた言葉なら、私は怒りながらも努を許したかもしれない。でも、今はもう彼の言葉が心に響かなかった。

　感情が揺れない。少しも愛しいと思わない。

　気持ちが冷めるって、こういうことなんだと実感した。

「無理だよ。私、もう努のこと好きじゃない」

《は……？》

　私の言葉が予想外だったのか、電話から聞こえてくる声が低くなった。

《お前ほんとめんどくさい。しばらく放置してたからってふてくされてんの？　俺が悪かったって謝ってんじゃん》

「そうじゃなくて……」

　怒ってるとかふてくされてるとか、そういう問題じゃない。

　ちっともわかろうとしてくれない努に、なんと言えばいいのか迷ってため息をついた。

《なに、お詫わびになにか買えとか言う？　じゃあ指輪でも買ってやろうか？》

「そんなの、いらないよ」

　気持ちの込められていない指輪なんて、もらったって少しも嬉しくない。

　私がなにを思っているか想像もせず、なにか買えば気が済むだろうなんて簡単に考えているのが伝わってきて、悲しくなる。

《あーもう、めんどくせぇ》

　イライラを隠すことなく、努がため息をついた。

《電話で話したってしょうがねぇし、直接会おう。もうすぐ帰ってくんだろ。お前んちの前で待ってるから》

　そう言われ、これ以上電話で話しても埒らちがあかないと諦めた。

　どうせ私の部屋に置いてある努の荷物を渡さなきゃと思っていたし、これですっきり別れられればちょうどいいのかもしれない。

『わかった』と言いかけたとき、持っていたスマホを誰かに奪われた。

　驚いて顔を上げれば、いつからそこにいたのか社長が険しい表情で私のスマホを持っていた。

「社長……？」

　戸惑う私を無視して、社長が私のスマホを耳に当てる。そして冷たい声で言った。

「こいつがお前とよりを戻すことはないから、もう二度と連絡してくるな」

　突然聞こえた男の人の声に、努が驚いてなにか怒鳴るのが聞こえたけれど、社長は容赦なく電話を切る。そして、立ち尽くす私をにらみ、うんざりしたように大きなため息をついた。

「お前、本当にイライラするくらい無防備だな」

「どういう意味ですか……？」

　どうして社長が怒っているのかも、どうして勝手に私の電話に出たのかもわからなくて、困惑しながら社長を見上げる。

「あの男を部屋に上げてふたりっきりになったら、また強引に迫られてなし崩しによりを戻すことになるぞ」

「そんなことないです。もう好きでもない相手と、よりを戻したりなんてしないです」

「どうだか」

　ちっとも信用していない社長に、むっとして頬を膨らませる。

　すると社長はおもしろがるような表情でこちらを見下ろし、膨らんだ私の頬を長い指でなでた。

　くすぐったくて首をすくめると、ふっと鼻で笑われる。その意地悪な表情にドキドキした。

「まだ残業するのか？」

「いえ。ちょうど帰るところでした」

　私が答えると、社長は「ここで待ってろ」と言って背を向けて歩きだす。

　どういうことだろう。

　戸惑いながら立ち尽くしていると、社長は私に背中を向けたまま、「家まで送ってく」とそっけなく口にした。




　社長のシルバーのイタリア車。その助手席に座り、私は緊張で凍りついていた。

　車体に輝く三みつ叉またの銛もりを模したトライデントの紋章。日本ではあまり見ない車種だけど、内装の重厚感からも革張りのシートの座り心地からも、ものすごく高級だということはわかる。

『電車で帰れるから大丈夫です』と、何度も断ろうとしたけど、まったく聞く耳をもたない社長に強引に押し切られ、結局私の自宅までの道を社長の車で送ってもらっている。

　なんでこんなことになったのか、いまだ理解できない私はただただ戸惑っていた。

　緊張しながら助手席の窓から外を眺める。

　広告塔や街灯、対向車のヘッドライトなど人工的な明かりで浮かび上がる街が、残像のように後ろに流れていく。

　普段は電車で通勤しているので、車窓から見える景色がいつもと違って、自宅に帰っているはずなのになんだか不安になる。

　心細くてぎゅっと両手で胸の前のシートベルトを握りしめていると、横から視線を感じた。

　私が振り返ると、社長がハンドルを握りながら不機嫌そうに眉をひそめていた。

「お前は本当に、見ていて不安になるくらい危なっかしいな」

「え？　別に危ないことなんてしてませんけど」

「そうじゃなくて」

　意味がわからず戸惑っていると、社長はため息をつきながらブレーキを踏む。

　赤信号で車が止まると、社長は気だるそうに髪をかき上げながら、横目でこちらを見つめた。

「お前、あの男とよりを戻すつもりはないんだろ？」

「はい」

「じゃあ、簡単にふたりっきりで会ったりするなよ」

　命令口調で言われ、首をかしげた。

「でも、電話じゃ話を聞いてくれないし、ついでに家に置いてあった荷物を渡そうと思っただけで」

「そんなのいちいち相手にしないで、宅配便で送りつけてやればいいだろ」

「……そっか。そうですよね」

　なるほど、と目を見開くと「バカか」と冷たくつぶやかれた。

「お前みたいに鈍感で無防備なヤツがあんな男を部屋に上げたら、簡単に丸め込まれるぞ」

「丸め込まれるなんて、そんなことないです」

　社長の言葉にムッとしながら言い返す。

　いくらなんでも、そんなに単純じゃない。

「あいつがもし土下座して『よりを戻してくれ』って泣きついてきたら、お前、追い返すことができるか？」

「それは……」

　想像して、悩んでしまう。

　一年前に努に浮気をされたときは、そのパターンで許してしまった。何度も頭を下げる努に、それ以上謝らせるのが申し訳ない気持ちになって、なにも言えなくなったのだ。

　結局、責めることも拒絶することもできなくて、もやもやを抱えたまま付き合い続けたけれど、たぶんあのときちゃんと話し合わなかったから、私たちはすれ違ってしまったのだろう。

　あんな間違いは、もうしたくない。

「ちゃんと、『もう好きじゃない』って言います」

「それでも相手が聞く耳を持たなかったら？」

「わかってくれるまで、話をします」

　私の言葉を聞いて、社長は運転をしながら横目でこちらを見る。

「じゃあ、向こうが逆ギレして無理やり押し倒してきたら？」

「そ、そんなことありえないですよ」

　いくら付き合っていた元彼でも、相手の合意もなしに無理やり押し倒すなんて犯罪だ。

　私が否定すると、社長はあきれたようにため息をついた。

「お前は本当に男をわかってない。ふたりっきりで部屋に上げたらそういうことだってありえるんだから、もっと警戒しろ」

　そう冷たく言われ、私は黙り込んでうつむいた。

　そんな話をしているうちに、車は私の住む小さなマンションの前に到着した。

「わざわざ送ってくださって、ありがとうございました」

　助手席で頭を下げる私をよそに、社長は無言でシートベルトを外した。

　どうしたんだろうと思っているうちに、運転席から降り助手席側に回ってくる。

　慌てて私もシートベルトを外すと、社長が外からドアを開けてくれた。

「社長……？」

　ドアなんて自分でも開けられるのに、わざわざ車から降りて開けてくれるなんて。

　まるで映画の中で大切な人をエスコートするヒーローみたいだ、なんて思う。

「部屋のドアの前まで送っていく」

「わ、わざわざそんな、大丈夫です！」

　車で送ってもらった上に部屋のドアの前までなんて、恋人でもないのに過保護すぎだ。

「いいから、行くぞ」

　社長は戸惑う私の手を強引に取り、助手席から降ろす。そして促すように腰に手を回し歩きだした。

「わ、社長……っ！」

「どうした？」

　慌てる私に、社長は平然とした表情で首をかしげる。

「ど、どうしたって……」

　部屋まで歩くだけなのに、なんでいちいち抱き寄せるんですかっ!!

　そう叫びたかったけど、あまりに社長が平然としているので、ひとりだけ動揺しているのが恥ずかしくて黙り込む。

　こんなふうに社長と密着してるなんて、ものすごく緊張してしまう。

　腰に回った腕や、肩に触れるたくましい胸板の感触にドキドキしながら、ちらりと社長の顔を見上げると、社長は私の住むマンションの入り口の方を見ていた。

　私は肩が触れるだけでこんなにドキドキしてしまうのに、涼しい顔をした社長に少し傷つく。

　社長はこうやって、女の人の腰を抱いたりエスコートすることに慣れてるんだろうな。

　しょんぼりしていると、マンションの前で人影が動くのが見えた。

　誰かが待ち合わせでもしてるのかな、なんて深く考えずに歩いていると、急に社長が足を止めた。

　どうしたんだろう。

　そう思って社長を振り返ると、私の腰に回した腕に力を入れて抱き寄せられる。私が顔を上げたときには、もう唇が重なっていた。

「んっ……！」

　抱いた腕に力が込められ、唇を食まれる。

　驚いてもがくと、『黙ってろ』とでも言うように、さらにきつく抱きしめられた。

　突然のキスに、混乱する。

　マンションの目の前のこんな場所で、誰が見てるかもわからないのに。

　ゆっくりと唇が離れると、社長はまっすぐに前を向く。肩で息をする私を胸に抱きしめたまま、険しい顔でどこかを見ていた。

　社長の視線の先を振り返ると、そこにはなんの変哲もないマンションの入り口があるだけだった。

「しゃ、ちょう……？」

　上擦った声でつぶやくと、社長の視線がこちらに流れてきた。黒い髪の間から私を見下ろし、かすかに目元をゆがませる。

「お前はほんと、男を見る目がないな」

　静かに言われ、私は意味がわからず社長のことを見つめるだけだった。




　翌日。私は午後からの試写会に備え、早めに会場入りをしてひとりで準備を進めていた。

　試写会が行われるホールの前の通路には、関係者から送られたお祝いのスタンド花が飾られていて、とても華やかだ。

　その順番に失礼がないかを確認しながら、そこに添えられた木札をきちんと名前が見えるように整えていると、後ろから突然誰かに腕をつかまれた。

「わ……！」

　振り返ると、そこにいたのは努で、私は思わず目を見開く。

　なんで努がここにいるんだろう。

　驚いていると、努が手に力を込めた。二の腕に努の指が食い込んで、思わず顔をしかめる。

「美月。お前、他の男と俺を二股かけてたのかよ！」

　怒鳴るように言われ、恐怖で首をすくませた。

「いつから俺を騙だましてたんだよ!!」

「な、なんのこと……？」

　二股なんてかけてないし、騙してもいないのに。

　努がどうして怒っているのかわからなくて、怯えながら首を横に振る。

「とぼけるなよ。昨日、家の前で他の男とキスしてただろ」

「あのとき、見てたの……？」

　社長に車で送ってもらったところを、努が見ていたなんて。

　うろたえる私に、努が詰め寄る。

「どういうことだよ。せっかく俺がお前んちの前で待っててやったのに。ふざけんな」

　私の腕をつかんだ指に、ギリギリといっそう力を込めながら言う。

　二の腕の痛みに努の怒りが伝わってきて怖くなる。

「あれは、二股なんかじゃなくて……」

「じゃあ、なんだよ！」

　苛立ちをこらえきれない努が、私の腕を乱暴に引き寄せた。

「きゃ……っ！」

　グイッと強引に引っぱられ、バランスを崩して倒れそうになる。反射的にぎゅっと目をつぶったとき、誰かの腕が伸びてきて私の体を支えてくれた。

　転ぶ寸前で抱きしめてくれた男性を見上げれば、不機嫌そうな顔が目に入る。

「社長……」

　社長は私を抱き寄せたまま、冷たい視線を努に向かって投げる。

「こんなところでなにをしてる」

　社長の綺麗な唇から出たのは、ぞっとするくらい冷たい声だった。

「あ、いや……」

　突然現れた社長に、努は焦ったように私の腕から手を離す。

「二度とこいつに連絡してくるなと、昨日はっきり伝えたはずだが？」

　その言葉に、努の表情が変わる。そして社長ではなく私に向かって詰め寄ってきた。

「美月、こいつかよ、昨日キスしてた相手は。俺とこいつを二股かけてたのかよ！　ふざけんなよ！」

　私に殴りかかりそうな勢いで言った努の前に、社長が私をかばうように進み出た。そして努の洋服の襟元をつかみ上げ、にらみつける。

「自分のことを棚に上げて、よくそんなことが言えるな。お前に有川を責める権利なんてないと思うが？　ふざけているのは、どっちだ」

　威嚇するような低音に、努が明らかに動揺するのがわかった。

「くっ……」

「本当に女々しい男だな。昨日も、こいつのことが好きなら隠れて見てないで、その場で俺のことを殴ればよかっただろ。男相手じゃ敵わないからって、あの場はこそこそ逃げ帰って、有川がひとりのところを狙って文句を言いに来るなんて、情けない」

　吐き捨てるように言うと、社長が努の胸元をつかんでいた手を離す。

　すると迫力負けしてすっかり萎縮した努は、へたりと地面に尻もちをついた。

「有川、行くぞ」

　社長が私の腰を抱いて歩きだそうとしたとき、背後から努が叫んだ。

「ふざけんなよ。お前なんか、都合がいいから付き合ってただけだよ。二番目だよ、二番目！」

　投げつけられた言葉に目を見開いて振り向くと、努は座り込んだままこちらをにらんでいた。

「二番目……？」

　なにを言われたか咄とっ嗟さに理解できなくて、呆然としたまま繰り返す。

「俺だって、他にも女いたよ。お前が鈍感で気づかないから、ずっと二股かけてたんだよ！」

　まさか努にずっと二股をかけられてたなんて……。

　努と付き合っていた二年間、いろんなことがあった。楽しかったことも、悲しかったことも。

　思い出が次から次へと頭をよぎり、心が冷えていくような気がした。なんと言葉を返していいのかわからなくて黙り込む。

　そのとき、私の腰を抱いていた社長が舌打ちをした。呆然と立ち尽くす私の横をすり抜け、努の胸ぐらを再び乱暴につかみ、へたり込んだままの努を強引に立ち上がらせる。

　さらに右手を強く握りしめたのを見て、私は慌てて社長に駆け寄り、その腕にしがみついた。

「やめてください！」

　そう叫んだ私を、社長は苛立ったように眉をひそめて見下ろす。

「なんで止める？」

「いいんです」

　私が首を横に振ると、社長がゆっくりとため息をついた。

　そして私は、強張った表情で胸ぐらをつかまれたままの努に視線を向けた。

　努に二股をかけられ裏切られていたのは、正直悔しいし悲しい。だけど、社長が本気で怒ってくれたことで、冷静になれた。

「……私、ずっと二番目だったの？　ずっと二股かけられてたの？」

　静かな口調で聞くと、努は気まずそうに視線をそらした。

「ずっとって、わけじゃねぇけど」

「一年前の浮気の後くらいから？」

「まぁ……、そんな感じ」

　二番目だったことをはっきりと肯定されても冷静でいる私に、努は調子が狂ったようにぼそぼそと答える。

「……そうだよね。浮気の後、私すごく疑い深くなったもんね。一緒にいても居心地悪かったよね」

　私がそう言うと、努は口をつぐんだ。

「突然約束を破られたり、いきなり呼び出されたり、ずっとなんでだろうって不思議だったけど、他にも女の子がいたんだってわかったら、なんか納得できた。付き合ってたのに、私も努も、もうとっくにお互いを好きじゃなくなってたんだね」

　人間同士が付き合ってるんだから、どちらかが百パーセント悪いってわけじゃない。付き合い始めの頃の努は本当に優しかったし、一緒にいるだけで楽しかった。だから、努だけを悪者にして大切な思い出まで否定したくない。

　変わったのは、どちらかじゃなく両方なんだと、そう思いたかった。

　私の言葉を聞きながら、社長が無言で努の襟元から手を離した。

　努は少しふらついて、でもこらえて自分の足で立つ。

「……もう二度と、こいつの前に顔を見せるな」

　社長が冷たい声で言い放つと、努は顔をしかめながら頭を下げた。

　きびすを返し歩いていく見慣れた後ろ姿を、涙をこらえながら見送る。

　そんな私を見て、社長はため息をついた。

「一発くらい殴らなくてよかったのか」

　そう問われ、苦笑しながら首を横に振る。

「いえ、勉強になりましたから。次からは、もし浮気をされても許したからには疑わずに信じなきゃダメだって思いました」

「バァカ。浮気する男と付き合う時点で見る目がないんだよ、お前は」

　乱暴な言葉の裏に社長のぶっきらぼうな優しさを感じて、じわりと目頭が熱くなる。

「社長。もしかして、努が二股をかけてたことを知ってたんですか……？」

　男を見る目がないと何度も言っていた社長の言葉を思い出し、手で顔を隠しながら聞くと、社長が静かにうなずいた。

「まぁ、業界の噂うわさも悪口も、嫌でも聞こえてくるからな。前にあいつが試写会でお前を口説いてるのを見てから気になっていたし」

　その答えに、顔を覆っていた指の隙間から社長のことを見る。

　冷血で俺様な社長なら、『二股をかけられてるぞ』とはっきり言いそうなのに、どうして黙っていたんだろう。

　不思議に思っていると、社長はこちらを見た。

「話したところで、お前が無駄に傷つくだけだろ」

　優しく言われ、胸が熱くなって唇を噛む。

「泣くなよ。あいつのために泣くような、価値のある男じゃない。あんなダメ男と別れられてせいせいしたって笑ってろよ」

「……はい」

　うなずいて笑おうとしたけれど、こらえきれずに涙がぽろりと目尻から落ちた。

　せめて社長に見せないように、うつむいて手で顔を隠す。

「あー……、だから泣くなって」

　あきれたように言って、社長が私の肩を抱き寄せた。そしてそのまま自分の胸に私の顔を押しつける。

　その俺様な社長らしい慰め方に、ますます胸が熱くなる。

　努に二股をかけられていたことが悔しいんじゃない。努と別れたことが悲しいんじゃない。こんなに涙が止まらないのは、社長の優しさのせいだ。

　私が悲しまないように隠そうとしてくれていたことが嬉しくて、涙が止まらなかった。

「ごめんなさい……。すぐ、泣きやみますから……」

　ひくひくとしゃくり上げながら言うと、社長は困ったようにため息をつき両手で私の頬に触れた。

　涙で濡ぬれた顔を持ち上げられ、私が瞬きをした瞬間、唇をふさがれた。

「……んんっ」

　開いた唇の間から湿った舌が差し込まれ驚いて身を引くと、社長の唇が追いかけてきてすぐに唇が重なった。

　これまではずっと触れるだけのキスだったのに、突然内側まで暴くような乱暴なキスをされ、背筋がぞくぞくと粟あわ立だった。

「ん……、や……っ」

　うっすら目を開けると、涙で潤んだ視界に真剣な表情の社長が映った。

　私の頬を支えていた手がゆっくりと耳の後ろをなぞり後頭部に回る。『逃がさない』とでも言うように、さらにキスが深くなっていく。

「ん、あっ……」

　情熱的なキスに、唇から吐息が漏れた。全身から力が抜けて、ふにゃふにゃになってしまいそうだ。

　ひとりじゃ立っていられなくて、社長の胸にすがるようにしがみつくと、私を抱きしめる腕に力が込められた。

　しばらくして、ゆっくりと唇が離れる。

　とろんとしながら社長を見上げていると、整った顔をゆがませて小さく笑われた。

「やっと泣きやんだな」

　ぽつりとつぶやかれ、ハッと我に返る。

　子供みたいにみっともなく泣いて困らせてしまったことが、どうしようもなく恥ずかしくて、頬が赤く染まる。

「す、すみません。ご迷惑をおかけして……」

　涙の跡のついた頬を慌てて手で隠せば、社長の大きな手がぽんと私の頭をなでた。そして、なにも言わずに歩いていく。

　きっと『気にするな』と言ったところで私が気にせずにはいられないのを知ってるから、なにも言わずにひとりにしてくれたんだ。

　そっけない言動と、その奥に隠れたわかりづらい優しさに、どうしようもなく胸が騒ぐ。

　ああ、この気持ちを私は知ってる。……私、社長のことが好きだ。

　そう自覚して、顔を覆う。

　雲の上の人だから。相手にされるわけないから。

　そんな言い訳じゃもうごまかし切れないくらい、想いが膨らみあふれてしまった。

「有川さん」

　そのとき、突然背後から声をかけられた。

　びっくりして振り返ると、先輩の古賀さんが立っていた。

「あ、古賀さん……」

「準備は順調？」

　古賀さんがこちらに近づきながら少し固い表情でたずねる。

「はい」

　動揺を隠すように慌ててうなずく。

「華絵さんが、さっきオフィスに広告代理店の営業だって名乗る男から電話があって『有川さんは今日は社内にいるのか』って聞かれたらしいんだよね。試写会の準備で外に出てるって伝えたら無言で切れたって言うから、ちょっと不安に思って早めに来たんだ」

「そうなんですか……」

　電話をかけてきたのは、きっと努だろう。

　そう思いながら、「ありがとうございます」と頭を下げる。

「もしかして今、社長とキスしてた？」

　唐突にそんなことを聞かれ、思わず目を見開いた。

「え……？」

　見られてたの!?

　焦って口元を押さえると、古賀さんが顔をしかめた。

「有川さん、社長と付き合ってるの？」

「いえ、そういうわけじゃ……」

　なにか言い訳の言葉を探そうとする。

　でも、社長は禁煙のイライラをごまかすためだけに、気まぐれに私にキスをしているだけ。

　そう思うと、胸が苦しくなって、なにも言えなくなってしまった。

「確か、有川さん彼氏いたよね？」

　いつもは優しい古賀さんが、強い口調で問い詰める。

「あ、それは別れてしまって……」

「じゃあ、今は誰とも付き合ってない？」

「えっと、そうです」

　コクコクと首を縦に振る。

　すると、古賀さんはなにか考えるようにじっと私のことを見た。

「それなら、俺も頑張っていい？」

「頑張るって……？」

　古賀さんはいったいなにを頑張るんだろう。

　私が首をかしげると、古賀さんがふっと柔らかく笑った。

「有川さんに好きになってもらえるように」

　古賀さんらしくない冗談に、頬が熱くなる。

「そうやって、からかわないでくださいよ」

　甘い視線で見つめられると居心地が悪くて、どうしていいのかわからなくなる。

　どうせ古賀さんの言葉に深い意味はなくて、動揺する私の姿が愛犬に似てるなんて思っているに違いない。

「あ、あの。花の並び順があれでいいか、確認してもらえますか？」

　気まずくてその場の空気を変えるように別の話題を振ると、古賀さんも明るくうなずいてくれた。

　ふたりでホールに飾られた花に向かいながら、そっと指で自分の唇に触れてみる。

　そこには社長の唇の感触がしっかりと残っていて、思い出すだけできゅんと心がうずいた。










止められない想い




　試写会の翌日。気持ちを切り替えたくて、休日を利用して朝から家の中の大掃除をした。

　天気がよくてよかった。窓を全開に開け放ち、あちこちと細かいところまでほこりをとって掃除機をかける。

　ついでにいらないものを全部処分してしまおうと、大きなゴミ袋を持って腕まくりをした。

　努とふたりで買ったペアの食器も、努が泊まるときに使っていた枕も、ふたりで写った写真も。もう必要ないと思ったものは、ためらうことなく処分する。

　そして努が私の部屋に置いていったマンガの本やＤＶＤなんかをダンボールに詰めガムテープで蓋をし終えると、はぁーっと息を吐き出した。

　あとはこれを努の自宅の住所に送ってしまえばいい。

　片付いた部屋を見回し、うんうんと満足してうなずく。

　なんだか、気分がすっきりしたかも。

　物を減らしたせいか、住み慣れたワンルームの部屋が以前よりもずっと明るく感じる。

　いっそのこと、部屋の模様替えもしたいな。カーテンもシーツも、明るい色に新調しようかな。

　そんなことを思いついて、立ち上がる。

　食器もけっこう数が減ったから、私好みのかわいい食器を新しく買うのもいいかもしれない。せっかく食器を買うなら、お鍋とか調理器具も見ようかな。最近は忙しさを言い訳にしてあまり料理をしてなかったけど、お鍋や食器を新調したら料理をするのも楽しくなりそう。

　カーテンにシーツ、食器にお鍋。

　頭の中で買うものを思い浮かべるうち、なんだかわくわくしてくる。

　よし！　今日は思いっきり買い物をしよう。

　今まで頑張ってきた自分にご褒美をあげるつもりで、意気込んで家を出た。




「なのに、なんでこんなことにっ……！」

　前向きで楽しかった気分が打ち砕かれ、私はひとり頭を抱えていた。

　両手いっぱいに抱えた荷物。左手に持ったふたつの紙袋の中には、それぞれシーツとカーテン。右手に持ったビニール袋の中には、カップやお皿なんかの食器とかわいいカトラリー、そしてひと目惚ぼれして買ったホーローのお鍋とケトルが入っている。

　インテリアから食器まで売っている大型家具店で、ガラガラとカートを押しながらあれこれ目につく物をどんどん買って、我に返ったのはお金を支払った後。いくつもの大きな袋に詰めてもらった商品を見て、その量の多さに冷や汗が浮かんだ。

　なんとか持つことはできるけど、ひとりで運ぶには重すぎてヨロヨロとしか前に進めず、お店を出て数十メートルで力尽きた。

　さすがにこれは、ちょっと浮かれて買いすぎたかもしれない。

　駅まで歩く道の途中で疲れ切って、とりあえず道端に荷物を置いて休憩していると空から水滴が落ちてきた。

　もしかして、雨？　さっきまで、あんなにいいお天気だったのに。

　そう思って空を見上げると同時に、またひと粒、雨が降ってくる。それまで青かったはずの空が、灰色の重い雲に覆われていた。

　上を向いたおでこに雨粒が落ちて思わず目をつぶると、ザァーという音とともにアスファルトをいくつもの水滴が叩く。

　ぽかんとしていたら、あっという間に土砂降りになっていた。

「きゃー!!」

　どこか屋内に避難しようとして、慌てて引き寄せた紙袋の取っ手が雨に濡れて破れた。

「嘘うそ……っ！」

　中はビニールのパッケージで梱こん包ぽうされたシーツだから、濡れてダメになることはないけど、両手いっぱいの荷物があるのに取っ手が破れてはもう持ちきれない。

「どうしよう……！」

　だけど、このまま雨の下で途方に暮れていても仕方ない。

　こういうときは、とりあえずタクシーだ。

　そう決めて、道路を行くタクシーを捕まえようと手を上げる。けれど、この雨の中で大荷物を抱えた上にずぶ濡れの私の前を、無情にもタクシーが通り過ぎていく。

　そうだよね。こんなお客を乗せたらタクシーのシートが濡れて大変だもんね。

　がっくりとうなだれていると、車のクラクションが聞こえた。

「有川」

　聞き覚えのある声に名前を呼ばれ、顔を上げる。

　車道に止まった一台の車。窓を開け、あきれた顔でこちらを見る人。

「社長……っ！」

　私が目を丸くすると、「なにやってんだ、お前」と社長があきれたように笑った。




「本当にすみません」

　助手席で何度も頭を下げる。

「いいから。寒くないか？」

　そう言いながら車内の温度を上げてくれる社長に、また深く頭を下げる。

「はい。大丈夫です」

　ずぶ濡れの私を助けてくれた社長。『シートが濡れるからダメです！』と慌てる私を無視して、持ちきれないほどの荷物をあっという間に後部座席に乗せ、私を助手席に押し込んだ。

　今日の社長は仕事中とは違う、カジュアルな服装をしていた。

　シンプルなデニムに、黒の薄手のニット。スーツを着ている姿しか見たことがなかったから、雰囲気が違って見える。

　いつもはキリッとしていて近寄りがたいけど、今日は仕事じゃないせいもあるのか少し柔らかい表情に感じる。

　なんだかプライベートをのぞき見しているみたいで緊張していると、社長があきれたように口を開いた。

「それにしても、なにやってんだよ」

「お買い物をしてたら、ちょっと買いすぎちゃって……」

「ちょっとじゃないだろ」

　運転席から、ちらりと後ろの座席を見て笑う。

「俺が通りかからなかったら、どうするつもりだったんだよ」

「……ひたすら困ってたと思います」

　偶然通りがかった社長が助けてくれたからよかったけど、あのままひとりだったらタクシーに乗せてもらうこともできず、自力で荷物を運ぶこともできず、雨の中でオロオロするばかりだったと思う。

　がっくりと肩を落とすと、社長がこちらに手を伸ばし私の濡れた髪を耳にかけてくれた。

　雨に打たれ冷えた肌に触れた社長の体温が気持ちよくて、思わず目を閉じてその長い指に頬ずりしてしまう。

　ぴたり、と動きを止めた指先を不思議に思ってうっすらと目を開けると、運転席の社長がじっとこちらを見ていた。

　我に返った私は、無意識に甘えた仕草をした自分がどうしようもなく恥ずかしくなる。

　慌ててうつむいて、動揺をごまかすように社長に質問をする。

「あの、社長はどこかに出かけてたんですか？」

「あぁ。これからちょっと、前の会社の知り合いの家に顔を出しに行こうと思ったんだけど……」

「そうなんですか!?　すみません、予定があるのに！」

　約束の時間とか大丈夫なのかなと焦ると、社長が笑った。

「いや、別に夕方くらいにふらっと顔を出すって言ってあるだけだし、少しくらい遅れてもいい相手だから気にするな。それより、偶然困ってるお前を見つけられてよかった」

　優しい口調で言われ、胸がきゅんと締めつけられた。

「社長……」

　甘く微笑みかけられ、顔が赤くなる。運転する社長の横顔をドキドキしながら見ていると、その肩がかすかに揺れだした。

「それにしても、雨の中で途方に暮れるさっきのお前の情けない顔……っ」

　雨に打たれる私の姿を思い出したんだろう。

　社長は、じわじわと込み上げる笑いに耐えられないというように吹き出した。

「そ、そんな笑わなくても……！」

「捨てられた子犬みたいな顔してたぞ」

　恥ずかしくて、頬が熱くなる。

「そんな顔してませんっ」

「俺が声をかけた途端、一気に笑顔になって尻尾振って」

「尻尾なんてついてませんから！」

　バカにされていると気づいて私が声を荒げても、社長は楽しげに肩を揺らしながら前を向いて車を運転する。

　その余裕の横顔を、頬を膨らませてにらんだ。




　社長の車で家まで送ってもらった上、私が持ちきれない荷物を部屋の前まで運ばせてしまった。

　部屋の鍵を開け、玄関に荷物を置いてふーっとひと息つく。

「本当にありがとうございました」

　私がぺこりと頭を下げると、社長はうなずいて外の通路に出ようとする。

　その後ろ姿に、思わず腕をつかんで引き止めた。

「社長……っ！」

「なんだ？」

　肩越しに見下ろされ、ドキドキしながら口を開く。

「あの、狭い部屋ですけど、お茶でも飲んでいきませんか？」

　こんなにお世話になったのに、なにもお礼をせずに帰らせるなんて申し訳ない。

　すると、社長の眉間にシワが寄った。

「お前なぁ、相変わらず腹が立つほど警戒心ゼロだな」

　えっ、怒ってる？　もしかして、私が部屋に誘ったせい？

「迷惑をかけてしまったので、なにかお礼がしたかったんですけど……」

　社長の不機嫌そうな顔に、首をかしげてからハッとする。

「あっ、社長をこんな狭い部屋に招くなんて失礼ですよね」

　つかんでいた腕を慌てて離すと、はぁーっと長いため息をつかれた。

「……そうじゃない」

　社長はあきれたように、首を横に振る。

　その社長の表情に、車の中での会話を思い出した。

「社長はこれから予定があるんでしたよね。すみません、無理に引き止めて」

「予定は別にいいんだけど……」

　家まで送ってもらって、荷物も運んでもらって、その上帰ろうとしているところを引き止めるなんて、ワガママにもほどがある。

　気が利かない自分が情けなくて肩を落とすと、社長が苦笑しながらぽんと私の頭をなでた。

「……お前、そんな顔されたら帰れないだろ」

　社長はそう言って、開けていた玄関のドアを後ろ手に閉める。

「少しだけ邪魔する」

　その言葉を聞いて、もう少し社長と一緒にいられるのが嬉しくて、笑顔で「はいっ」とうなずいた。

「狭い部屋ですみません」

　小さなワンルームマンションは、玄関に入っただけで、室内のすべてが見渡せる。

　そんな私の部屋に社長がいるなんて、なんだかすごく変な気分だ。

　背の高い社長が立っているせいか、部屋の天井がいつもよりも低く見える。

　室内まで運んでもらった荷物を床に置き、とりあえず雨で濡れた袋の中身を確認する。どれもきちんと包装されていたおかげで、雨に濡れてダメになったものはなさそうだ。

「それにしても、いったいなにをこんなに買ったんだよ」

　社長が私の手元をのぞき込んで聞いてくる。

「久しぶりに大掃除をしていろいろ処分していたら、カーテンとかシーツとか食器とか、新しくしたくなっちゃって……」

「それにしても、限度があるだろ」

「さすがに自分でも、ちょっと浮かれすぎたなと思います」

　苦笑しながら言うと、社長は意外そうな顔をした。

「今お茶を淹いれますね。コーヒーでいいですか？」

　せっかくだから買ってきたばかりのケトルとカップを使おうと、袋から取り出す。

　割れないようにカップを包んでいた緩衝材をほどき、キッチンで綺麗に洗っていると、後ろから社長が聞いてきた。

「浮かれてたのか？」

「はい……」

　どうしてそんなことを聞くんだろう、と思いつつ振り返ってうなずくと、社長は小さく首をかしげて疑うようにこちらを見た。

「男に振られて落ち込んだ気分を変えるために、いろいろ買い替えたんじゃないのか？」

　そう言いながら、私の立つキッチンに近づいてくる。そして、洗った食器の泡を水で流している私のすぐ後ろに立った。

「違います違います！　もう落ち込んでませんから」

　背後に立つ社長を見上げながら、慌てて首を横に振る。

「別れたときはさすがにショックでしたけど、今はもうすっきりしてます」

　疑うような視線に、そう返して前を向く。

　努に対して未練はもういっさいない。はっきり別れられてよかったと思う。彼との思い出の品は処分したけど、それは無理やり思いを断ち切って立ち直るためじゃなく、もう自分には必要ないと自然に感じられたから。

　そう思えるようになったのは、社長のおかげだ。

　社長があのとき私を慰めてくれたから、自分を責めずに前向きになれた。

　そう思ったけれど口に出すのは照れくさくて、社長に背中を向けながら冷静なふりをして食器を洗う。

「ふーん。お前、意外とたくましいよな」

　社長は、私の立つキッチンのシンクのふちに手をついた。

　まるで後ろから抱きしめられてるみたいで、ドキドキしてしまう。

「ど、どういう意味ですか？」

「あのときあんなに泣いてたから、もっと落ち込んでるかと思った」

　試写会前に社長の胸に抱かれて大泣きしてしまったときのことを思い出して、頬が熱くなる。

「あ、あれは別に、努と別れたことが悲しかったんじゃなくて……！」

　慌てて言い訳しようとすると、社長が首をかしげて私の顔をのぞき込んだ。

「じゃあ、なんであんなに泣いてたんだ？」

「それは、その……」

　はぐらかそうとしても、この至近距離じゃ逃げることもできずに口をつぐむ。

　私の肩と社長の体が触れている。それだけでものすごく緊張してしまう。近くからじっと見つめられて、ますます顔が赤くなった。

「なんだよ」

「あのときは、ちょっと……」

　問い詰められ、もごもごと言いよどむ。

　なんとか言い訳を考えようと視線を泳がせていると、社長がじっとこちらを見た。

「なんで泣いた？」

　耳元でもう一度問い詰められ、あぁもうこれはごまかせないなと諦めた。

　くしゃりと顔をゆがませて口を開く。

「社長が、私が傷つかないように気を遣ってくれたのが嬉しくて……」

　素直に話すと、社長が背後ではっと息を吐いて笑った。

「そんなことで泣くなよ」

「だって、いつもは厳しい社長にあんな優しいことを言われたら、誰だって泣きますよ」

「ふーん」

　あきれられるかなと思ったけれど、社長の視線は優しかった。シンクのふちから手を離し、キッチンに寄りかかるようにして私の隣に並ぶ。

「カーテン、買ってきたのに付け替えてやろうか？」

　私の部屋を見回しながらそんなことを言う社長に、慌てて首を横に振った。

「そんな気を遣わないで、座っていてください」

「座るって、どこに？」

　ベッドにローテーブル、テレビを置いた白木のキャビネットに同じデザインのチェスト。ワンルームの私の部屋に家具はそのくらいしかない。

　そんな狭い部屋を見ながら社長は首をかしげた。私は洗った食器をいったん置き、手を拭いて社長の腕を引っぱる。

　キッチンからベッドの前まで移動して「どうぞ」と私が言うと、社長がこちらを見下ろした。

「どうぞって。ベッドに誘ってるのか？」

　とんでもないことをさらりと言われ、驚いて飛び上がる。

「ち、違います！　ソファがないのでベッドに座ってくださいって意味です！」

　顔を真っ赤にして叫んだ私のことを、社長はクスクスと笑った。

「なんだ、残念。押し倒してくれって言ってるのかと思った」

　そんな冗談を言いながら社長はベッドに腰かけ、リラックスした様子でこちらを見る。

　スーツのときには見えない鎖骨がのぞいて、大人の色っぽさに頭を抱えたくなった。

　社長が私のベッドに腰かけてる！　しかも、こんなくつろいだ表情で……っ!!

「どうした？」

「な、なんでもないです！」

　込み上げる動揺を必死にこらえる。

　顔が緩まないようにしかめっ面をしながらキッチンに戻り、洗ったケトルに水を入れて火にかける。

「あの、ただ今お湯を沸かしている最中なので、もう少々お待ちください」

　お湯が沸くまでの時間が手持ち無沙汰で、緊張しながら社長の前の床に正座してそう言うと、社長がうつむいて吹き出した。

「なんでそんなに挙動不審なんだよ。床に座らないで隣に座ればいいだろ」

　肩を揺らしながら、こちらを見る。

「す、すみません。社長が私の部屋にいる光景が現実味がなさすぎて、ちょっと戸惑ってます」

「なんだそれ。お前が強引に引き止めたんだろ」

「そうなんですけどっ！」

　笑いながら流し目で見つめられ、その色っぽさに耐えられず叫ぶように言った。動揺する自分が恥ずかしくて、両手で顔を覆って身み悶もだえる。

　社長が部屋にいるってだけでこんなに緊張して舞い上がってしまうなんて、バカみたいだ。

「そういえば、あれからあいつが来たりしてないか？」

　ぽつりとたずねられ、顔を上げる。

　あいつって、努のことかな。

　そう思いながら首をかしげると、社長がじっとこちらを見ていた。

「あ、はい。もうあれからいっさい連絡は来てないです」

「そうか」

　慌てて首を縦に振れば、社長が安心したようにうなずく。

　私のこと、心配していてくれたのかな。あれだけ泣いて迷惑をかけてしまったから、気になるのは当然なのかもしれないけど。

　それでも、社長が私のことを考えていてくれたんだなと胸が温かくなる。

「社長、本当にありがとうございました」

　努に怒鳴ってくれたこと。泣いた私を慰めてくれたこと。無駄に傷つけないようにと、浮気されているのを隠そうとしてくれたこと。全部全部、嬉しかった。

「またあいつから連絡が来たら、俺に言えよ。お前、ひとりで会おうとするなよ」

　真剣な口調で言われ、正座した膝の上に手を置いてコクコクと首を縦に振る。

　すると社長が小さく笑い、こちらに手を伸ばしてきた。私の頬にかかる髪をかき上げ、顔の輪郭をなぞるように指で触れる。

　そのとき鼻がむずむずして、思わず「くしゅんっ」とくしゃみをしてしまった。

　恥ずかしくて口元を手で隠すと、目の前の社長の表情が険しくなった。

「……ていうかお前」

「はい？」

　社長の低い声に、きょとんとして瞬きをする。

　突然怖い顔をして、どうしたんだろう。

「お前、なに濡れたままで、のん気にコーヒー淹れてんだよ」

「え？」

「ずぶ濡れのままじゃないか。人にお茶を淹れる前に、自分の体を拭けよ」

　容赦なく怒られて首をすくめた。そういえば雨に打たれてずぶ濡れだったことを思い出す。

「だ、だって。社長がうちに来てくれたのが嬉しくて、雨で濡れてるのなんて忘れてました！」

「バカか。さっさとシャワーでも浴びて着替えろ」

「でも」

　せっかく社長がいるのに、待たせてシャワーを浴びるなんて申し訳ないし……。

　そう思っていると、ため息をつかれた。

「俺はもう帰るから」

「え、帰っちゃうんですか？」

　もう少し一緒にいたかったのに。

　しょんぼりとうつむいていると、社長の指が伸びてきて私の前髪をかき上げるように上を向かされた。

　きょとんと瞬きをする私を見下ろして、社長が小さく笑う。そして唇がふさがれる。

「しゃちょ……」

「唇まで冷たくなってる」

　社長が一瞬だけ触れた唇を離して、あきれた口調で言った。

　まつげが触れ合いそうなほど近くでにらまれ、恥ずかしくて視線を落とす。

「社長……」

　小さな声でつぶやくと、社長が私の顔をのぞき込んでくる。

　言葉の先を促すように見つめられ、恐る恐る口を開いた。

「社長はどうして私にキスをするんですか……？」

　勇気を振り絞った私の問いかけに、社長は肩を上げて小さく笑った。

「どうしてだと思う？」

　意地悪に聞き返され、上目遣いで社長の表情をうかがいながら口を開く。

「やっぱり、禁煙するため、ですか？」

「バァカ」

　私の考えた答えに、社長はあきれた顔をした。だけどその声は甘くて、胸がドキドキしてしまう。

「バカって……」

「お前、本当に鈍感すぎる」

　意地悪に引き上げられた唇が近づいてきて、舌先が私の唇を温めるようになぞり、そのまま乱暴なキスをされた。触れ合った社長の熱に溶かされてしまいそうで、体から力が抜ける。

　社長のキスはいつも、私をダメにしてしまう。理性が溶かされて、心の中が『好き』でいっぱいになる。このまま帰らないでほしい。ずっと一緒にいたい。……だけど、そんなことを言ったら、きっと面倒がられてしまうのかな。

　ゆっくりと唇が離れ、社長の顔をじっと見上げていると、静かに社長が笑った。

「そんな顔で男を見るなよ」

「ど、どういう意味ですか？」

　私はいったいどんな顔をしてるんだろうと首をかしげる。途端に、ぐっと乱暴に体を抱き寄せられた。

　社長は雨で濡れた私の髪をかき上げ、首筋にキスをする。

「んんっ……」

　冷えた肌の上に熱い唇を押し当てられ、びくりと体が震えてしまう。

「そんな顔されたら、帰りたくなくなるだろ」

　その甘く低い声に、胸の奥がぎゅっと締めつけられて体が熱くなる。

「社長……」

　私の鎖骨の上を社長の大きな手がなでる。そのまま服の中に指先がもぐり、びくんと飛び跳ねる肩の上を滑った。

「ふ、あっ……」

　肩の骨の形をなぞった指が、ゆっくりと下へ移動していく。それだけで口から甘えた吐息が漏れた。

　向かい合うように膝の上に抱き上げられ社長のことを見ると、唇をふさがれた。ついばむように繰り返しキスをされて、背筋が甘く粟立つ。

　信じられない。社長と自分の部屋で、こんなキスをしているなんて。

「……社長」

　お願いだから帰らないでください。私と一緒にいてください。

　そう言いかけたとき、社長のポケットの中に入っていたスマホが震えだした。

　私が驚いてビクッと飛び上がると、社長は肩を抱いていた腕を緩める。そして取り出したスマホに表示された名前を見て、ため息をついた。

「あー、悪い。邪魔が入った」

　そう言って、スマホをしまう。

　約束をしていた相手からかな。もう帰っちゃうのかな。

　しょんぼりしながら社長のことを見ていると、こちらを向いてあきれたように小さく笑う。

「だから、その顔」

「はい？」

　首をかしげると、指先で頬を優しくつねられた。

「そんな顔、俺以外の男に見せるなよ」

　意味がわからないけれど、とりあえず首を縦に振る。

　すると、まるで小さな子供をあやすように、優しく頭をなでてくれた。

「さっさと着替えないと風邪ひくぞ」

「……はい」

　私が素直にうなずくと、もう一度触れるだけのキスをしてくれた。




「有川さん。これあげる」

　次の週の水曜日。オフィスで仕事をしていると、古賀さんが小さな紙袋を私にくれた。

「韓国の映画祭に出張に行ってきたお土産みやげ」

　そういえば、古賀さん昨日は出張で会社を留守にしていたっけ。

　そう思いながら紙袋を受け取る。

「わ、ありがとうございます。中、見てもいいですか？」

　お礼を言って聞いてみると、「どうぞどうぞ」とうなずかれ、さっそく袋の中を見る。

　入っていたのは、スイーツみたいな愛らしいパッケージのリップグロスで、ぱぁっと笑顔になる。

「わぁ、かわいい……！　ありがとうございます」

「なんか、甘い匂いがするんだって。有川さんに似合いそうだなって思って」

「ほんとだ、いちごジャムみたいなおいしそうな匂いがする」

　パッケージを開けて鼻を近づけてみると、いい匂いに思わず顔がとろける。

　その様子を見ていた古賀さんにクスクスと笑われた。

「つけてみたら？」

「はい！」

　デスクの引き出しに入ってる小さな鏡を取り出し、さっそくつけてみる。

「どうですか？」

　艶のあるピンク色が乗った唇を見せると、古賀さんが嬉しそうに笑った。

「かわいい。すごく似合う」

　満足そうに言って、私の頭をわしゃわしゃとなでる。

　そのデレデレした古賀さんの表情に、きっと実家で飼ってる愛犬のミニチュアダックスのことも、こんな満面の笑顔を浮かべてなでなでしてあげてるんだろうな、なんて想像して心の中で吹き出した。

「ありがとうございます」

　容赦なくなで回され首をすくめて苦笑していると、「有川」と低い声で名前を呼ばれた。

「はいっ！」

　慌ててぴっと背筋を伸ばし振り返ると、不機嫌そうな表情で社長がこちらを見ていた。無言で小さく顎をしゃくり『来い』という仕草をすると、私の返事を待たず社長室に入っていく。

　その様子を、古賀さんが眉をひそめて見ていた。

「あ、私、行ってきますね」

　古賀さんにそう断って、急いで社長室に向かう。

　扉をノックして、「失礼します」と恐る恐る中に入ると、デスクに座った社長はこちらを見もせずに、応接セットのテーブルに置かれた書類を指さす。

「それ、シュレッダーにかけて捨てておけ」

　突然呼びつけられなんの用かなと思ったら、そんな雑用を押しつけられ、私は口をつぐんで鼻から息を吐き出す。

　まぁ、下っ端の私が雑用をすることにはなんの文句もないけど、せめて顔くらい見て言ってほしい。

「はい」

　ちょっとふてくされながら、テーブルの上に置かれた書類を、ホチキスで止められたもの、ファイルに入っているもの、クリップがついているものに分けて、ざっと整理する。

　すると社長が、デスクで仕事をしながらおもむろに口を開いた。

「この前、お前が作ったパブリシティの企画書、読んだ」

　突然そう言われ顔を上げると、社長と目が合った。

「おもしろいな」

　その社長のひと言に、ぱぁっと顔が明るくなる。

　仕事のことで社長に褒められるなんて初めてで、幸せのあまり少し動転しながらしゃべりだす。

「あ、あれは雑誌の方たちがすごく協力してくださって。私の力ではなくて、編集さんとかモデルさんとかみんなが……」

　顔を真っ赤にさせながら早口で言うと、社長がうつむいて吹き出した。

　普段クールな表情で冷たいことばかり言うくせに、時折見せる社長のその無防備な表情が好きすぎて、悔しいくらいきゅんとする。

「謙遜すんな。お前が真剣に映画を売り込んだから、その熱意が相手に通じたんだろ。自信を持て」

　自分の頑張りを認められて、嬉しくて胸がいっぱいになる。

　飛び跳ねたいくらいドキドキして、でもそんな浮かれた姿を見せたらきっと社長に笑われる。そう思って、緩む頬をなんとかこらえ平静を装っていると、社長が頬杖をついて私を見ていた。

　こっちに来いというように目配せをされ、戸惑いながら近づく。途端に腕をつかまれ、引き寄せられた。

　驚いているうちに、椅子に座った社長の膝の上で抱きしめられていた。

「しゃ……っ、んん」

　社長、そう言おうとした唇はあっという間にふさがれて、代わりに甘い吐息が漏れる。舌先を絡められ、背筋が溶けてしまいそうになる。

　とろんとして社長の顔を見上げると、目の前の形のいい眉に深いシワが寄っていた。

　どうしたんだろう。

　小さく首をかしげると、社長は不機嫌そうに口を開く。

「なんか甘ったるい」

　甘ったるいってなにがだろう。

　そう思ってハッとする。

　そういえばさっき、甘い香りのするリップグロスをつけたばかりだ。

「あ、古賀さんが韓国出張のお土産にリップグロスをくれて。いちごジャムみたいな香りがするんですよ」

　社長の膝の上に乗せられたまま慌てて伝えると、うんざりしたように深いため息をつかれた。

「お前なぁ……」

　鋭い視線ににらまれ身をすくめれば、大きな手で首筋を支えられてまた乱暴にキスをされた。

「ん……っ」

「気に入らない」

　社長がキスの合間につぶやく。

『気に入らない』って、なにがだろう。

「しゃ、ちょう……？」

「俺以外の男に贈られたものを、身につけるな」

　反論を許さない強い口調で言って、私がうなずく前にまた唇をふさがれた。

　なんでそんなに不機嫌なんですか？

　そう聞きたかったけど、強引で情熱的なキスに思考も理性も奪われる。くたりと体の力が抜けて、社長の胸に崩れ落ちてしまった。

　潤んだ視界でぼんやりと社長のことを見上げると、意地悪な表情で小さく笑う。

　……この人はずるい。だけど、意地悪で身勝手でなにを考えているかわからない社長に振り回されてばかりなのに、好きで好きで仕方ない。

　私ばかり惹かれているのが悔しくて、唇を噛んで社長の胸にぎゅっと額を押しつけた。




　今日は土曜日。待ちに待った『ルイーズ』の雑誌読者限定試写会が行われる。

　会場は、都心にある国際コンベンションセンターのホールを借りた。大規模なコンサートホールやいくつもの会議室、そして小さな美術館なども備えた、とても立派で華やかな場所だ。

　正午には会場入りし、ガラス張りのエントランスを歩きながら、今日のスケジュールを確認する。

　十七時半開場で、十八時にイベント開始。その後、映画を上映して終了は二十時十五分頃。協力してくれた女性誌だけでなく、テレビやネットなどのメディアも取材に来てくれる予定だ。

　試写にやってきた読者さんに配るパンフレットや、アンケート用紙。メディア向けのプレス資料なんかもちゃんと数に余裕があるかチェックする。

　慌ただしく準備をしていると、綺麗な黒髪のボブを揺らしながら鳥とり谷や部べさんが焦ったようにこちらに駆けてきた。

　二十代後半の鳥谷部さんは、『リフレクト』で映画を紹介するコーナーを担当していて、今回の読者限定試写会も彼女の協力があって実現した。

「有川さん、大変です！」

　いつもはキリッとした印象の鳥谷部さんが珍しく慌てている。その様子に驚いて手を止めると、周りにいた宣伝部のみんなの注目がこちらに集まる。

　たくさんの視線に言いづらそうに周りを見回した後、鳥谷部さんがおずおずと口を開く。

「出演を予定していたレナと彼氏が、今日来れないって……」

「えぇ!?」

　鳥谷部さんの言葉に、耳を疑った。

　モデルのレナさんと彼氏の登場は、試写会のメインイベントだ。テレビやマスコミ向けの案内状にもしっかり明記してある。

　最近は、恋人と付き合っていることをオープンにして、同年代の女性たちの支持を集めるタレントさんが多くいる。レナさんも、彼氏との仲良く微笑ましい姿を読者さんに見てもらうことで、さらに人気を集めステップアップしてほしいという、所属事務所からの希望もあった。

　だから、人気モデルと一般人の彼氏が揃って登場ということが大きな売りになっていたのに……。

「なにがあったんですか？」

　私が青ざめながら聞くと、鳥谷部さんは言いにくそうにうつむいた。

「レナと彼氏が別れてしまったそうなんです」

「そんな……」

　まさか、このタイミングで？

　思わずそう言いたくなる。

　せめてもっと早くわかれば、なにか対処できたかもしれないのに。当日に突然イベントをキャンセルなんて。

　そんな私の気持ちを察したのか、鳥谷部さんが頭を下げた。

「最近彼とうまくいってなかったみたいで。レナはイベントのこともあるから、必死に仲直りをしようとしてたみたいなんです。責任感の強い子なんで、誰にも相談しないでひとりでギリギリまで頑張ったみたいなんですけど……」

　その責任感の強さが裏目に出てしまったんだ。

「どうしましょう……」

　途方に暮れた鳥谷部さんのつぶやきに、周りで話を聞いていたみんなががっくりと肩を落とす。

　レナさんと彼氏の、あの幸せそうなダンスが魅力でオファーしたのに。

　ＳＮＳにアップされた、満面の笑みでクルクル回るレナさんの姿を思い出して頭を抱える。

　まさか、こんなことになってしまうなんて想像もしてなかった。……どうしよう。

　イベントは夕方の十八時から。試写会は先着順に好きな場所を選べる自由席だから、お客さんたちは十七時を過ぎた頃から会場に集まり始める。

　なにか代案を用意するにしても、せいぜい四時間しかない。

　時計をにらみながら、頭を働かせる。

　これからタレントさんをお願いして来てもらう？　代わりにダンスを踊ってくれるダンサーさんを頼む？　でも、都合よくだれかを呼べたとしても、今からじゃ『ルイーズ』を見てもらう時間の余裕はない。イベントの映画を見たこともないタレントさんを呼んだって仕方がない。

　どうしよう。どうすれば……。

　そのとき、強く肩をつかまれた。

　ハッとして顔を上げると、試写会の様子を見に来たのか、社長が立っていた。

　明日から海外に出張する社長は、『ルイーズ』の試写に来る予定はなかったのに。わざわざ時間を見つけて来てくれたのかな。

　焦りと動揺でいっぱいいっぱいだった気持ちが、社長の顔を見た途端、緩んでしまう。勝手に涙があふれそうになって、慌てて口元を引き締めた。

「なにがあった」

　いつもよりもゆっくりとした冷静な声で問われ、混乱していた自分を落ち着かせようと深呼吸をする。吸って、吐いて、大きく三度繰り返してから背筋を伸ばした。

「予定していたモデルさんが彼氏と別れてしまって、来られなくなってしまったんです」

　そう答えた私の横で、鳥谷部さんが頭を下げる。

「すみません。うちのモデルがこんなご迷惑を……」

「鳥谷部さん、とりあえずイベントまでにできることを考えましょう」

　深く腰を折った鳥谷部さんを慌ててフォローして、頭を上げてもらう。

「そのレナさん以外のモデルさんって呼べないの？」

　宣伝部の保元部長の言葉に、鳥谷部さんがうなずいた。

「今から急いで連絡すれば、誰かは呼べると思いますが――」

　言いかけた鳥谷部さんを遮るように、私は横で首を振る。

「『ルイーズ』を見たことがないモデルさんに来ていただいても……」

「意味がないですよね」

　がっくりと肩を下ろした鳥谷部さん。つられてみんなの顔も暗くなる。

　そのとき、社長が口を開いた。

「そのモデルにはダンスを踊ってもらう予定だったんだよな？」

「そうです。彼氏と幸せそうに踊る姿がとても魅力的だったので……」

　でも、もうそれは不可能だ。もし仕事だからと無理やり会場に来てもらったとしても、あんな幸せそうな顔でダンスを踊ることなんてできるわけがない。

「じゃあ有川、お前が踊れ」

　突然そんなことを言われ、驚いて瞬きをする。

「えっ？」

　踊るって、私がダンスを？　試写会に来たお客さんの前で？　こんなときに笑えない冗談はやめてほしい。

　顔を上げると、社長は真剣な表情をしていた。

「踊ってただろ、深夜のオフィスで楽しそうに」

「踊ってましたけど……」

　確かに、コピーを百個考えろと言われた日、やけくそ気味で、オフィスでひとり踊っていた。クルクル回った拍子にダンボールに足を引っかけて転んで、尻もちをついて資料に埋もれた情けない自分がなんだかおもしろくなって、思わず笑ってしまった。

　でも、あんなの、人前で見せられるわけがない。

　社長がなにを考えているのか理解できなくて、ただパチパチと瞬きを繰り返していると、社長がどこかに電話をかけ始めた。

　その様子を眺めながら呆然としていると、次に社長は編集の鳥谷部さんや会場スタッフを呼び、状況を説明する。

　そしてすぐに鳥谷部さんが動き出し、他の雑誌スタッフと連絡を取り合う。

　迷いのない社長のテキパキとした仕事ぶりに思わず見入っていると、ようやくこちらを向いた。

「有川。お前があのモデルにオファーしたのはなんでだった？」

　いきなり問われ、慌てて口を開く。

「ダンスはヘタくそなんですが、嬉しそうに彼と踊る無邪気な姿がとてもかわいくて、ルイーズのイメージにぴったりだったからです」

「つまり、ダンスのうまさは重要じゃないってことだよな」

「そうです」

　うなずくと、社長が小さく笑った。

「じゃ、お前で十分だ」

　そう言って、さっきまで話し合いをしていた鳥谷部さんに目配せをする。

「了解しました。有川さんは任せてください！」

　それまでの不安な顔が嘘のように力強くうなずいた鳥谷部さんが、私の両肩を押して歩きだす。

「さ、行きますよ、有川さん！」

「ええっ!?　行くってどこに？」

　会場の準備も、イベントの段取りもまだ全然できてないのに……!!

　混乱して叫ぶ私に、社長が自信満々に笑った。

「こっちは任せとけ。大丈夫、ちゃんとイベントは成功させてやるから」

　そして私はわけがわからぬまま、鳥谷部さんに会場から連れ出された。




　連れていかれた先は、コンベンションセンターに隣接したホテル。普段プライベートでは決して足を踏み入れることのないようなＶＩＰ御用達の高級ホテルに、私は緊張と混乱で涙目だ。

「鳥谷部さん、いったいこれは……！」

「レナがドタキャンしたお詫びに、うちの雑誌の威信をかけて最高に綺麗にしてあげますからね！」

　なぜだかやる気満々の鳥谷部さんに腕をつかまれ、ホテルの一室へとたどりつく。

「雪ゆき野のちゃん、お待たせ！」

「鳥谷部さん、準備万端で待ってましたよ」

　部屋に入ってきた私たちに、待ち構えていた女性が笑いかける。

　ロングヘアを後ろでひとつにまとめ、大きな黒縁の眼鏡をかけた若い女性だった。

「有川さんですね。『リフレクト』でヘアメイクをやってる雪野です。よろしくお願いします」

「え、あ、はいっ。お願いします」

　戸惑いながらとりあえず頭を下げると、肩をつかまれ椅子に座らされる。

「有川さん、メイク映えしそうな顔してますね！　これは腕が鳴るわー」

　雪野さんは私の顔をじっと見つめてから、うなずいて腕まくりをする。

「えっと、何事ですか、これは……っ！」

　見れば、鏡の前にはもう、メイク用品がずらりと並んでいた。

「安心してください。うちの専属モデルにも負けないくらい、綺麗にしてあげますから」

　雪野さんの意気込みに気け圧おされながら、「……よろしくお願いします」と小さく頭を下げる。

　前髪を上げられ、顔に化粧水をたっぷり塗られ頬をなで回される。もうなにがなんだかわからなくて大混乱だ。

「ちょうど雑誌の企画でここのホテルの客室で撮影をしていたから、そのままメイクさんに待機しててもらったの。もうちょっとで衣装さんもこちらに来ますからね」

　そんなことを鳥谷部さんに言われながら、どうしていいのかわからなくて、ただただ肩をすくめて椅子に大人しく座る。

　顔にメイクをほどこされていると、客室の扉が開きホテルのスタッフが入ってきた。

「もしよろしければ、ブライダル用のメイク室とフィッティングルームもご用意できますよ。当ホテルの美容スタッフもお手伝いしますか？」

「あ。場所はここで大丈夫なので、ホットカーラーをお借りしてもいいですか？」

「かしこまりました。すぐにお持ちします」

　ホテルスタッフとメイクの雪野さんのやりとりを鏡越しに呆然と見守る。

「なんだかすごい大おお事ごとになってる気がするんですけど……」

　冷や汗をかく私に、鳥谷部さんが笑った。

「黒瀬社長からホテルに直接電話をしてもらったら、いつもお世話になってるからってめちゃくちゃＶＩＰ待遇ですよ。さすがですね」

　電話一本でそんな対応をしてくれるくらい、社長はいつもこのホテルを利用してるんだ……。

　そう思いながら客室を見回す。

　スタンダードな客室だけど、内装もインテリアも上品で素敵だ。レースのカーテン越しには、都心のビル群が見渡せる。

　夜になったらもっと綺麗なんだろうな。

「一度でいいからこんなホテルに泊まってみたいなぁ。スイートルームとか素敵なんだろうなぁ」

　ひとりごとのようにつぶやくと、メイクブラシを持った雪野さんがくすりと笑った。

「ここの一室、最低でもこれ以上するらしいですよ」

　私の耳元でそう言って、片手を広げる。

「最低でもですか……？」

　思わず目を見開いて肩をすくめる。

　ふたりで泊まったとしても半額払わないといけないわけで……、なんて考えちゃう庶民の私には縁のない高級ホテルだ。

「スイートルームなんて夢のまた夢ですね」

　現実を知って思わず肩の力が抜ける。

「ＶＩＰ待遇の黒瀬社長なら、いつもスイートルームに泊まってたりするんですかねー」

　雪野さんが笑いながら言った言葉に、胸がドキンと震えた。

　そっか。社長はこのホテルにＶＩＰ待遇されるほど頻繁に泊まっているんだ。都内に住んでいるのに、こんな高級ホテルにわざわざひとりで泊まるわけがない。だとしたら、もしかして恋人と……？

　そんなことを考えて、胸が苦しくなった。




「さ、できましたよ！」

　やっと解放されたときには、私は別人になっていた。

　綺麗にメイクされた顔はいつもよりもずっと大人っぽくて、セミロングのクセ毛の髪にカーラーで動きを出してアレンジしたアップヘアがとてもかわいい。

　衣装さんが用意してくれた膝下丈のふんわりとしたスミレ色のドレスは、背中側が大きく開いていて少し恥ずかしいけど、アップにした髪型にぴったりだった。

　ドレスに合わせたパンプスも履かせてもらう。普段履くことのない、華きゃ奢しゃなヒールが美しいパンプスだった。

「よし、完璧！」

「有川さん、すごくかわいい！」

　鳥谷部さんと雪野さんが顔を見合わせ大きくうなずく。

「すごい……！」

　まるで魔法をかけられて変身したお姫様みたいだ。

　鏡の前で、見違えた自分の姿に見み惚ほれていると、鳥谷部さんに肩をつかまれた。

「ほら、有川さん。ぼんやりしてる暇ないですよ！」

「え、待ってください。せっかくだから記念に写真を撮りたい……」

　プロのメイクさんの手で、こんなに綺麗にしてもらえることなんてこの先ないだろうからと、慌ててスマホを出そうとすると、「いいから！」とぴしゃりと叱られた。

「写真はうちのカメラマンがしっかり綺麗に撮ってあげますから！」

　そう言われ、この変身の目的を思い出しハッとする。

　そうだ。綺麗にしてもらってのんきに喜んでいる場合じゃない。試写会のイベントで踊れと言われていたんだ。

　社長の言葉を思い出した途端、足がすくむ。

　モデルでもタレントでもない素人のただの配給会社の社員が、お客さんの前で踊るなんて、やっぱり無理だよ。情けない姿をさらして笑われるだけだ。せっかくの素敵な映画の宣伝のためのイベントなのに、私のせいで台無しにしてしまう……。

　そんなふうに怖じ気づいているうちに、鳥谷部さんに手を引かれコンベンションセンターへと引きずられていく。

　ホールの前にはもう人が集まり始めていた。用意した『ルイーズ』のフライヤーを手にした女性たちが、楽しそうにおしゃべりしている。

　あの中にはきっと、モデルのレナさんのファンの人もいるんだろうな。

　そう思うと、胃が痛くなる。

「有川さん戻りました！」

　準備中のホールに入り鳥谷部さんが声を上げると、わっとみんなの注目がこちらに集まった。

「有川さん……!?」

　入り口の一番近くにいた古賀さんが、私を見て絶句する。

「わー、美月ちゃん綺麗！」

　固まった古賀さんの横をすり抜け駆け寄ってきた華絵さんが、顔を輝かせた。

「あ、いや、でも……。せっかくこんなに綺麗にしてもらっても、やっぱり私ひとりでお客さんの前で踊るなんて……」

　笑われるに決まってる。場がしらけて、お客さんたちをがっかりさせてしまったらどうしよう。

　私がうつむき涙目で弱音を吐いたとき、こつりと靴音が近づいてきた。顔を上げると、社長がこちらに歩いてくるのが見えた。

　社長もいつの間にか服を着替えていた。

　いつもはグレーやネイビーのスーツを着ることの多い社長が、今は光沢のあるブラックスーツを身につけている。

　スタイルのいい体にフィットするように仕立てられた張りのあるスーツ。ワインレッドのアスコットタイに同じ色のポケットチーフ。ドレッシーな装いの社長は、いつもよりもさらに大人の色気が増している気がする。

　まるで映画の中の俳優さんみたいだ。ううん、それよりもずっと魅力的かもしれない。

　その姿に思わず見惚れていると、社長が意地悪に顔をゆがめて笑った。

「バァカ」

　そう言って、軽く顔を傾けこちらを見下ろす。

「誰もひとりで踊れなんて言ってないだろ」

　ひとりじゃないなら、いったいだれと？

　戸惑いながら首をかしげていると……。

「安心しろ。あの夜中のオフィスで踊ってたので十分だから」

「でも……」

　あんなの、とても人に見せられるようなものじゃない。

　不安で涙目になる私に、社長が一歩近づいた。

「大丈夫。俺がリードしてやるから」

　ささやくように言って、腰に腕を回して私の体を引き寄せる。

　その力強い腕に、心臓がうるさいくらいドキドキと高鳴った。




　ステージのそでから観客席をそっと見守る。緊張で、カーテンをつかむ手に汗がにじんでいた。

　招待したマスコミやお客さんにレナさんがイベントに来られないこと。代わりに社長が踊ることを説明したところ、残念がられるどころか大喜びだった。

　雑誌やネットでもたびたび取り上げられている社長は、『リフレクト』の読者の若い女性たちにもすっかり知られた存在らしい。

　特にマスコミは、映画業界で注目のイケメン社長が自らイベント登場とは話題になると、情報を聞きつけたスポーツ紙の記者が増えるほどだった。

　あらためて社長のすごさを思い知らされ、注目度の高さに怖気づいた私は今すぐ逃げ出したいほど不安になる。

　横に立つ社長が、そんな私を見下ろして小さく笑う。

「緊張してるのか」

「そりゃ、しますよ……」

　泣きそうになりながらうなずく。

　さっきから足が震えている。心臓も今にも破裂してしまいそうなほど激しく鳴っていた。気を緩めると、歯がガチガチと音をたてそうだ。

「なんで社長はそんなに冷静なんですか。ダンスできるんですか？」

「前の配給会社ではアメリカの本社にもしばらくいたから、そのとき叩き込まれた。向こうの関係者のパーティーで、女優のご機嫌取りで散々エスコートさせられてたから慣れてる」

　当然だというように涼しい顔でうなずく社長とは対象的に、私は余計に不安でたまらなくなった。

　仕事ができてかっこよくて女性のエスコートも完璧な社長。それにひきかえ私は、美しいわけでもなにか取り柄があるわけでもなく、ろくにダンスも踊れない。

　すると、社長が体をかがめて耳元でささやいた。

「……大丈夫だ。俺がついてるから」

　鼓膜を震わせた甘い声に、思わず目を見開く。

　そのとき、反対側のそでからイベントの司会進行を務めてくれる雑誌の編集長が登壇し、会場に拍手が起こる。

　……ああ、もうすぐ出番だ。

　そう思うと、膝がガクガクと震えだした。

「有川。お前の思うルイーズのダンスシーンの魅力はなんだ？」

「えっと……、ヘタくそなステップを楽しそうに踊るヒロインがかわいくて。あと、片想いをしているヒーローのことが好きで好きで一緒に踊れるのが嬉しくて仕方ないって表情が、見ているだけで幸せな気分になれるから」

　小声で問われ、戸惑いながら答える。

「だったら、お前も俺のことが好きで好きで仕方ないって顔をして踊れよ」

　そう言って、社長は私のこめかみに触れるだけのキスをした。

「……っ!!」

　温かい唇の感触に驚いて飛び上がると、くすりと意地悪に笑う。

　こんな、誰が見てるかもわからないところで……！

　慌てて舞台そでの奥にいるスタッフを見回したけれど、カーテンで死角になって誰も気づいていないようだった。

「では、お願いします！」

　そんなことをしている間に気づけば出番で、映画『ルイーズ』の劇中でも使われているテンポのいいフレンチ・ポップスが流れ出す。

　どどどどうしよう。ついに出番になってしまった。

「行くぞ」

　慌てる私を優しく見下ろしながら、社長が私の手を引いて歩きだす。

　試写会のイベントは今まで何度も開催してるけど、自分がステージにのぼったのは初めてだ。本番の舞台の上がこんなに明るいなんて知らなかった。

　私たちがステージに姿を現すと、お客さんが一斉に拍手をする。招待したマスコミや雑誌のカメラマンが次々にシャッターを切る。

　初めて見る光景に完全に浮き足立った私を、社長がくすりと笑った。

「ほら。本番だぞ」

　耳元でそう言って、私の腰に手を回して引き寄せる。

　見上げれば、すぐそばに社長の整った顔。たくましい体と密着して、思わずドキドキしてしまった。

　真っ赤になった私を見て、社長が目を細めた。

「もう何回もキスしてるんだから、抱き寄せられたくらいでいちいち動揺するなよ」

　からかうような口調に社長の顔をにらむと、唇を片方だけ引き上げて意地悪に笑う。

　動揺する私をこんなときでもおもしろがる社長に思いきり顔をしかめた。

　すると、社長はゆっくりと顔を傾け私の耳元に唇を寄せる。

「……有川。さっきホールにお前が戻ってきたとき、あまりに綺麗で見惚れた」

　優しくささやかれ、目を見開いて社長の顔を見ると甘く微笑みかけられた。

「他のヤツに見せたくなくて、そのままどこかに連れ去ってやろうかと思った」

　耳元で私にだけ聞こえるように言った甘い言葉に、思わず頬が熱くなる。

「社長……」

　会場に流れる音楽に合わせ、社長にリードされて踊りだす。ぐっと強く腰を引き寄せられ、社長の顔に見惚れながらもなんとかステップを踏む。

　……どうしよう。私、社長のことが好きで好きで仕方ない。

　踊りながら、私は途方に暮れる。

　あんな甘い言葉は、私をリラックスさせるためで、本気で言っているわけがないってわかってる。……だから、勘違いするな。

　自分にそう言い聞かせて、社長から視線をそらす。

　すると、客席からこちらを見るお客さんたちの顔が見えた。

　女性たちが、ステージの上で踊る社長のことを、とろけたような表情で見ていた。

　仕事ができてかっこよくて地位も名誉もある、王子様みたいな社長。こんなずるいくらい魅力的な人、みんな憧れるに決まってる。

　ずきんと胸が痛んだとき、乱暴に腰を引き寄せられた。

　驚いて顔を上げると、社長が私をリードしながらまっすぐに見つめる。

「……よそ見するな」

　耳元で、そうささやく。

「俺だけを見てろ」

　命令口調で言ってから、社長が小さく笑った。

　その表情が愛おしくて、胸が騒ぐ。

　あぁ、もう。どうしていいのかわからないくらい、この人のことが好きだ。

　途中から私は、客席で見ているお客さんのことを忘れていた。社長の顔を見上げると、社長も優しい顔で私に微笑み返す。

　まるで夢を見ているみたいだった。

　社長が私のために踊ってくれている。私だけを見つめてくれている。それだけで気持ちが高揚して、勝手に笑顔になってしまう。

　ヘタくそなステップを踏みながら、社長にリードされてクルクルと回る。スミレ色のドレスのすそがふわりと膨らんで、おとぎ話の中のお姫様になったような気分だ。

　社長とこうやって踊れることが嬉しくて泣きそうで、胸がいっぱいだった。

　大きな歓声と拍手で我に返りハッとして辺りを見回せば、音楽はやんでいた。

　はぁはぁと肩で息をしながら社長を見上げると、かすかに笑い私の頭をなでる。

「頑張ったな」

　その言葉で、ダンスが無事終わったことをようやく理解して膝から力が抜けた。

　終わったんだ……。よかった……。

　すとんとしゃがみ込みそうになった私を、社長が引き寄せ支えてくれる。

「大丈夫か？」

「すみません……。なんだか、頭が真っ白で……」

　呆然としながら言うと、社長が吹き出した。

「頑張ったご褒美に、なんでもワガママをきいてやるぞ。なにがいい？」

「と、とりあえず膝がガクガクなので座りたいです」

　立っていられなくて社長にすがりついてしまうと、社長は笑って私のことを抱き上げた。

「ひゃ……！」

　まるでお姫様のように私を軽々と抱き上げた社長の姿に、客席から黄色い歓声が上がる。

　舞台の下にいた取材陣のカメラが何度もシャッターを切っていた。

　どうしていいのかわからなくて、ぎゅっと社長の首に腕を回してしがみつくと、社長は私を抱き上げたまま舞台そでへと運んでくれた。

「イベント大成功でしたね！」

　ステージから降りると、鳥谷部さんが興奮した様子で駆け寄ってきた。

　社長の腕から下ろされ、私は鳥谷部さんの肩を借りながらガクガクと膝を震わせる。

「き、緊張した……」

「すっごく素敵でしたよー！　読者さんの反応もよかったし、うちの雑誌のカメラマンもいい写真が撮れたって喜んでました」

「美月ちゃん、お疲れ様ー！」

　華絵さんが椅子を持ってきてくれる。

「ありがとうございます」

　崩れるように座ると、みんなが集まってきて口々に褒めてくれた。

「イベント、どうなることかと思ったけど、有川さんのおかげで無事終わってよかったよ」

　安心したように胸をなでおろす保元部長に首を横に振る。

　イベントが無事終わったのは、私じゃなくすべて社長のおかげだ。

　社長の姿を探せば、立っていられないくらい疲れ切った私とは対象的に、少し離れた場所で平然とスタッフと話をしていた。

　本当に、すごい人だと思う。

「少し休んでていいよ」

　部長の言葉に甘えて、頭を下げてから椅子の背もたれに体を預ける。

　なんだか短い夢を見ていたみたいだ。

　ステージの上でライトを浴びながら社長と踊ったこと。耳元でささやかれた甘い言葉。

　私を見つめる優しい視線。

　たった今体験した出来事がとても信じられなくて、放心状態でぼんやりとしていると、いつの間にか隣にひとりの男の人が立っていた。

　クセ毛気味の無造作な髪型に、カジュアルな服装。私よりも少し年上の、丸顔で愛あい嬌きょうのある雰囲気の男の人。

　誰だろう。雑誌のスタッフさんかな。それとも会場の？

　初めて見るその人に、首をかしげて小さく会釈をすると、人懐っこい笑顔が返ってきた。

「君ってさ、黒瀬の恋人？」

　唐突に質問され、慌てて首を横に振る。

「ち、違います……！」

「そうなの？　さっきのダンス見てたら、黒瀬と付き合ってるのかなぁって思った」

「えっと、社長のお知り合いですか？」

　社長のことを呼び捨てにする人なんてめったにいない。親しげに『黒瀬』と呼ぶ彼に恐る恐るたずねると、その人は「うん」とうなずいた。

「昔からのね。今もちょこちょこ一緒に仕事してるし。君、名前はなんていうの？」

「あ、シネマボックスで宣伝の仕事をしています、有川美月です」

「美月ちゃんね」

「えっと……」

　この人はいったいだれなんだろう。

　そう思っていると、私の戸惑いを察したのか、にっこりと笑って頭を下げた。

「俺は映画監督やってます。如月きさらぎです」

「如月監督……！」

　聞き覚えのある名前に、思わず背筋を伸ばす。

　ドキュメントとファンタジーの中間のような独特のアート系映画を撮る、新進気鋭の若手映画監督だ。有名な俳優さんが出演するような話題作ではないけれど、丁寧な作りと温かいストーリーで、今映画好きの若者を中心にじわじわ人気を集めている。

　確か歳は三十代半ばのはずだけど、人懐っこい笑顔のせいか年齢よりずっと若く見える。

「前に外資系の配給会社にいたときに黒瀬と一緒に働いてたんだ。その頃からの知り合い」

「そうなんですか……」

　如月監督が社長と同じ映画の配給会社に勤めていたなんて知らなかった。

「あの頃は同僚の仲間と四人くらいで、いつも映画の話をしてたんだよ。いつかこんな映画を手がけたいとか、青臭い夢を語りながら」

「あの社長が、夢をですか……？」

　夢を語る社長、というのが想像できなくて思わず顔をしかめると、如月監督はケラケラと楽しそうに笑った。

「今じゃ冷血社長とか言われてるらしいけど、俺からしたらあいつはただの映画バカだよ。試しに今度、なんで映画関係の仕事についたか黒瀬に聞いてみなよ。純粋っぷりに驚くから」

　そう言われ、戸惑いながらうなずく。

「それにしても、俺のほうが年上なのに、あいつはいつも容赦ないんだよ。美月ちゃん、黒瀬に年功序列って言葉を教えてやって」

　監督はわざとらしいほど顔をしかめる。

「なにかあったんですか？」

「今俺が撮ってる映画、黒瀬のとこで配給する予定だから撮影現場にも俺の自宅にも顔を出して注文つけてくるんだけど、うるせーの。たぶん、プロデューサーより口出してるよ」

「あ、そういえば、映画制作会社と協力して映画を撮ってる最中ですよね」

　脚本やキャスティングの段階からうちの会社も絡んでいる映画だ。

「これじゃあ客が入らない、とか。この脚本じゃ話題にならない、とか。『俺は金のために映画を撮ってるんじゃないんだよ!!』って何回ケンカになっても、あいつ絶対に折れないの。ほんと、むかつく」

「そうなんですか……」

　うっぷんをはらすように悪口を並べられ、私は苦笑いしながらうなずく。

「もう腹がたって、『俺の好きに撮れないなら、映画を撮るのやめるぞ』って脅してみたの。そしたらさ、あいつなんて言ったと思う？」

「きっと、すごいキツイことを言いそうですよね」

　あの容赦ない社長のことだ。『甘ったれたことを言うな』とか、『やる気がないならやめてしまえ』とか、冷たいことを言ったに違いない。

　そんなふうに想像していると、如月監督はため息をついた。

「あいつ、『お前の監督としての夢は、ここで終わる程度の夢なのか』って」

「どういう意味ですか？」

　私は不思議に思って首をかしげる。

「『今ここで自分が撮りたいように自由に撮った映画を一本作って、それで満足していいのか』って。『ある程度客が入って金を稼げるって制約の中で映画を撮って、着実に実績を作って実力つけて、五年後十年後にもっとすごい映画を作りたいとは思わないのか』って」

　聞きながら、まっすぐな社長の視線を思い出して胸が熱くなった。

「あいつ、『俺は、十年後のお前がどんな映画を撮るのか見てみたい』って真顔で言うんだよ」

「すごい……」

　如月監督から聞いた社長の言葉に、思わずそうつぶやいた。

「むかつくでしょ」

「……かっこいいです」

「うん。むかつくほどかっこいいよね」

　しかめっ面で言う如月監督を眺めながら、ふーっと息を吐いて両手で頬を覆う。

　本当にあの人は、ずるいくらいかっこいい。

　そう思っていると、ふっと目の前に影が落ちた。

　なんだろう、と顔を上げると社長が私たちのことを見ていた。

「なんだ。ふたりで俺の悪口でも言い合ってるのか」

　不機嫌そうに言われ、私は慌てて首を横に振る。

「いえ、そうじゃなくて……！」

「あ、悪口聞かれてた？」

　私の隣でケラケラ笑う如月監督に、社長はあきれたようにため息をつく。

　その様子からも、ふたりが本当に親しい間柄なのが伝わってきた。

「黒瀬、今日はこれからなんかある？　久しぶりに飲みに行かない？」

　険しい顔の社長に少しも臆することなくニコニコ笑うマイペースな如月監督。

「悪い。予定がある」

「そっか」

　そんなやりとりをしているふたりをぼんやり眺めていると、社長に腕をとられた。「行くぞ」と短く言って歩きだす。

「行くって、どこにですか……？」

　慌てて如月監督に会釈をした私の腕をつかんだまま、社長が広い歩幅で進んでいく。

「いいから」

「あの、会場の後片付けとか……」

　混乱しながらそう告げると、「バァカ」と鼻で笑われた。

「そんなヒラヒラした格好で後片付けなんてさせられないだろ」

「あ、そうですよね」

　高いヒールのパンプスに、綺麗なドレス姿で後片付けなんてしたら、みんなの迷惑にしかならない。

　すると、近くにいた華絵さんが気づいて、「美月ちゃん、あとは片付けるだけだし、私たちがやるから気にしなくていいよ」と声をかけてくれた。

「すみません」と頭を下げているうちに、引きずられるようにして会場を後にした。




　到着したのは、メイクや着替えをした高級ホテル。光の粒が降り注ぐような美しいシャンデリアが照らす豪華なロビーを通り抜ける。

　フロントにいるスタッフに社長がちらりと目配せすると、それだけで、うやうやしいお辞儀が返ってきた。

　当然、支度に使った客室へ行くのだろうと思っていると、なぜかホテル内にあるレストランに連れていかれた。

　上品な白い制服を着たウエイターさんに案内され、奥の個室に通される。

　こんな高級なレストランの、しかもいかにも特別そうな個室に戸惑う私の前で、社長は慣れた様子で席につく。

「社長……？」

「お前、今日はろくに食べる時間もなかっただろ」

　そう言われ、アクシデント続きでお昼を食べ損ね、ほとんどなにも口にしていなかったことを思い出す。

　そういえば、お腹がぺこぺこだ。

　ウエイターさんが引いてくれた席につき、向かいに座る社長を見ると、メニューをすでに開いていた。

　その様子を見ながら、こんなホテルで着飾って一緒に食事ができるなんてまるでデートみたいだ、とドキドキしてしまう。

「なににする？」

　たずねられ、「よくわからないのでお任せします」と答えると、社長はうなずき料理や飲み物を選んでいった。

　シャープなデザインのグラスが運ばれてきて、その中に注がれたシャンパンに思わず見惚れた。

　透明な金色の液体の中で、細かな気泡が立ちのぼり弾ける。

　優雅な身のこなしのウエイターさんが丁寧に頭を下げ部屋を出ると、社長とふたりきりになる。

　個室の一面に広がる大きな窓からは、ライトアップされたホテルの中庭が見えた。

　人工的に整えられた美しい木々がビル街の夜景を背景に浮かび上がっている。現実味がなくて、なんだか夢を見てるみたいだ。

　社長が私に向かってグラスを持ち上げる。私もシャンパンの入ったグラスを持つと、軽く触れ合いカチンと小さく音が鳴った。

「今日は頑張ったな」

　優しく労われ、ひと口飲んだシャンパングラスをテーブルに置き、慌てて首を横に振る。

「いえ、社長や鳥谷部さんや、助けてくれたみんなのおかげです」

「お前はそうやって、すぐ謙遜するな」

　あきれたように笑いながら、社長はグラスに口をつけた。

「謙遜じゃないです」

　私が否定すると、社長は小さく首をかしげる。

「私ひとりじゃなにもできませんでした。ステージに上がるまでは不安で逃げ出したかったけど、社長が優しく励ましてくれたから頑張れました」

　本人を目の前に感謝の気持ちを伝えるのはなんだか恥ずかしくて、うつむきながら言葉を続ける。

「私をリラックスさせるためのお世辞だってわかってますけど、社長に綺麗だって言ってもらえて嬉しかったです」

　すると、社長が持っていたグラスをテーブルに置いた。長い指先で、トンとテーブルを叩く。

　ちらりと視線だけで社長のほうをうかがうと、優しい表情で私のことを見ていた。

「お世辞じゃない」

　そう言われ、驚いて顔を上げる。

「本当に、綺麗で見惚れた。他の男に見せたくないと思った」

　その瞬間、社長の手がこちらに伸びてきた。テーブルに置いた私の手に触れ、長い指で手の甲をなぞる。

　その指の感触に、心臓が飛び跳ねた。

「……もうっ」

　ドキドキに耐えきれず、赤くなった顔を隠すようにうつむいてしまう。

　からかわれてるだけだってわかってるのに、こんなに動揺してしまう自分が悔しい。

「どうした？」

　社長がグラスを傾けながら、小さく首をかしげる。

「なんだかものすごく甘やかされてる感じがして、落ち着かないです」

　正直に話すと、社長が笑った。

「お前が頑張ったご褒美なんだから、今日は思いっきり甘やかしてやるよ」

　そんな冗談を言いながら甘い視線で見つめられ、ますます落ち着かなくなってしまう。

　だって、ふたりっきりで素敵な場所で、こんなに優しくされたら勘違いしてしまいそうだ。

　ふわふわと浮き立った気分でグラスを持ち上げて口をつける。

　照明を反射するほど磨かれた銀色のカトラリー。繊細なレリーフが刻まれた白磁の食器。そして運ばれてくる美しくておいしい食事。

　そのひとつひとつに感激する私を、社長は楽しげに眺めていた。




　食事を終え、ホテルのエレベーターに乗り込むと、なぜか社長は私の着替えが置いてあるはずの客室ではなく、もっと上層階のボタンを押した。

「社長……？」

　部屋はここじゃないのに。

　ぐんぐん上昇するエレベーターの中で戸惑いながら隣に立つ社長を見上げると、綺麗な唇の端を引き上げ悪戯いたずらに笑う。

「一度でいいからこんなホテルに泊まってみたかったんだろ？」

　確かにメイクをしてもらいながらそう口にしたけど、なんで社長が知っているんだろう。

　不思議に思っていると、エレベーターの扉が開いた。

　迷うことなく社長が廊下を進み、突き当たった部屋の扉にカードキーを差し込んで、こちらを見る。

「ご褒美に、その夢を叶かなえてやるよ」

　意味がわからず社長の後ろをついてきた私の前で、部屋へと続く扉が開かれた。

「え……？」

　私は、その部屋の広さに目を見張って絶句する。

「ここって、もしかしてスイートルームですか……!?」

　なんとか声を絞り出して社長に聞くと、笑いながらうなずかれた。

　ブラウンの毛足の長いカーペットに、高級感の漂うインテリア。コーナーに設置されたリビングスペースは足元から天井まで二面が大きな窓になっていて、東京の夜景を見渡せる。

「不満か？」

「ふ、不満なんてありません……！」

　ホテルのレストランでの豪華な食事に、スイートルームなんて。こんなの、想像もしたことない、夢みたいな展開だ。

　動揺しながらも好奇心が勝り、部屋のあちこちを見回す。

　ふかふかのソファに、綺麗な花が飾られた大理石のテーブル。壁には大きなテレビも設置されている。夜景を楽しめるようにと控えめの照明は暖色系で、部屋の中をほどよく照らしていた。

　ホテルのスタッフが運んでくれたのだろう。ソファ脇のテーブルには私の荷物がきちんと置かれていた。

　奥にある扉の先も見てみたくてうずうずしていると、社長が笑いをこらえながら「好きに見てこい」と言ってくれた。

「はいっ！」

　顔を輝かせて、うなずく。リビングの奥にある扉を開けると、書斎のようなスペースがあり、さらにふたつの扉があった。

　ひとつめを開けると、キングサイズのベッドが置かれたベッドルーム。そしてもうひとつの扉を開けると、広いドレッシングルームが目に入り、思わず小さく飛び上がる。

　美しく磨き上げられた大きな鏡と洗面台。綺麗に並べられた有名ブランドのアメニティ。そしてその奥のガラスの扉の向こうにあるバスルームにため息が出た。

「映画みたい……！　私、丸いバスタブが憧れだったんです！」

　バスルームは、夜景が一望できるように壁一面が窓になっていて、丸い形の大きなバスタブがあった。

　こんなの、映画でしか見たことなかった。本当に現実の世界にあるんだ、なんて感激してしまう。

「社長！　すごいですよ！　バスルームからスカイツリーが……っ！」

　興奮した口調で振り返ると、社長は腕を組んでバスルームの入り口の扉にもたれかかりながらこちらを見ていた。

「そんなに嬉しいなら、風呂に入ればいい」

「はいっ！」

　大きくうなずいて、さっそくバスタブにお湯をためる。

　夜景を見ながらバスタイムなんて、映画のヒロインになったようだ。

　お湯がたまり始めた丸いバスタブにはジャグジー機能もついていることに気づいて、感激のあまり破顔する。

「しかもジャグジーまでついてる……っ！」

「お前、本当に楽しそうだな」

　社長の笑い声に振り向くと、社長はドアにもたれたまま肩を揺らしていた。

　こんなにはしゃいで、あきれられてる!?

　自分の子供っぽい言動が急に恥ずかしくなってうつむく。

「なんならルームサービスでシャンパンでも持ってきてもらおうか？」

「い、いいです。そんな……」

　真っ赤な顔を見られたくなくて、下を向いたまま首を横に振る。

　視界の端で、社長が上着を脱ぐのが見えた。

　黒いスーツを脱いだ下には、同じ色のベスト。白いシャツと艶のある黒いベスト姿は、社長の引き締まった体を強調するようで、色っぽい。

　社長は、脱いだ上着を黒い大理石でできた洗面台の上に無造作に落とす。

　その動作に、ハッと我に返った。

　スイートルームに興奮してはしゃいでいたけど、こんな広くて豪華な部屋に私ひとりで泊まるわけがない。社長もここに泊まるんだよね……？

　そう思ったら、動揺で頬が熱くなる。

　一緒に泊まるってことは、もしかして……。

　ベスト姿の社長が、長い指で乱暴にネクタイを緩め、しゅるりと音をたてて引き抜く。片手で首元のシャツのボタンを外しながら、首をかしげた。

「どうした。急におとなしくなって」

「い、いえ……」

　慌てて首を横に振って、ごくりと息を呑んだ。

　大好きな社長と一緒にいられる嬉しさと同時に、複雑な気持ちも込み上げる。

　もしかして社長は、恋人といつもこの部屋で過ごしているんじゃ……。

「あの、社長はよくこのホテルに泊まったりしてるんですか？」

「は？」

　私が恐る恐るたずねると、社長が眉を片方上げた。

「鳥谷部さんがおっしゃってました。ホテルのスタッフさんが、いつも黒瀬社長にはお世話になってるからってＶＩＰ待遇だったって」

「あぁ」

　社長が笑って小さくうなずく。

「海外からゲストが来たときに、部屋を用意してもらってるからだろ」

「あ、そっか……。社長はいつもこんな部屋に泊まってるのかと思ってました」

　よかった。スイートルームで恋人と過ごしてるわけじゃなかったんだ。

「都内に住んでるのに、わざわざ泊まらないよ。今日は特別だ」

「特別……？」

　首をかしげると、黒い髪の間から見える瞳が優しく弧を描く。

「頑張ったご褒美だ」

　その言葉に、胸がきゅんと苦しくなる。

　これはきっと、綺麗に着飾られて眩まぶしいライトの中で社長とダンスを踊った、あの夢みたいな出来事の続きだ。魔法にかけられたような、素敵な時間。

　改めて、バスルームから見える夜景に見惚れていると、ガラスに薄っすらと反射した自分の姿に社長が近づいてくるのが見えた。

　背後から首筋にキスをされ、社長の唇の感触に、ぞくぞくと肌が粟立つ。

「ん……っ」

　どうしよう。肌に社長の唇が触れるだけで、甘えた声が漏れそうになる。

「やっ、しゃ……ちょ……、待って……」

　首筋をなぞった唇が、今度は耳たぶに触れた。鼓膜に社長の吐息がかかり、体から力が抜けそうになる。

　社長は意地悪に笑うと、私の着ているドレスの背中のファスナーを一気に下げた。

「ひゃっ！」

　すみれ色のドレスがすとんと足元に落ち、驚いて叫ぶ。

「い、いきなりなにするんですか……っ!?」

　こんな明るいところでいきなり服を脱がすなんて!!

「どんな叫び声だよ。色気がないな」

「色気がなくて悪かったですね!!」

「別に、悪くはないけどな」

　恥ずかしさのあまり叫ぶ私をあしらいながら、社長は私の下着のホックに手を伸ばす。ぷちん、とあっけなくホックが外された。

　慌てて背中を丸め両腕で体を隠すと、社長にクスクスと笑われた。

「下も脱がしてほしいのか？」

「そ、そんなことないです……！」

　だけど、ほとんど服を脱がされてしまったこの状況。どうすればいいのかわからなくて、涙目になる。

「丸いバスタブは憧れだったんだろ？　さっさと入ればいいのに」

「そうですけど、恥ずかしいです……」

「その状態のほうが恥ずかしいと思うけど？」

「うぅ……っ」

　このまま裸同然の格好でうずくまっているか、自分で下着を脱いでお風呂に入るか。どちらがいいか一瞬悩んで、覚悟を決めて下着を脱ぐ。

　バスタブに飛び込みぎゅっと膝を抱えて小さくなると、社長は余裕の表情で着ていたベストを脱いでいた。

　ボタンを外しシャツの前を開く。露わになった社長のたくましい体に思わず目を奪われる。

　社長は着やせするタイプなのかもしれない。手足が長いせいか、スーツを身にまとっていると細身に見えたけど、その体はしっかりと鍛えられていた。

「凝視しすぎ」

　そう言われきょとんと瞬きをすると、社長がこちらを見て笑っていた。

「あ……！　すみませんっ！」

　真っ赤になって慌ててうつむく。

　無意識に社長の体に見惚れていたなんて、恥ずかしすぎる。

「別に、見たいならじっくり見てもいいけど」

　なんて笑いながら、社長は服を脱いでいく。

　その冷静さが本当に憎たらしい。

　鼻の下までお湯に沈めて顔をしかめていると、温かい水面が揺れた。

　視線を上げれば、広く丸いバスタブの対面に、リラックスした表情の社長。バスタブのふちに肘をつき、黒い髪をかき上げながらこちらを観察するように見ていた。

　社長と一緒のお風呂に入ってる……！

　心の中はパニックで、居心地が悪くて慌てて視線を落とす。とても顔を上げられず、ひたすらお湯の中の自分の膝を見つめる。

　そのとき、社長の吹き出す声が聞こえた。なんだろう？とちらりと視線を上げれば、社長が肩を揺らしていた。

「お前、さっきまであんなに夜景が綺麗だってはしゃいでたくせに、なんで自分の膝ばっか見てるんだよ」

「だ、だって、夜景を見る余裕なんてないです」

「ふーん。なんでそんなに余裕ないんだ？」

　意地悪にそう聞かれ、言葉に詰まる。ぐっと顔をしかめて涙目で社長をにらんだ。

「……なんでって、社長のせいに決まってるじゃないですか」

　私が反論すると、社長は大きく息を吐き出してうつむいた。

「お前のそういう、臆病なくせに涙目になって必死に言い返してくる感じ、ほんと……」

　そこまで言って言葉を切った社長に、私は膝を抱えたまま首をかしげる。

「ほんと、……なんですか？」

「ほんと、おもしろくて好きだなと思って」

　私が続きを問うと、社長は意地悪な表情でにやりと笑った。

「……っ!!」

『好き』という言葉に反応して、勝手に顔が熱くなった。

「おもしろいって、ひどいです。私はおもちゃじゃないですよ」

　動揺をごまかすように、頬を膨らませながら文句を言う。

「わかってるよ」

　私がにらむと、社長が優しくうなずく。

　ちっともわかってない。人の気も知らないで、犬や猫にでも言うみたいに、簡単に『好きだ』なんて口にしないでほしい。

　からかわれてるだけだとわかってるのに、簡単に浮かれて喜んでしまう自分が悔しい。

　唇をとがらせた私に、社長は笑いながら「こっちに来い」と命令する。

　おずおず近づくと、腕を取られ引き寄せられた。社長の膝の上に乗せられて抱きしめられる。

　お湯の中で社長の素肌の感触や体温が生々しく伝わってきて、心臓が大きく鳴った。

　社長の骨張った手が、腰の辺りから背筋をなぞるように私の体をなで上げる。

「あ……っ」

　それだけでびくりと体が跳ねる。恥ずかしくてごまかすように小さくもがくと、水面がゆらゆらと揺れた。

「や……、待ってくださいっ……」

　泣きそうになりながらうつむいて社長の肩を押し返す。

　社長に顔をのぞき込まれ「なんで？」と問われ、首を横に振る。

「こんな明るいところで、恥ずかしいです……」

　照明のついた広いバスルームで裸で抱き合うなんて、心臓が爆発してしまいそう。

　両手で顔を覆って声を絞り出すように懇願すると、その手首をつかまれた。

「無理」

　短く言って、社長は私の腕を強引に開きまっすぐに顔を見つめる。

「もう待てない」

　真剣な表情に息を呑んだ。私に向けられた熱を帯びた社長の視線が、色っぽくてめまいがする。

　私の抵抗を無駄だというように、抱きしめる腕に力が込められる。

「しゃ、ちょう……」

　小さくつぶやいた唇を、乱暴にふさがれた。口内に舌をさし込まれ、歯の裏側をなぞられる。その感触に勝手に体が揺れてしまう。

「ん……っ、あ……」

　バスルームに響く自分の吐息がやけに大きく聞こえて、ごまかすように社長の胸を叩くと、さらにキスが深くなった。

「しゃ……んんっ」

　酸素を奪われて頭がぼんやりしてくる。情熱をぶつけるようなキスに、目尻に涙が浮かんだ。

　社長の長い指が涙をぬぐい、また唇が重なる。

　このまま溺れてしまうんじゃないかと思うほど気持ちがよくて、体から力が抜けた。

「んん……っ、社長……」

　もしかしてこれも、仕事を頑張ったご褒美のひとつですか？

　そう聞きたかったけれど、甘いキスに理性が溶かされ、もうなにも考えられなくなった。




　目を開くと、私は見覚えのない部屋で寝ていた。

　高い天井に、豪華な内装。ここがどこだか思い出して一気に目が覚める。

　そうだ、私。昨日社長とここで……。

　美しいジャガード織りのシーツがかけられた広いベッドの上で、昨日の夜のことを思い出して思わず両手で顔を覆う。

　ここも、ここも、ここも。社長に触れられキスをされた。

　体中にその感触が残っていて、思い出すだけで体が甘くうずく。私に覆いかぶさる社長の表情や、乱れた呼吸、体の温度も、鮮明に蘇ってくる。

　……どうしよう。私、もう社長の顔を直視できないかも。

「うーっ!!」

　じっとしていられなくて顔を覆ったままジタバタと足を動かすと、背後から小さなうめき声がした。

「……っとに、なに暴れてんだよ」

　かすれた低い声にびくっとして振り向くと、同じベッドで寝ていた社長が目をつぶったまま眉をひそめていた。

「あ、すみません……っ！」

　思わず真っ赤になった私を、社長は目を閉じたまま腕を伸ばし引き寄せる。

　胸の中に抱きしめられドキドキして息を殺しながらじっとしていると、優しく頭をなでられた。

　その指の感触にとろりと緊張がほどけた瞬間、再び眠気が襲ってくる。

　私が小さくあくびをしたとき、髪をなでていた社長の腕がぱたりと枕に落ちた。

　視線だけを上げて社長の方をうかがうと、すうすうと吐息をたてて眠っていた。

　寝ぼけていたのかな……。

　起こさないように気をつけながら、社長の無防備な寝顔を見つめる。

　無意識に私を抱きしめてくれたことが嬉しくて、胸がくすぐったい。

「社長、大好きです……」

　決して聞こえないように、小さな声でつぶやく。

　これはただのご褒美じゃなくて、社長も私のことを少しは好きでいてくれてるって、うぬぼれてもいいですか……？

　うとうとしながら社長の寝顔を眺めているうち、私はまた眠りに落ちていた。










不安と寂しさ




『ルイーズ』の試写会イベントは大成功だった。

【話題のイケメン社長が女性誌の読者限定試写会でダンスを披露】なんてネットニュースで取り上げられ、ＳＮＳでも話題になっていた。

　社長と踊る私の写真も載っていて少し恥ずかしさはあるけれど、こうやって話題になるのはありがたい。

「有川さん、『ルイーズ』はかなり好調みたいだな」

　試写会の翌週の火曜日、オフィスで仕事をしていると保元部長に声をかけられ、私は大きくうなずいた。

「前売りの動きもいいみたいです。これで『リフレクト』の試写会イベントの記事が載った号が発売されれば、もっと勢いがつくと思います」

「公開まであとひと踏ん張り、頑張れよ」

「はいっ！」

　イベントをやりとげた達成感と、まだまだこれからだという使命感に背筋が伸びる。

『ルイーズ』を、ひとりでも多くの人に見てもらえるように頑張ろう。

　改めて気合いを入れ直しつつも、つい視線が社長室のドアへ向いてしまう。

　だけど今、その部屋の主は不在だった。

　あのイベントの翌日から、社長はカナダへ旅立ってしまった。トロントで開催される映画祭に参加するためだ。

　最初から予定されていた出張だ。そんな多忙な中、私と一緒に過ごしてくれて嬉しいと思う。だけど……。

「朝、部屋を出る前にひと声くらいかけてくれてもよかったのに……」

　社長室の方をにらみながら、小さな声で愚痴る。

　スイートルームの大きなベッドでひとり目を覚ましたとき、寂しくてたまらなかった。

　ダイニングテーブルに置かれたメモには、私を残して先に部屋を出ることを短く詫びた文と、【あんまり気持ちよさそうに爆睡してるから、起こせなかった】という意地悪な皮肉が書かれていた。

　その手紙を読んだとき、社長にいったいどんな寝顔を見られていたんだろうと、恥ずかしくて叫びたくなった。

　少しクセのある右上がりの社長の文字。捨てられずにポケットにしまってあるそのメモを、そっと取り出して眺める。

　社長の顔を見て『行ってらっしゃい』って言いたかったな。

　社長の出張の予定は十日間。その十日がすごく長く感じる。

　その間は社長の顔も見れないし声も聞けないしキスもできないし触ってもらえないのかぁ。

「……って、なにを考えてるんだっ！」

　あの夜のことが勝手に蘇って、甘い記憶を振り払うように勢いよく首を左右に振る。

「美月ちゃん、どうしたの？」

　挙動不審な私に、華絵さんが不思議そうに首をかしげていた。

「な、なんでもないです！」

　手に持っていたメモを、慌ててたたんでポケットに押し込む。

　そんな私を見て、華絵さんはクスクスと笑った。

「社長が海外出張だから寂しい？」

「え!?　いや、そんなことは全然っ！」

　図星をつかれ、ぎょっとしながらなんとかごまかす。

　初めて社長にキスされたことは華絵さんに相談したけど、その後はなにも言ってなかった。

　だって、付き合ってもいないのに何度もキスをしたり、ホテルで一緒に過ごしたりなんて、そんないい加減なことをしてるって知られたら、絶対に軽蔑されるから言えない。

「社長はトロントのフィルムマーケットだっけ？」

　華絵さんの言葉にうなずく。

　カナダの『トロント国こく際さい映えい画が祭さい』に併設されて行われるフィルムマーケットは、すぐれた映画を取り引きするために、世界中からセラーやバイヤーが集まる。

　もちろんシネマボックスからも、洋画の版権を買い付ける映像契約部のバイヤーが毎年参加していた。

　期間中は朝から晩まであちこちで開催される試写会をはしごして、一日何本も映画を見る。その間に製作中の脚本にも目を通し、世界中の映画制作会社と交渉し契約する。

　とにかく時間が惜しいからと、映画の内容が希望するものと違うと判断すれば試写会の上映開始十分で見切りをつけて席を立ち、違う試写会の会場へ向かう、なんてこともよくあるらしい。

　売る側も買う側もかなりシビアな世界だ。海外の映画の配給権を獲得する仕事は、精神的にも肉体的にもよっぽどタフじゃないとやっていけないくらい厳しい。

　きっと社長も忙しくしてるんだろうな。

　映像契約部の人から聞いた話だと、社長は自ら映画を選び買い付け交渉をする上に、毎晩のように開催される関係者のパーティーにもひっきりなしに呼ばれるようだ。

　もともと大手配給会社勤務で顔が広い人だし、アメリカで働いていた頃の人脈もある。アメリカではパーティーでよく女優さんのエスコートをさせられてたなんて言ってたし。たくさんの映画関係者や綺麗な女優さんに会ったりして、私のことなんて思い出しもしないんだろうな。

　私は遠い場所にいる人のことを思って、ため息をついた。




　その日、先輩の古賀さんに食事に誘われた。

　いつもお世話になっている古賀さんの誘いに、喜んでうなずく。

「この前はハンバーガーをおごってもらったし、かわいいお土産ももらったし、今日は私が出しますね」

　そう言うと、古賀さんが「いいのに」と困ったように笑う。

　古賀さんの眉を下げた優しい笑い方に、社長とは全然違うな、と思ってしまった。

　社長はいつも、笑い顔を隠すようにうつむいて肩を震わす。でも、髪の間からシワが寄った頬が見えるのが、無防備でものすごく色っぽい。

　……会いたいな。社長に。でも、会いたいと思っているのは、私だけなんだろうな。

　そう思うと、切なくなる。

　古賀さんが連れてきてくれたのは、こぢんまりとした韓国料理屋さんだった。店内のあちこちに置かれたカラフルな小物がレトロでかわいい。

　キムチとお肉の焼けるいい匂いに、食欲が刺激される。

　ふたりがけの席に向かい合って腰を下ろすと、スーツを脱ぎながら古賀さんが苦笑した。

「この前は韓国に出張へ行ったのに全然韓国料理を食べられなかったから、無性に食べたくて」

「そうなんですか？」

「だって、日帰りの弾丸出張だよ。かろうじて移動の車の中でお弁当を食べたくらい」

「わ、それは大変でしたね」

　せっかくの海外出張なのに、ゆっくりご飯も食べられないなんて……。

　思わず同情してしまう。

「でも、そんなに慌ただしかったのに、わざわざ私にお土産を買ってくれたんですか？」

「うん。たまたま帰りの空港でかわいい雑貨が並んでるのを見て、有川さんのことを思い出したから」

「嬉しいです。ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げると、古賀さんは照れくさそうに笑った。

　キムチに、ナムルの小鉢、テーブルの上の小さな七輪で焼くお肉など、注文した料理は、どれもとてもおいしかった。

　私が初めて見る銘柄の韓国ビールを飲んでいると、古賀さんがチラチラとこちらを見ている。

　もしかして口の周りにごはん粒でもついてるかな、と首をかしげながら手で確かめると、古賀さんに笑われた。

「有川さんって、ほんとうちの犬に似てる。うちの犬も、目が合ったら不思議そうに首をかしげてじっと見つめてくるんだよね」

　肩を揺らしながらそう言われ反応に困っていると、古賀さんがスマホを取り出して「写真見る？」と聞いてきた。

「見たいです！」

　うなずくと、すぐに画面をこちらに向けてくれた。

　クリーム色の、ちょっと丸顔気味なミニチュアダックス。とろんと垂れた柔らかそうな耳と、うるうるの上目遣いでカメラを見る表情が愛らしい。

「かわいいですね！」

　古賀さんがデレデレになるのもわかる。こんな表情で見つめられたら、思わず抱きしめてなで回したくなる。

「有川さん、犬好き？」

「大好きです！　小さい頃、うちの実家で黒い柴しば犬けんを飼ってたんですよ。眉のところに白い斑点がある子」

　指で自分の眉のところに丸を作ってみせる。

「黒柴、かわいいよね。まろ眉っぽいやつでしょ？」

「そうですそうです！」

　どんな犬かわかってもらえたのが嬉しくて、身を乗り出してうなずく。

「じゃあ結婚したら、犬を飼いたいと思う？」

「いつか買うのが夢ですねー」

「俺も。大型犬は無理だろうけど、室内犬ならいけるかなって思ってるんだ」

　なんて言って笑い合う。

　古賀さんは、やっぱり実家でかわいがっているのと同じミニチュアダックスを飼いたいのかな。

　もし社長が犬を飼うとしたら、どんな犬を選ぶんだろう。ジャーマンシェパードとかドーベルマンとか、きりっとした大型犬が似合いそう……って、それはそのまま社長のイメージか。

　そんな想像をして、なにをしていても社長のことを考えてしまう自分に、ハッとした。慌てて首を横に振り、社長の姿を頭から追い出す。

　社長のことを思い浮かべるだけで顔が赤くなっちゃうからダメだ。

　熱くなった頬を両手で押さえていると、古賀さんが私の顔をのぞき込んできた。

「有川さん、顔赤いけど酔っちゃった？」

「い、いえ。全然大丈夫です！」

　社長のことを考えてたから顔が赤いんです、なんて言えるわけがなく、ひたすら首を横に振る。

「そ？」

　不思議そうな古賀さんに、私はぶんぶんとうなずいてごまかすように箸を持つ。

「有川さん、犬が好きならさ、今度うちの実家に遊びに来ない？」

　唐突にそんなことを言われて、瞬きをした。

「え？　実家ですか？」

　きょとんとしていると、古賀さんが慌てて言い直す。

「あ、いきなり実家に誘われても困るよね。あまりに有川さんがうちの犬に似てるから会わせたくなっちゃって」

「自分ではよくわからないですけど、そんなに似てますか？」

　焦った様子の古賀さんに、見せてもらった愛犬の写真を思い出しながらクスクス笑う。

　よっぽど犬好きなんだなぁと思っていると、バッグに入れていたスマホが震えだした。

　画面には、知らない番号。たぶん、海外からの着信だ。

　不思議に思っていると、古賀さんが「電話？」と聞いてきた。

　うなずいて「ちょっと出てきますね」と断って席を立つ。

　海外からなんて、いったいだれだろう。

　お店の出口のそばの通路で「もしもし」とスマホに耳を当てると、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

《有川？》

　そう耳元で名前を呼ばれ、目を見開く。

「しゃちょ……っ？」

　驚いて大声を上げそうになり、慌てて手で口を覆う。

《なにひとりで叫んでんだよ。お前は相変わらず騒がしいな》

　電話の向こうでからかうような口調で言われ、私は頬を膨らませる。

　だって、海外にいる社長から突然電話がかかってきたら驚くに決まってる。それに、社長に電話番号を教えた記憶はないのに、どうして知ってるんだろう。

「なんで私の番号……」

　私がつぶやくと、《バカか》と小さく笑われた。

《そんなの、調べたらすぐにわかるだろ》

　言われてみればそうか。私の電話番号は会社にも教えてある。

「なにか急ぎの用事ですか？」

　仕事の電話かな、と思ってたずねると、あきれたように社長が言う。

《別に用事なんてない》

「用事がないなら、なんで……」

　用もないのにわざわざ私の電話番号を調べて海外からかけてきてくれるなんて、どうしたんだろう。

　すると、電話の向こうで社長がふっと小さく笑った。

《ただ、お前の声を聞きたかっただけ》

「……っ!!」

　甘いささやきに、叫びそうになった口を慌てて手で押さえた。

「そ、そうやって、からかわないでください……っ！」

　社長のせいで、お店の中なのに絶叫しそうになった。なんとか落ち着こうと深呼吸を繰り返す。

《別にからかってないけど？》

　楽しげなその声から、動揺する私をおもしろがっているのが伝わってきて、頬を膨らませた。

　私がこんなに社長を好きで、些細な言動にものすごく振り回されてるっていうのに。人の気も知らないでこうやってからかうなんて……。本当に社長は意地悪だ。

《今なにしてた？》

「ご飯を食べてました。古賀さんと」

《……はぁ？》

　私の言葉に、不機嫌そうに社長の声が低くなる。

《ふたりで？》

「はい」とうなずくと、《むかつく》と短く返された。

　ご飯を食べている私にむかついてしまうほど、社長はカナダで忙しくしてるのかなと首をかしげる。

《お前、そうやってまた口説かれて簡単にほだされるなよ》

「なに言ってるんですか。古賀さんが私なんかを口説くわけないですよ。さっきも、ご飯を食べながら犬の話をしてましたし」

　犬好きの古賀さんとの会話を思い出しながら言う。

《犬？》

「私、古賀さんの実家の愛犬に似てるそうです」

《……なんだそれ》

　私の言葉に社長が吹き出す。

《あー。でも、確かにお前犬っぽいよな。名前を呼んだら尻尾振って走ってくる感じとか》

「だから、尻尾なんてついてませんってば！」

　また私をからかってるのが伝わってきて、思わず顔をしかめる。

「社長はなにをしてたんですか？　今トロントは朝ですよね？」

《こっちの知り合いにパーティーに連れ回されて、やっとホテルの部屋に戻ってきたとこ。でも、シャワー浴びたら試写会に行く》

「寝ないでですか……!?」

　目を見開くと、《あぁ》と不機嫌そうな相槌が返ってきた。

《忙しくて、寝る暇もない》

「む、無理して倒れないでくださいね」

　心配の声を上げると、長いため息が聞こえてくる。

《こっちがやっと時間を見つけて電話したら、お前は人の気も知らないでふらふらしてるし……》

「ふらふらなんてしてないですよ」

　社長は私をひとりにしていたら、迷子になるとでも思ってるのかもしれない。

　子供扱いされているのが悔しくて、頬を膨らませながら反論する。

《相変わらず無自覚かよ》

「なにがですか？」

　きょとんとしていると、電話の向こうからカチャッと金属の擦れる音が聞こえてきた。

　なんの音だろうと考えて、ハッとする。

「社長、まさか煙草吸ってないですよね？」

《なんで？》

「ライターの音が聞こえました」

　私がそう指摘すると、社長がふっと笑った。

《あぁ。イライラするから吸いたいなと思ってた》

　きっと、無意識にライターをいじっていたのだろう。

「ダメですよ。せっかく禁煙してるのに」

《どうしようかな。イライラをまぎらわしてくれるやつもいないし。こっちで他に誰か代わりを探そうかな》

　クスクスと小さな笑い声とともに聞こえてきた言葉に、私は目を見開いた。

　禁煙のイライラをまぎらわす相手をカナダで探すなんて……。

　社長の唇が他の女の子にキスをする様子を想像して、慌てて首を横に振った。

「そんなの……、もっとダメですっ！」

《冗談だ、バァカ》

「冗談でもダメですからね！」

　青ざめて必死に叫んだ私に、社長が楽しげに笑う。

《あー……。この電話に手を突っ込んで、お前をこっちに引っぱり出せたらいいのに》

　社長は独り言のようにそう言った。

「私は禁煙グッズでも、便利道具でもありませんよ」

　女の子扱いどころか、人間扱いもされてない。

《わかってるよ》

　ふてくされる私に、社長が優しく言う。

　電話越しに耳をくすぐる甘い声に、きゅんと胸が締めつけられた。

　早く会いたい。社長の顔が見たい。この声を直接聞きたい。

「社長は来週日本に戻られるんでしたよね」

《予定だと、来週の火曜だな》

「まだ、あと一週間もあるんですね」

　改めて、そんなに長い間社長に会えないんだと実感して、スマホを持ったまましょんぼりとうつむく。

　声を聞いた分、余計に寂しさを感じてしまう。

　そんな私の気持ちを見通したように、社長が電話の向こうでクスクスと笑った。

《早くキスしてほしい？》

　突然そう聞かれ、顔が真っ赤になる。

「な……っ、そんなこと、ないです……っ!!」

《ふーん》

　必死に否定する私を、社長はまったく信じてないようだ。

《ま、あと一週間で帰るから、お利口にご主人様の帰りを待ってろよ》

「ご主人様って、私は犬じゃないですってば」

《そうだったっけ？》

　ただからかわれているだけなのに、私は社長のものだって言われてるみたいで嬉しいと思ってしまう。

　ぎゅっとスマホを握り、ドキドキしながら口を開く。

「でも……お利口に待ってたら、なにかご褒美くれますか？」

　恐る恐るたずねると、社長は優しい声でうなずいた。

《わかった。なにか考えとく》

　電話越しのその声の甘さに、どうしようもなくきゅんとする。

　早く会いたい。早く社長の顔を見たい。早くキスしたい。

「社長……」

　電話を切るのが名残惜しくてそう呼んだけれど、続きの言葉が出てこない。

　もじもじと口ごもっていると、電話の向こうで社長がふっと笑った。

《有川》

　ささやくように名前を呼ばれ耳を澄ますと、耳元で《チュッ》と小さなキスの音が聞こえた。

「……っ!!」

　まるで耳元に優しいキスを落とされたように錯覚して、心臓が飛び跳ねる。

　声にならない叫びを上げると、社長が電話の向こうで吹き出して笑った。

《……じゃ、お利口に家に帰って寝ろよ》

　動揺する私をからかうようにそう言って、電話が切れた。

　画面が暗くなったスマホを胸に抱きしめ、ずるずるとその場にしゃがみ込む。鼓膜を震わせた電話越しの社長のキスに、腰が砕けてしまってもう立てない。

「もうーっ!!」

　本当に、どうしていいかわからないくらい社長が好きだ。

　私はしばらくその場から動けず、ひとりで頭を抱えてうなっていた。




『もう一軒行こう』という古賀さんの誘いを断わり、家へ帰ることにした。古賀さんといても社長のことばかり考えてしまって上の空になってしまうから。

　耳元に残る社長の甘い声を何度も思い出し、思わず緩みそうになる顔をしかめながら早足で駅へと向かう。

　人の行き交う駅の中で改札を通ろうとしていると、反対側から歩いてきた男の人がじっとこちらを見ているのに気づいた。

　三十代くらいの、背が高い黒縁の眼鏡をかけた男の人だ。

　誰だろう。見覚えはないけど、仕事関係の人かな。

　そう思いながら小さく会釈をしてすれ違おうとすると、その人が私の前で足を止めた。

「もしかして、シネマボックスの社員の人？」

　やっぱり仕事で会った人なのか、と私も足を止める。

『はい』と返事をする前に、その人は話し始めた。

「この前、試写会で『ルイーズ』見たよ。そのとき踊ってたの、あんただろ」

「ええと……」

　戸惑いながらうなずく。

　この前の試写会イベントはあくまで女性誌の読者限定だったから、男性は取材に来てくれたマスコミの人か雑誌の関係者くらいしか来ていなかったはずだ。

　どこの人だろう、と思っていると、ぞんざいな仕草で名刺を突き出された。

「この辺、会社のそばだなとは思ってたけど、偶然会えるとは思わなかった」

　独り言のような言葉を聞きながら、慌てて受け取り自分の名刺を渡す。そして、もらった名刺を見下ろす。

　そこには、【映画評論家　小お笠がさ原わら浩こう二じ】と書かれていた。

「小笠原さん……」

　何度か名前は見たことがある。雑誌やネットで映画の評論を発表している評論家だ。こちらで招待した記憶はないから、きっと雑誌の編集さん経由で来てくれたのだろう。

「雑誌に紹介記事を載せたいからって評論を頼まれて『ルイーズ』の試写を見たんだけど、駄作だな」

「え……？」

　耳を疑うような言葉に驚いて、顔を上げた。

「時間の無駄だった。見る価値もない」

　冷たい声で遠慮のない言葉を叩きつけられ、混乱する。

「一応依頼されたから批評は書いたけど、読む？」

　呆然としながらうなずくと、Ａ４の紙にプリントアウトされた原稿を渡された。

　震える指で受け取り、文字を目で追う。

「ひどい……」

　こんな批評、まるで中傷だ。

　最初から公平な目でこの映画を見ようとなんてしていない。粗あらを探すように汚い言葉を並べた、人を傷つけるためだけに書かれた文章。

『ルイーズ』のキラキラした大切な部分が、この人の言葉で汚されたような気がしてショックを受けた。

「雑誌の編集にこの原稿を渡そうと思ってるんだけど、文句はねぇよな？」

　そう聞かれ、慌てて小笠原さんに視線を戻した。

「や、やめてください、こんなひどい批評……！」

　こんなものが雑誌で紹介されてしまったら、『ルイーズ』に傷がついてしまう。せっかく興味を持ってくれた人でも、この記事を読んだら映画を見るのをためらってしまうような内容だ。

　顔色を変えた私を、小笠原さんはおもしろがるように見て首をかしげる。

「なんでもするって言うなら、考えてあげてもいいよ」

「え……？」

　言われた言葉の意味がわからなくて、瞬きをする。

「この記事を雑誌に載せるかどうかは、あんた次第かな」

「私……？」

　意味ありげな言葉に眉をひそめると、小笠原さんは言いたいことは言ったというように、私に背を向け去っていった。

　ひとり残され、手に持った原稿を呆然と見下ろす。

　小笠原さんは、いったいどういうつもりなんだろう。こんなひどい記事を書いて、わざわざ私に見せるなんて。

　どうしていいのかわからなくて、原稿がプリントアウトされた紙をぎゅっと握った。




　部長に相談したほうがいいのかな。それとも、社長に……。

　昨夜、小笠原さんから渡された『ルイーズ』の批評のことが頭から離れなくて、仕事中もため息ばかりついてしまう。

　だけど、『あんた次第』という言葉が気になって、私は相談をためらっていた。

　私ひとりでどうにかできる問題なら、ヘタに大事にしないほうがいい気がする。わざわざ私に声をかけてきたんだから、すぐに雑誌に載せるつもりじゃないんだろうし。なにか思惑があるのかもしれない。

　そんなことを考えていると、華絵さんに「美月ちゃん元気ないね」と声をかけられた。

「あ、いえそんなことは……！」

　慌てて笑顔を作って顔を上げると、華絵さんは心配そうな表情で私を見ていた。

「あんなニュース、気にしなくていいと思うよ」

　慰めるような言葉に、不思議に思って首をかしげる。

「あんなニュースって、なんですか？」

　ぽかんとした私を見て、華絵さんは『しまった』という顔をして口を手で覆う。

「あ。ニュースを見て落ち込んでたんじゃないのね。ごめん、なんでもない」

「なんでもないって言われたら、余計気になりますよ」

　あからさまにごまかそうとする華絵さんに、「ニュースってなんですか？」としつこく聞くと、渋々口を開いてくれた。

「いや、ほら、ネットニュースに社長が載ってたから……」

　そう言われ、急いでパソコンでサイトをのぞく。

　芸能ニュースの中からトロント国際映画祭の記事を見つけて開くと、社長の写真が飛び込んできた。

　スーツ姿で微笑む社長が、背の高い女の人の腰を抱きキスをしている写真だった。

　相手は、腰に届くほどの綺麗なストレートの黒髪に、体のラインがはっきりわかるシンプルなワインレッドのドレスを着ている。エキゾチックな印象の美女だ。

　その赤い口紅が塗られた綺麗な唇に、社長が微笑みながら顔を寄せていた。

「……っ！」

　社長の唇が、他の女の人とキスを……。そのことがショックで言葉に詰まる。

　写真には、【カナダの映画祭で、元女優の篠原紗英が映画業界で噂のイケメン社長と熱烈キス】なんて煽あおるような見出しがつけられていた。

　背が高く端正な顔立ちの社長と、スタイルがよく色っぽい女優さんは、そのままで映画のワンシーンになりそうなほどお似合いだ。

　社長がこんなふうに微笑みかけるなんて、よっぽど親しいに違いない。恋人、なのかな……。

　そう思うと、胸が握りつぶされるように痛んだ。

　篠原紗英……。

　声には出さず心の中でつぶやいて、ハッとした。

　そういえば、その名前を最近聞いた気がする。確か、古賀さんと話しているときだ。

　五年前、シネマボックスの新社長に就任して初めて手がけた映画。あのとき、恋人との映画デートをスクープされたのが、女優の篠原紗英さんだったはずだ。

　それがきっかけで、ふたりは親しくなったのかな。

　写真の中のふたりは見惚れてしまいそうなほどお似合いで、私のつけ入る隙なんて少しもなかった。

　やっぱり社長は別世界の人なんだと思うと、胸がきしむように痛んだ。




　とても仕事に集中できる気分じゃなくて、必要最低限のことだけ片付けて家に帰ろうとしていると、誰かがふらりとオフィスに入ってきた。

「有川さん、いるー？」

　遠慮のない声で呼ばれ顔を上げると、そこにいたのは小笠原さんだった。

「いったい、会社になんの用ですか？」

　慌てて小声で言って駆け寄ると、「話があったから」と平然と笑う。

「これ、この前落としてたよ」

　小笠原さんは、指先で挟んだメモをヒラヒラと動かす。

　それを見て、目を見開いた。

　イベントの翌朝、ホテルに社長が残していったメモだ。

　道端で焦りながら名刺を取り出すときに、落としてしまったんだろうか。

　慌てて小笠原さんの手からメモを奪おうとすると、ひょいと手を上げられ唇を噛む。

「これって、黒瀬の字？」

　必死で手を伸ばす私をあしらいながら、再びヒラヒラとメモを振って小笠原さんがそう聞く。

　ずばり当てられて、かっと頬が熱くなる。なんとかごまかそうとうつむくと、「あんた、ほんとわかりやすすぎ」と嘲るように笑われた。

「黒瀬と、そういう関係なんだ？」

　明らかに一緒に夜を過ごしたことがわかる文章に、小笠原さんが冷たく言う。

　どうして私はこのメモを落としてしまったんだろう。自分の不注意さに腹が立った。

「お願いだから、やめてください……」

　会社でこんな話をされたら、社長に迷惑がかかる。そう思って必死に奥歯を噛みながら声をひそめて懇願する。

「ふーん」

　動揺を隠し冷静でいようとする私を、小笠原さんがおもしろがるように見ていた。

「あれ、小笠原さん」

　オフィスでそんなやりとりをしている私たちに気づいて、保元部長が近づいてきた。評論家の小笠原さんとは顔見知りなのか、親しげに声をかける。

「保元部長、お久しぶりです」

「今日はどうしたの？」

「ちょっと個人的に有川さんに用があって」

　小笠原さんは涼しい顔で言いながらこちらに目配せをする。そして部長の視界に入らない角度であのメモを私に見せながら、「有川さん。これから少し付き合ってもらってもいい？」と人のよさそうな声色で言った。




　会社近くの静かなカフェの奥の席に、ふたりで向かい合って座る。

　運ばれてきたカフェラテに口をつける気にもなれず、黙って白い湯気を眺めていると、小笠原さんにため息をつかれた。

「あんたって、か弱そうな顔して意外と図太いんだね」

「どういう意味ですか？」

　部長と話していたときとは別人のような態度でつまらなそうにつぶやかれ、眉をひそめた。

「ニュース見ただろ。篠原紗英と黒瀬がキスしてるの。自分がただの遊び相手だって思い知って、落ち込んで泣きじゃくってるか怒り狂ってるかと様子を見に来たのに、意外と冷静でつまんねぇ」

　そう言いながら、ぽいっとメモをテーブルの上に投げられた。

　慌てて拾い、手のひらの中にぎゅっと握る。

「それとも、自分は最初から都合のいい遊びの女だって、割り切ってたの？」

「そんなこと……」

「悪いこと言わないからやめたほうがいいよ、黒瀬なんて。金のために女を利用してもなんとも思わないヤツだから」

「どういう意味ですか？」

　明らかに悪意のある言葉にぎゅっと眉をひそめると、小笠原さんは投げやりな口調で言う。

「五年前だってそうだ」

「五年前……？」

　小笠原さんの言葉を繰り返すと、冷ややかな視線でこちらを見る。

「知ってるか？　五年前のこと」

「社長がシネマボックスに移って、初めて公開した映画のことですか？」

　戸惑いながら聞くと、小笠原さんが小さくうなずく。

「黒瀬は映画の話題作りのために、篠原紗英を利用した。スキャンダルをでっち上げ、週刊誌にネタを流した。映画をヒットさせ金をもうけるために、あいつは自分の恋人を売ったんだ」

「恋人……？」

　その言葉に、息を呑む。

　恋人って、社長と紗英さんが……？

　ネットニュースに載ったふたりのキスをする姿を思い出して、心臓が握りつぶされたように息苦しくなる。

「その頃、ちょうど紗英が撮影中だった映画の監督とあの映画を見に行って、そのときの写真を不倫だと週刊誌が大きく取り上げた。確かにその監督には妻子があったし、女優との不倫疑惑が何度か出たことのある男だったけど、紗英がそいつと不倫をするわけがないんだ」

　小笠原さんが一度言葉を区切ってこちらを見る。そして、私が真剣な顔で話を聞いているのを確認すると、ゆっくりと口を開いた。

「あいつは黒瀬のことがずっと好きで、ふたりは付き合ってたんだから」

　ショックで、体が強張った。メモを握りしめたままの指先が震える。

　カナダでキスをしている写真を見て、もしかしたらとは思っていたけど、実際に聞くとショックだった。

　私がうつむいていると、小笠原さんは社長のことが憎くて仕方ないというように声を荒げた。

「紗英はそのスキャンダルが原因で芸能界を追われて、女優を引退した。まだまだこれからいろんな作品に出演できる、可能性のある女優だったのに。恋人だった黒瀬に裏切られ、すべてを失って海外に移住した」

「そんなの、信じられません」

　振り絞るように言った私の言葉は、かすかに震えていた。

　社長が、そんなことをするはずない。いくら映画のためとはいえ、恋人のスキャンダルをでっち上げて利用するなんて。

　そう思いたいのに、ひどく動揺してしまう。

「今回だって、アメリカでようやく成功した紗英を、あいつはまた騙したに決まってる。紗英がずっと自分に惚れているのを利用したんだ」

「今回……？」

　首をかしげていると、小笠原さんの鋭い視線がこちらを見据える。

「あんただって、利用されてるだけだ。自分の思いどおりに動くように、都合のいい甘い言葉で騙されてるだけだって気づけよ」

　冷たく言われ、私は口をつぐんで首を横に振る。

　ぎゅっと歯を食いしばりながら思い出すのは、社長のうつむきがちの笑顔。

　目的のためなら手段を選ばない冷血社長だなんて噂されていた。私も少し前まではそう思っていた。だけど、今は違う。

　社長はぶっきらぼうだけど優しくて、まっすぐな人だ。あの社長がそんなひどいことをするなんて、信じられない。

「もし俺が、『ルイーズ』の評論を雑誌に載せないかわりに俺と寝ろって言ったらどうする？」

「……え？」

　突拍子もない質問に驚き、眉をひそめた。

「黒瀬にそう言ってみろよ。きっとあいつは平然とあんたを俺に差し出すよ」

　投げつけるように吐き捨てられた言葉が、胸に刺さる。

　あまりにショックで呆然としていると、小笠原さんはテーブルに置かれた伝票を持ち立ち上がった。

「そうだな。来週の水曜まで待ってやる。それまでに連絡して来なかったら、あの批評は雑誌の編集に渡すから」

　とても思考が追いつかず、青ざめながら小笠原さんのことを見上げる。

　そんな私に、彼は顔をゆがめて笑った。

「あんたが映画のために他の男とも寝る覚悟があるって知ったら、ちょっとは役に立つ使える女だって黒瀬に見直してもらえるかもよ？」

　小笠原さんの発した言葉の棘とげに、私はなにも言い返せず、店を出ていくその姿をただぼんやりと眺めていた。










彼の言葉




　週が明けた月曜日。会社はカナダから届いた知らせに浮かれてお祭り騒ぎだった。

　トロントのフィルムマーケットで一番の話題作だった洋画の配給権を、シネマボックスが獲得したからだ。

「あの映画、インディペンデント系の最大手の配給会社も狙ってたのに、うちで取るってすごいよな」

「さすが社長だよね。こんな話題作を配給できるなんて嬉しいなぁ」

　みんな喜びに浮かれながら、社長の手柄を口にする。

　公開前からすでに来年の賞レースの大本命に挙げられている大作。それをうちの会社で配給できるなんて誇らしい。だけど……。

　私だけ素直に喜べないのは、小笠原さんから五年前のことを聞いてしまったからだ。

　そして日本では、映画の内容はもちろん、違う理由でも話題になっていた。

　五年前、芸能界から姿を消した元女優の篠原紗英さんが、アメリカに移住して映画プロデューサーになっていたことが、トロントの映画祭で大々的に報じられたのだ。

　しかも紗英さんが手がけたのが、今回社長が配給権を獲得した映画だった。

　いろんな会社が欲しがる映画の配給権を、どうやって社長が手に入れたんだろう。もしかしたら社長はまた、彼女のことを利用して映画を手に入れたのかな。

　小笠原さんの言葉を鵜う呑のみにして疑ってしまいそうになる自分が嫌で、喜ぶみんなから目を背け、唇を噛んだ。

「社長、お帰りなさい！」

　そのとき誰かの声がして顔を上げると、オフィスに社長が入ってくるところだった。

　どうして……。帰国するのは明日のはずなのに。

　そう思いながら遠巻きに社長を見つめる。

「社長、早かったですね」

「向こうでの要件は大体片付いたから、あとは契約部に任せて切り上げてきた」

　出迎えた総務の社員にそう言いながら歩いてくる。

　八日ぶりに見るその姿に、胸がきゅんと締めつけられると同時に、どうしようもなく息苦しくなる。

　会いたかった。でも、会いたくなかった。

　社長がちらりとこちらを見て、目が合った途端、思いきり顔をそらしてしまった。動揺を悟られないように、息を殺してうつむく。

　なにか言いたげに口を開きかけた社長に気づかないふりをして、バッグにファイルをしまい、席を立った。

「私、倉庫で宣材整理してきます」

　保元部長に早口でそう告げて、逃げるようにオフィスを出た。




　オフィスとは別フロアにある倉庫。そこには、映画の宣伝のために使われる看板や垂れ幕、いわゆる宣伝材料が詰め込まれている。

　劇場に置かれる立体的なスタンド看板から、あちこちで配られるフライヤーまでおさめられているこの場所は、日焼けを防ぐためにいつもブラインドが下ろされていて薄暗く、少し落ち着く。

　ここにいれば、社長に会う心配はない。

　ふぅっと息を吐き出し、着ていたカーディガンのそでをまくる。

　今日は急ぐ仕事はないし、定時までここで整理をしよう。

　そう決意して、さっそく取りかかる。

　夢中になってダンボール素材の看板を綺麗にたたみ重ねていると、かたりと背後で音がした。

　なんだろうと後ろを振り返って、そこにいた人影に体を強張らせた。

　不機嫌そうに壁にもたれ、こちらをにらむその人。

「なに目が合った途端、逃げ出してんだよ」

　社長が私を見ながら言った。

「……逃げてなんていないです」

　ごまかしながらも、後ろめたくて顔をそらす。

　そんな私に、社長は壁にもたれていた体を起こし、険しい表情のまま近づいてきた。

「俺がいない間、またふらふらしてたんだって？」

「そんなこと……」

「保元部長が言ってたぞ。お前に会いにオフィスに男が訪ねてきてたって」

　小笠原さんのことだ。

　その瞬間、小笠原さんから聞いた社長と紗英さんの関係も思い出して、胸がずきりと痛む。

　私が口をつぐんで黙り込むと、社長は長いため息をついた。

「……ほんとお前は、人の気も知らないで」

　そう言われ、顔をしかめる。

　社長の気持ちなんて私が知るわけがない。だって、社長は本当のことをなにも言ってくれないんだから。

「一日早く帰るために、どんだけ仕事を詰め込んだと思ってるんだよ。それなのに、俺の顔を見た途端、隠れるようにこんなところに閉じこもって」

　うつむいているせいで顔にかかった私の髪を、長い指がすくい上げ耳にかける。

　それでもじっと自分の足元を見つめていると、社長は長身をかがめ顔をのぞき込んできた。

「……焦らしてるのか？」

　黒い瞳にじっと見つめられて、思わず想いがあふれた。

　社長のことが、好きで好きで仕方ない。彼がどんなにひどい男だったとしても、私のことを都合のいい女だと思っていたとしても、それでもいい。

　好きな気持ちが押さえきれなくて、泣きたくなる。

　今にもこぼれそうなくらい涙をためて口をつぐんだまま、首を横に振る。これじゃまるで駄々をこねる子供みたいだ。

　そんな子供じみた行動をする私を、社長が小さく笑う。指先で顎をつかみ、上を向かされた。

　潤んだ瞳で見上げると甘く微笑まれ、言葉にならない想いが込み上げてぐっと喉が苦しくなった。

「そうだ、土産がある」

　社長が思い出したように、ポケットからなにかを出してぽんと私の手のひらの上に置いた。見れば、自分では決して買わないような高級ブランドの口紅だった。

「俺はよくわからないから、向こうの知り合いにお前に似合いそうな色を選んでもらった」

　そう言いながら、私の腰に手を回し引き寄せる。

　だけどお礼を言う前に、その『知り合い』という言葉が引っかかって体が強張った。

「向こうの知り合いって、紗英さんですか……？」

　消え入りそうな震える声で問うと、社長はなぜ私が知っているのか不思議そうに眉を上げ、でも平然とうなずいた。

　社長と紗英さんがキスをする、映画の一場面のようなふたりの姿を思い出す。

　社長はこの唇で、あの綺麗な人とキスをしていたんだ。

　気まぐれでもいい。騙されていてもいい。社長にこうやって触れてもらえるなら、利用されているだけでもいいと、ついさっき思ったはずなのに、心が擦り切れるように痛んだ。

「……いらないです」

「は？」

　ぽつりと言った私の言葉に、社長が眉をひそめる。

「他の女の人が選んだお土産なんて、いりません……！」

　ぐっと歯を食いしばりながら首を横に振ると、社長が不機嫌な顔でこちらを見た。

「お前、なにいじけてんだよ」

　私は慌てて社長から顔をそらした。

　感情が高ぶって、涙があふれそうになるのを必死にこらえる。

　……やっぱり、嫌だ。他の人に触れた唇で、平然と私にキスをするなんて。

　嫉妬で、叫びたくなった。自分がこんなに嫉妬深くて欲張りだなんて知らなかった。

　そんな私の気も知らず、社長は私の体を抱き寄せる。

　会えなかった間、ずっと社長のことを考えてた。早くこの腕に抱きしめられたかったし、キスをしてもらいたかった。だけど……。

「や……っ！」

　紗英さんの次なんて嫌！

　反射的に社長の手を振り払う。すると振り払った腕が当たり、倉庫の棚に置いてあった私のバッグが落ちた。

　中に入っていたファイルが、バサッと音をたてて床に散らばる。

　その中に小笠原さんから渡された批評も入っているのを思い出して、ハッと顔色を変える。

　その私の表情を、社長は見逃さなかった。慌てて手を伸ばした先にある目的の紙を、私よりも早く拾い上げる。

　そこに書かれた文章に目を通し、社長は眉をひそめた。

「なんだこれは」

「それは……」

　威圧的な声で問われ、口ごもる。

「『ルイーズ』の批評か。誰が書いた文章だ」

「えっと、映画評論家の小笠原さんが……」

「小笠原？」

　その名前に、明らかに社長の声が低くなる。

「雑誌の映画紹介コーナーに、この原稿を載せるけどいいかって見せられて……」

　そう伝えると、社長は大きなため息をついた。

「くだらない」

　短く吐き捨てられ、私は驚いて目を見開いた。

「くだらないって……！　これが雑誌に載せられたら、『ルイーズ』の評判が落ちちゃいますよ!?」

「放っておけ。好きにさせればいい」

　慌てる私に、社長は興味をなくしたように原稿を突き返した。

『好きにさせればいい』なんて、なんでそんなことを……。

　呆然としながら社長のことを見つめる。

　社長にとっては、自分の会社で配給する何本もの映画の中の一本にすぎないんだろう。だけど、私は今までひとりでも多くの人に『ルイーズ』を見てもらうため、一生懸命頑張ってきた。

　それなのに、たったひと言で断ち切られたことがショックだった。

　全世界から注目される大作の配給権を獲得したから、『ルイーズ』のことなんてどうでもいいと思ってるのかな。

　日本で公開される単館系の映画の一年分の興行収入を全部まとめたとしても、ハリウッドの超大作一本分には遠く及ばない。お客さんはどの映画にも同じだけの金額を払い劇場に足を運ぶけれど、市場規模は天と地ほどの差がある。

　まるで紗英さんと私みたいだ、と思った。

　元女優で今はプロデューサーとして成功した美しく才能のある紗英さんと、平凡で無力な私。社長が男として、経営者として、どちらを大切にするかなんて考えるまでもない。

　映画の『ルイーズ』と一緒に自分も社長に見放されてしまったような気がして、歯を食いしばりバッグをつかむと、その場から逃げ出した。




　人が行き交う交差点をぼんやりと眺めていた。

　足早に歩くサラリーマン。楽しげに笑いながら進む女子高生。ベビーカーを押す若いお母さん。

　いろいろな人がいて、いろいろな人生があって、それぞれいろんな悩みがあって、それでもちゃんと生きている。悩んでいるのは私だけじゃない。

　それなのに逃げ出してしまった自分が情けなくて、歩道沿いにある花壇のレンガの上に腰かけ、はぁーっとため息をつく。

　なにをやってるんだろう。こうやって逃げ出しても、なんの解決にもならないのに。

　とはいえ、とても会社に戻る気にはなれなくて、うつむいて自分の足元を見る。

　社長のことだけじゃなく、小笠原さんの批評のこともちゃんと考えなきゃいけないのに……。

　しばらくそうしていると、どこからか視線を感じた。だれかにじっと見られてる気がする。

　不思議に思って振り向くと、まん丸の黒いレンズが至近距離でこちらに向いていた。

「わ……！」

　驚いて思わず後ずさる。パチパチと瞬きをしていると、レトロなカメラを持ったその男の人はこちらを見て笑った。

「こんにちは、美月ちゃん」

「如月監督……。なにしてるんですか？」

　パーカーにデニム。そして背中には大きなリュック。まるで高校生みたいな格好をしてカメラを構える如月監督に目を見開く。

　いったいいつからいたんだろう。

「八ミリフィルムで街を撮ってた」

「あ、これ、八ミリカメラなんですね」

　四角いカメラに細長い取っ手のついた独特の形。写真では見たことがあるけど、実物は初めてだ。シンプルで角ばっていて、なんだかかわいい。

　でも私には使い方がさっぱりわからなくて、首をかしげながら如月監督の手元を眺める。

「今撮ってる映画、なんか納得がいかないから八ミリの映像を挟み込んだらおもしろいかなって思って、昨日からあちこち撮ってたんだ」

「昨日からずっと、ですか？」

　驚いて聞くと、「うん」と当然のようにうなずく。

　よく見れば、監督の着ている服はかすかにくたびれているようだ。

　ひと晩中外にいたのかな。きっと寝食も忘れて夢中で撮ってたんだろう。監督にとっては、映画のために一日中外で撮影をすることなんて、苦でもないんだろうな。

「監督は本当に映画が好きなんですね」

　如月監督のいきいきとした表情に思わずため息をついてしまう。

　すると監督は不思議そうに首をかしげた。

「映画が好きなのなんて、俺だけじゃないでしょ」

「そうですけど……」

「俺なんかより、黒瀬のほうがよっぽど映画バカだと思うよ」

　社長の名前を出され言葉に詰まって黙り込むと、如月監督が「そうだ」と背負っていたリュックからタブレットを取り出した。

「俺と黒瀬が配給会社で働いてた頃の写真あるけど見る？」

　そう言いながら、タブレットに触れて四人の男女が写った写真を見せてくれた。

「わ……！」

「若いでしょ。入社したばっかりの頃。十年くらい前かな」

　写真の中には、無邪気に笑う社長の姿があった。今よりも髪が短くてラフな服装のせいか、とても若く見える。その横には如月監督。そしてその他のふたりに、私は目を見開いた。

「これ、篠原紗英さんと小笠原さんですか……!?」

　みんな若いけれど、しっかりと今の面影がある。まだ垢あか抜ぬけていない初々しい女の子といった感じの紗英さんと、少し照れくさそうな表情の小笠原さんが並んでいる。四人ともとても仲がよさそうだ。

「美月ちゃん、紗英と小笠原のことも知ってるの？」

　驚く私に、如月監督が首をかしげる。

「えっと、紗英さんはテレビで観たことしかないんですけど、小笠原さんはこの前、映画の評論のことでお会いして……」

　私がそう言葉を濁すと、監督は小さく肩を上げた。

「もしかして、小笠原にいじめられた？」

「いじめられたというか、ちょっと……」

　私の表情に監督はなんとなく事情を悟ったのか、あきれたようにため息をつく。

「あいつは昔から黒瀬のことをライバル視してるから、美月ちゃんにもきつくあたったんでしょ」

「いえ……」

　ぎこちなく首を横に振り、写真を見ながら監督にたずねる。

「みなさん、同じ配給会社で働いていたんですか？」

「そう。四人とも映画が好きであの会社に入社して、いっつも酒を飲みながらあーだこーだと映画のことを暑苦しく語ってたんだよ」

「知りませんでした……」

　小笠原さんが社長と昔からの知り合いだったなんて。

「俺は仕事をしているうちに、配給するよりも制作に興味を持って制作会社に移って助監督をやってたんだよね。小笠原は宣伝のコピーとか考えているうちにおもしろい文章を書くって評価されるようになってフリーの評論家になって、紗英は映画監督に見初められて映画に出てくれって口説かれて、デビュー作から一気に注目されてあっという間に人気女優になって。今はそれぞれいろんなことをしてるけど、一番意外だったのは黒瀬が会社を移ったことかな」

　しみじみと語る監督に、私は首をかしげた。

「社長ですか？」

　社長は四人の中で唯一ずっと配給に関する仕事をしているのに、どうしてだろう。配給会社の社員から監督や女優になるほうがずっと意外に思えるのに。

「あいつ、本当に仕事ができる男だからさ、前の会社で笑えないくらいの年俸をもらってたの。実際、良作を見つけ出す嗅覚に長けて、行動力も才能もあったから、もらった金額以上の働きは十分にしてて、将来はアメリカ本社の役員入り間違いないんじゃないかって噂されてたくらい」

　八ミリカメラのファインダーをのぞきつつ、如月監督が続ける。

「でもさ、シネマボックスの前社長に口説かれて、すっごい年俸も役員の椅子も簡単に手放して会社辞めちゃったんだよね。みんな驚いたよ」

　そのカメラがこちらに向いた。黙り込んだままの私をじーっと撮影しながら監督が笑う。

「だってさ、その頃のシネマボックスなんて、よっぽど映画好きじゃないと名前も知らない小さい会社でさ。いくら社長だといっても、給料四分の一くらいになったんじゃないかな。不思議に思って聞いたの。『前の会社にいたほうが金だってたくさんもらえるし、興行記録を塗り替えていくような大作映画にどんどん関われるのに、なんでわざわざそんな小さい会社の社長になったんだよ』って」

　私はうなずきながら息を呑んで言葉を待つ。

　今から五年前の社長は、なんて答えたんだろう。

「そしたらあいつ、『興行記録のランキングに名前を連ねるような大衆に受ける映画だけが、誰かの人生を変える一本になるわけじゃない』って。『小さな映画館でひっそりと上映されていた映画が、その人の生涯忘れられない一本になることもある。その運命みたいなめぐり合わせをひとりでも多くの人に届けたい』って言ったんだ」

　その言葉に、胸が熱くなった。

　じわりと目尻に涙が浮かんで慌ててうつむくと、如月監督はカメラをこちらに向けたまま笑った。

「むかつくでしょ」

「……はい。むかつくくらいかっこいいです」

「だよね。もっとむかつくのはさ、社長に就任した途端どんどん業績上げていって、あっという間に会社を大きくしちゃったことだよね。今では全国で一斉にロードショーをかける大作も手がけるし、その大作で儲もうかった利益で、目立たないけど良質な映画を買い付けて丁寧に宣伝して世に出せる。おかげで、俺が撮るようなマイナー映画にも手を貸してくれるから感謝してるけどね」

　如月監督の話を聞きながら、ぐっと奥歯を食いしばった。

　私はなにを悩んで揺らいでいたんだろう。ちゃんと考えればわかる。あの社長が、『ルイーズ』を見放すはずないんだ。

　……じゃあなんで、好きにさせておけばいいなんて言ったんだろう。

　そう思っていると、如月監督は構えていたカメラを下ろし、中から黒いカセットのようなフィルムを取り出す。慣れた動作でフィルムを交換しながら口を開いた。

「映画に関わる仕事をしてるとさ、正直、好きだけじゃやっていけないこともたくさんあるんだよね。でも、仕事を始めたばかりの頃に夢を語り合ってた四人がそれぞれ頑張ってると思ったら、励みになるし刺激にもなる」

「それだけ仲がいいんですね」

　監督の言葉から四人の絆きずなが伝わってきて思わずため息をつくと、監督は嫌そうに顔をしかめた。

「仲良くないよ。ライバルだもん」

「ライバルですか？」

　その言葉を意外に思って聞き返す。

　同じ映画業界とはいえ今はそれぞれ違う仕事をしているのに、それでもライバルと思っているなんて。

「いつもすげぇ嫉妬してる。仕事を成功させて会社を大きくした黒瀬のことも、日本で女優として成功したのにすべて捨ててアメリカでプロデューサーになった紗英のことも、鉛筆一本と自分の感性だけで評論家として食ってる小笠原のことも、みんな俺にはできないことをしてるのがすごいむかつくし、絶対負けたくないって思う。だから俺は俺にしかできないことをやるしかないんだけどさ」

　監督がふてくされながら言った。

　相手を嫌いだからライバルなんて言ってるわけじゃなく、それぞれの才能を認めているから負けたくないんだ。監督の言葉からそんな思いが伝わってくる。

「みんなそれぞれ、お互いのことをそう思ってるんですか？」

「そうじゃない？」

「小笠原さんも社長も、ですか？」

　少しためらいながらそう聞いてみる。

「たぶんね」

　当然のようにうなずかれて、胸が熱くなった。

　社長がどうして小笠原さんの書いた『ルイーズ』の評論に真面目に取り合わなかったのか、わかった気がした。

　じっとしていられなくて勢いよく立ち上がった私を、如月監督がきょとんとして見上げる。

「どうしたの？」

「ちょっと、小笠原さんと話してきます。如月監督、ありがとうございます！」

「なんだかよくわかんないけど、どういたしまして」

　ケラケラと笑いながら手を振ってくれる監督に深く頭を下げ、私は走りだした。










どうしても大好きな人




　如月監督と別れた私は一度会社に戻り、自分のデスクに置いてあった名刺ファイルから小笠原さんにもらった名刺を探し出した。書いてある番号に電話をかけ「会って話をしたい」と伝えると、自宅の住所を教えてくれた。

　夕方、緊張しながらも自分に気合を入れ、言われた住所に向かう。

　着いた場所は、一階部分がレンガづくりになったレトロなマンション。その六階を見上げ、ふーっと大きく息を吐く。ぎゅっと手のひらを握りしめて、一歩踏み出した。

　インターホンを鳴らすと、鉄の扉が開かれる。

　開いた隙間から顔をのぞかせた部屋着姿の小笠原さんは、黒い眼鏡の奥の瞳で私のことを冷たく見下ろした。

「あの原稿を雑誌に載せないかわりに、俺に抱かれる気になった？」

　不愛想な口調で聞かれ、無言で首を横に振る。

　その場に立ったままじっと見つめていると、小笠原さんはあきれたようにため息をつき扉を大きく開いてくれた。

「とりあえず、入れば」

　そっけなく言われ、頭を下げる。

「ありがとうございます。お邪魔します」

　足を踏み入れて、室内の様子に驚いた。

　打ちっぱなしのコンクリートの壁がおしゃれな、十畳ほどのリビングには、壁一面、天井まで届くほどの大きなラックに映画のＤＶＤがぎっしりと詰め込まれていた。

　ダイニングテーブルには、パソコンが置かれているほか、映画のパンフレットや雑誌が積み上げられている。部屋の壁にはフライヤーが乱雑に貼られ、かけられたカレンダーには映画の試写会の日時や上映スケジュールがぎっしり書き込まれている。

　雑然とした部屋の中は、とにかく映画関係の物であふれていた。

「すごいですね……」

　圧倒されて思わずつぶやく。

　小笠原さんは、ダイニングテーブルの椅子を引っぱり出して乱暴に腰かけ、私を見た。

「まぁ、ここが俺の仕事場だから」

　小笠原さんは当然のように言うけれど、こんな映画漬けの生活、よっぽど映画が好きじゃないとやっていけない。小笠原さんも、映画が大好きなんだ。社長や如月監督と同じように。

　そう確信した。

「で、あんたはなにしにここに来た？　あの批評を載せないでくださいって土下座でもしてみる？」

　小笠原さんに冷たい口調で問われ、口を開く。

「今日カナダから帰国した社長に、小笠原さんからいただいた『ルイーズ』の批評を読まれてしまったんです」

「ふーん」

　私の言葉に、小笠原さんの眉がぴくりと上がった。無関心を装っているけど、本当は社長のことをすごく気にしているのかもしれない。

「私は、こんなものを雑誌に載せられたら『ルイーズ』の評判が落てしまうと焦っていたんですが、社長は『くだらない』と取り合ってくれませんでした」

「は！　かわいそうに。あんた、相手にもされなかったんだ」

　小笠原さんが愉快そうに肩を揺らす。

　だけど、苛立っているのだろう。笑いながらも神経がぴりぴりしているのが伝わってくる。

「そりゃ、元カノを利用してカナダで大きな映画の配給権を獲得して、話題を集めて大忙しだもんな。あんなマイナー映画や、平凡でつまらないあんたのことに構ってる暇なんてないか」

　わざと人を傷つけるような小笠原さんの言葉を聞きながら、私は静かにうなずいた。

「はい。私もそう思いました」

　その答えが予想外だったのか、小笠原さんが驚いたようにこちらを見る。

「でも、そう思ってしまった自分が恥ずかしいです」

　小笠原さんが眉を上げた。なにか言おうと口を開きかけたけど、その前にまた私が話しだす。

「サイトや映画雑誌を探し回って、小笠原さんの今まで書いた批評を読める分はすべて読みました」

　如月監督と別れた後、一度会社に戻って資料室を漁った。小笠原さんが連載を持っている雑誌のバックナンバーを探し、新しいものから古いものまで、読めるものはすべてチェックした。

　そして思った。この人は純粋に映画が好きなんだって。

「小笠原さんの書かれた批評は、ときどき毒舌だったり辛辣だったりするけれど、どれもその作品に携わった人たちへの敬意が込められてました。どんな映画でも、見る価値がないなんて乱暴で一方的な言葉を使ったことはなかった。映画を見る喜びにあふれた評論ばかりでした。小笠原さんが人気の映画評論家なわけがわかります。小笠原さんが書いた文章を読んだら、思わず映画館に足を運びたくなる」

　私が一気に感想を述べると、小笠原さんが眉をひそめた。不機嫌そうなその表情に、わずかに戸惑いが浮かぶ。

「なにをわかったようなこと言ってんだよ。黒瀬に見捨てられたからって適当に俺を褒めてごまかそうとしてんの？」

　イライラした様子の小笠原さんに、私は首を横に振る。

「この批評を読んだ社長に『好きにさせればいい』って言われたときはショックだったんですけど、小笠原さんの今まで書いた文章を読んでわかりました。小笠原さんはこの批評を公表する気なんてないって。こんな無理やり粗を探して中傷するような批評を出したら、小笠原さんの評論家としての名前に傷がつくだけだから」

　小笠原さんは口をつぐんだ。その表情を見ながら私は話を続ける。

「社長と小笠原さんは、同じ職場で働いていたんですよね？　その頃からずっと小笠原さんのことを知っていた社長は、小笠原さんの映画に対する誠実な姿勢を信じてたんです。きっと、こんな原稿を雑誌に載せる気がないってわかってた。だからまったく取り合わなかったんです」

　背筋を伸ばして断言する私に、小笠原さんは顔をしかめた。

「……むかつくなぁ」

　がりがりと頭をかきながらうつむく。

「ほんとあいつは昔から、なにからなにまで全部持ってて余裕で、むかつく」

　小笠原さんは椅子から立ち上がり、カウンターで区切られたキッチンへと歩いていく。

　冷蔵庫を開く後ろ姿を見つめていると、中から取り出した缶ビールをこちらに見せ「飲む？」と聞いてきた。

　少しためらってからうなずく。

　すると小笠原さんは少し意外そうに肩を上げ、缶ビールを二本持ってこちらに歩いてきた。

「ありがとうございます」

　無言で目の前に差し出されたビールを受け取り、プルタブを開けて口をつける。立ったままごくごくとあおると、それを見ていた小笠原さんが吹き出した。

「一気に飲むね」

「すみません。緊張して、喉が乾いていたので」

「あれで緊張してたのかよ」

　笑いながら小笠原さんがダイニングセットの椅子を引っぱり出し私に勧めてくれる。

「ありがとうございます」と頭を下げ腰をかけると、小笠原さんもビールを開け一気に喉を鳴らした。そして、はぁーと息を吐き出しながらこちらを見る。

「試写会であんたと踊る黒瀬を見てさ、あいつのあんな優しい顔を見るのは初めてで無性に腹がたったんだ」

「社長の優しい顔、ですか……？」

　どうしてそんなことに腹を立てるんだろう、と不思議に思って首をかしげた。

「入社したときから、あいつは同期の中でも群を抜いて仕事ができて、目立ってた。女からもモテて、いつの間にか紗英と付き合っていて。如月と黒瀬と俺と紗英と、いつも四人でつるんでた仲間だったのに、俺たちに黙ってふたりが付き合ってたのが許せなかった」

　その口調に、もしかして、と思う。

　ちらりと小笠原さんの顔をうかがうと、私の視線から逃げるように背を向けてビールをあおる。

「それだけならいいけど、紗英と付き合ってるのに黒瀬は冷たい態度ばかりとってた。とても恋人同士には見えなくて、紗英が不ふ憫びんだった。結局、映画の宣伝に利用されて日本の芸能界を追われて……」

　小笠原さんは当時の悔しかった気持ちを思い出したように、顔をしかめてため息をついた。

「それなのに、試写会であいつがあんたのことをあんなに優しくリードして踊ってるのを見て、無性にイライラした。他の女にそんなに優しくできるなら、どうして紗英にもっと優しくしてやんなかったんだよって」

「小笠原さんは、紗英さんのことが好きだったんですね」

　ぽつりとつぶやいた私の言葉を小笠原さんは聞こえないふりをしてビールを飲み、空になった缶をつぶす。そして立ち上がり、もう一度冷蔵庫へと歩いていく。

「もう一本飲む？」

　そう聞かれ、まだ半分以上残っているビールの缶を見下ろして「大丈夫です」と首を振る。

「いいから付き合え」

　小笠原さんはこちらを振り向きもせずに、ビールを二本、冷蔵庫から取り出した。

「あいつは昔から、仕事するときも女といるときも、いつも余裕そうな涼しい顔をしててさ。こっちは必死で仕事してんのにそれでも全然敵わなくて、悔しくてあいつの存在がコンプレックスで大嫌いだった」

　二本目のビールを押しつけられ、仕方なく手にしていたほうのビールを飲み干す。

「そんなこと、如月監督も言ってました」

　ふぅっとため息をついてから言うと、小笠原さんが意外そうに目を開いた。

「嫉妬するし、絶対負けたくないって。四人ともきっとお互いをそう思ってるって」

「んな、わけねぇよ」

　小笠原さんは少し戸惑ったように顔をそらし唇を噛む。

「黒瀬や如月にとっては、俺のことなんか眼中にあるはずがない」

　動揺しているその様子に、私は足元に置いたバッグを引き寄せた。

「これ、うちの会社の資料室に置いてあったファイルなんですけど、こっそり持ってきちゃいました」

　いろいろな雑誌の記事をスクラップしたファイルを取り出し手渡すと、小笠原さんが目を見開いた。

「うちで配給した映画の批評をまとめたファイルなんですけど、小笠原さんが書いた批評は、違う配給会社の手がけたものも全部スクラップされてました」

「こんなの誰が……」

　顔をしかめてページをめくっていた小笠原さんが手を止める。

　貼りつけられた記事の横に、掲載された日付けが手書きで書かれていた。

　右上がりの少しクセのある文字。これが誰の文字かなんて、昔から一緒に仕事をしてきた小笠原さんにはきっとすぐにわかるはずだ。

「黒瀬は俺のことなんて、気にも留めてないんだと思ってた……」

　小笠原さんは、書き留められた日付けをぼんやりと見下ろしていた。

「そんなことないです。社長も同じように小笠原さんの書く批評に嫉妬してライバル心を持っていると思います！」

　映画の宣伝にどんなに長い時間頭を悩ませ工夫しても、たったひとつの批評で動員数が大きく変わったりする。そんなとき、人の心を動かす文章をかけるその人に、ひどく嫉妬する。

　公平な立場から発信するからこその影響力。文章だけで人を劇場に向かわせたりためらわせたりできるなんて、毎日映画の宣伝のために駆け回っている私から見たら、まるで魔法使いだ。

　小笠原さんはそんな批評を書ける、一流の評論家。

　缶ビールを強く握りしめながら熱弁する私に、小笠原さんがふっと笑った。

「あんた、おもしろいなぁ」

「そうですか？」

　からかうような感心するような口調で言われ、私は気恥ずかしさをごまかすようにビールに口をつける。

「そういえば、さっきからずっと電話が鳴ってるみたいだけど大丈夫？」

　不意に言われ、慌ててバッグに目を落とす。中からスマホを取り出し画面を見ると、ものすごい着信数が表示されていた。

　いったい何事だと目を見開く。すべて、社長からの着信だった。

　横から画面をのぞいた小笠原さんが「うわっ」とつぶやいて顔をしかめる。

「なに、この着信数。あんた、なんかしたの？」

「いえ……」

　戸惑いながら首を横に振ったとき、部屋のインターホンが鳴った。

　驚いて顔を上げると、耳をふさぎたくなるほど連打される。

　思わず小笠原さんと顔を見合わせる。

　こんなにしつこくインターホンを押すなんて、いったい何事だろう。

　そう思っていると、待ちきれないというように玄関のドアが乱暴に叩かれた。

「小笠原。有川はそこにいるのか」

　ドアの向こうから低い声が聞こえてくる。

　聞き覚えのあるこの声は……。

「社長……？」

「小笠原、開けろ！」

　その瞬間、ガンと鈍い音がした。扉を蹴破りそうな勢いでドアが震える。

　なんで社長は私がここにいることを知っているんだろう。それに、どうしてそんなに怒ってるんだろう。

　困惑している私の横で、小笠原さんがぷっと吹き出した。

「小笠原！　今すぐここを開けろ！」

　ガン、ガン、と容赦なくドアが揺れる。

　だけど小笠原さんは笑っているだけで、ドアを開けようともしない。

　このままじゃ本気でドアを壊してしまうんじゃないかと焦って玄関に走り、解錠すると、一気にドアが開いた。

「しゃちょ……？」

　きょとんとした表情の私を見て、社長が強く体を引き寄せる。そのまま、室内にいる小笠原さんのことをにらんだ。

　こんな取り乱した社長を、初めて見た。

「……小笠原。お前、有川を部屋に連れ込んでなにしてたんだよ」

「なにをしてたと思う？」

　焦る社長をさらに煽るように、小笠原さんが意地悪な笑みを浮かべた。

　怒りを露わにして室内に向かおうとした社長を、私は慌てて引き止める。

「社長！　連れ込まれてないです！　私が自分で来たんです」

「はぁ!?」

　腕をつかむ私を、社長が険しい顔で見下ろした。

「『ルイーズ』の批評のことで話がしたくて」

「それだけのために、よく知りもしない男の部屋にひとりで来たのか!?」

　うなずくと、これでもかというくらい長いため息をつかれた。苛立ちと安あん堵どが半分ずつくらいの顔でにらまれる。

「……っとに、お前は相変わらず無防備にふらふらしやがって。男の部屋にひとりでのこのこ入んな、バカ」

「別にふらふらしてないです」

「お前はその無自覚さが余計に厄介なんだよ！」

　そんなやりとりをしていると、見ていた小笠原さんが吹き出した。

　その笑い声にむっとしたように社長が顔を上げる。

「黒瀬のそんな余裕のないとこ、初めて見た」

　珍しいものを見たとおもしろがる小笠原さんに、社長は舌打ちをすると不機嫌そうに口を開く。

「お前がなにを勘違いしてるのか知らねぇけど、俺はずっと余裕なんてなかったぞ」

「そんなことないだろ。誰よりも仕事ができて、女にもモテて」

「他人が努力してるところを、お前が見ようとしなかっただけだろ」

「でも、紗英の気持ちを利用して裏切った」

　ぽつりと言った小笠原さんに、社長は顔をしかめた。小さく息を吐き、頭をかく。

「それ、逆だからな。利用されてたのは俺のほうだよ」

「は？」

　逆って、いったいどういう意味だろう。

「あの頃『本命の男と付き合ってるのを隠したいから、恋人のふりをしてくれ』って紗英に頼まれてたんだよ。紗英と俺は付き合ってなんかいなかった」

　社長が静かに言った。

「はぁ……？」

　社長の言葉に、小笠原さんが眉をひそめる。

　恋人のふり……。紗英さんと社長は付き合ってなかったんだ。それなら、小笠原さんが言っていた、付き合ってるのに社長が冷たい態度をとっていた理由がわかる。

「なんでわざわざお前にそんなこと。他にも頼めるヤツはいただろ……」

　どうして自分に頼んでくれなかったんだと悔しく思ってるんだろう。小笠原さんの声に嫉妬がにじむ。

「きっと、お前に幻滅されたくなかったんだろ。あいつ、お前が自分に惚れてるって薄々勘づいてて、不倫なんてしてる自分を知られたくなくて俺に恋人のふりを頼んだんだと思うよ」

「不倫……？」

　小笠原さんが険しい顔で聞き返す。

「五年前、スキャンダルになった映画監督」

「あれ、お前が映画の宣伝のためにでっち上げた嘘じゃなかったのかよ」

　ガタンと音をたてて小笠原さんが椅子から立ち上がった。

「誰がそんなことするかよ。そんなことで映画がヒットしたって嬉しくない」

　社長がそう言って顔をしかめる。

「不倫を隠すためにお前に協力までさせてたのに、なんでバレてあんなことに……？」

「あいつはもともと裏方志向だったのに、あの監督に見出されて言われるがままに女優やって、疲れていたんじゃないか？　常に人に注目されることにも、不倫にも。きっと、すべてを投げ出すきっかけがほしかったんだろ」

「だから、紗英が自分でスキャンダルを流した？」

「わざわざあの映画を見に行ったところを狙ってスクープされたのは、あいつなりの俺への詫びのつもりだったのかもな。長いこと恋人のふりをさせられてたから」

　言いながら社長が、困ったように小さく笑った。

　そんな気遣いはいらなかったのに。そう思っているのかもしれない。

「そんな……」

　小笠原さんは力なくつぶやいて、持っていたビールの缶を見下ろし、強く握った。

「なんでそのことをずっと黙ってたんだよ。なにも知らずにお前を恨み続ける俺を笑ってたのかよ」

　音をたててアルミの缶は簡単につぶれる。その缶を持った手が、かすかに震えていた。

「お前が聞かなかったからだろ」

　その手を見ながら社長が静かな声で言う。

「お前に聞かれれば、恋人のふりをしていたこともスキャンダルで騒ぎになった真相も俺はちゃんと話すつもりだった。聞かれなかったから言わなかった。それだけだ」

　その言葉に小笠原さんは顔を上げ、こちらを見る。

「そんなことかよ……」

　ぽつりとつぶやいて、大きなため息をついた。

　もしも小笠原さんが自分の気持ちを素直に紗英さんに伝えていたら。スキャンダルのことを直接社長に文句を言って問いただしていたら。こんなに長い間、嫉妬とコンプレックスに悩まされずにすんだだろう。だけど、大人になればなるほど、素直に人へ気持ちを伝えるのは難しい。

　うつむいた小笠原さんを見て、そう思った。




　それから私は、社長に肩を抱かれ、小笠原さんのマンションから連れ出された。

　外に出ると、もうすっかり日が落ち暗くなっていた。

　強引に乗せられたのは、社長が所有するシルバーの高級車。

　助手席に押し込まれ大人しくシートベルトを閉めると、運転席側に回った社長が不機嫌な顔で乱暴にシートに腰を下ろす。

　バタンと強くドアが閉められ、密室になった。

　車内は、妙に静かだった。緊張で息を呑んだ音まで社長に聞こえてしまいそうで、そっと息を殺して深呼吸をする。

　すると、ハンドルを握りながら社長がちらりとこちらを見た。

「……なにもされなかったか？」

　ぶっきらぼうに問われ、慌ててうなずく。

「はい。なにも」

　答えた私の表情をじっと見た後、社長が視線を前に戻す。

　その不機嫌そうな横顔に、恐る恐る話しかけた。

「あの……。なんで私が小笠原さんのマンションにいるってわかったんですか？」

「如月から連絡が来た」

　前を向いたまま短く答えられ、私は首をかしげた。

「如月監督……？」

「お前に道端で偶然会ったって。なにかに悩んでて小笠原に会いに行くって言ってたぞって、心配して電話をかけてきた」

　社長は小さく首を振って顔をしかめる。

「いや、あれは心配じゃないな。俺が慌てるのをおもしろがってただけか」

　その嫌そうな表情に、思わず吹き出しそうになって口元を手で押さえた。

「本当に、如月監督や小笠原さんたちと仲がいいんですね」

「よくねぇよ」

　私が下を向いてクスクス笑っていると、社長が乱暴な口調で言った。

「……お前が小笠原になにかされてるんじゃないかと思って、俺がどれだけ焦ったと思ってるんだよ」

　人の気も知らねぇで、とつぶやかれ、顔を上げる。

「私のこと、心配してくれたんですか……？」

「するに決まってるだろ」

　社長のその言葉に、胸が痛いほどドキドキする。

「ホテルで過ごしたときは素直に甘えてきたくせに、少しでも早くお前に会いたくて必死で仕事終わらせてカナダから帰ってきた途端いきなり拗すねて俺を拒むし。俺の前から逃げ出して小笠原のマンションに行ったなんて聞いたら、心配するだろ」

「わ、私に会いたくて……？」

　さらりと言われた言葉が信じられなくて目を見開く。

「会いたいに決まってるだろ。じゃなきゃ、死ぬほど忙しい中、わざわざ時差を気にして時間作って電話かけたりなんかしないだろ」

　社長がぶっきらぼうな口調で言った。

「待ってください。そんなこと言われたら、勘違いしちゃいます……」

「勘違いってなんだよ」

「そんなことを言われたら、社長が私のことを好きだと思っちゃうじゃないですか」

　期待するな、私。社長はただ、禁煙のイライラをまぎらわすために早く私とキスしたいだけかもしれない。勘違いして浮かれたら、また傷つくことになるかもしれない。

　疑うように社長を見ると、綺麗な眉間にシワが寄る。

「バァカ」

　社長が私の方を見て、その端正な顔をゆがめた。

「言わなくてもわかるだろ、普通」

「わからないです、言ってくれなきゃ」

　うんざりしたようにため息をつかれ、私はおろおろしながら両手で顔を覆う。

「だって、私とキスするのも禁煙のイライラをごまかすためだって言うし、ただの気まぐれなのかなって」

「気まぐれだけでするわけないだろ」

「本当に……？」

　恐る恐る顔を上げると、社長が私のことを見て笑った。

「ああ。禁煙をすすめた責任をとれなんて言って、お前をからかったのは認めるけど、好きじゃなかったらキスなんてするわけない」

「は、初めてキスしたときから、私のことを好きだと思ってくれてたんですか？」

　信じられなくて目を見開くと、社長が顔をしかめた。

「お前は本当に鈍いな。そんなに俺を信用できないのかよ」

「だって、社長は雲の上の人だから、私なんかを好きになってくれると思わないじゃないですか」

　顔を真っ赤にして反論すると、ハンドルを握る社長がちらりと横目でこちらを見る。

　色っぽい流し目に、ドキドキしてしまう。

「大体、好きでもない女を抱くわけないだろ」

「だって、試写会を頑張ったご褒美なのかなって……」

「ただのご褒美のわけがない」

　前方の信号が赤になり、車がゆっくりと止まった。

　走行音が消え静かになった車内で、社長の視線がこちらに向く。

「お前だってあの夜、ベッドの中で嫌ってくらい甘やかされて、愛された自覚くらいあるだろ」

　その驚くくらい甘い視線に、思わず息を呑んだ。

「それとも……」

　社長がハンドルを握ったまま、こちらに顔を寄せた。

「忘れたって言うなら、じっくり思い出させてやろうか？」

「……っ！」

　耳元に吐息がかかり、あの夜を思い出して体が甘くうずく。

　動揺のあまり涙目になる私を見て、社長は楽しげに肩を揺らしながら車を走らせた。




　たどりついたのは、いわゆるタワーマンション。

　助手席の窓からじゃ一番上が見上げられないほどの高層マンションに絶句していると、社長があきれたように笑う。

「なにやってんだ」

「いえ……。社長は本当に雲の上の人だなと思って……」

「俺は住むところも車も別になんでもいいんだけど、広報が社のイメージがあるからってうるさいんだよ」

　慣れた様子で地下駐車場に入り、車を停めながら言う。

　社長が映画祭に参加したり、試写会に登場するだけで話題になるんだから、そのイケメン社長像を壊してほしくない広報の人の気持ちもわかる。

「映画の神様に愛された王子様ですもんね」

　前に読んだ社長のインタビューが載ったネットニュースを思い出してつぶやくと、社長が思いきり顔をしかめた。

「皮肉かよ」

「べ、別にそういうわけでは」

「わかってるよ。俺は王子様ってガラじゃない」

　そう言ってふっと笑う。

　でも、厳しくて容赦ない鬼社長は、綺麗な顔をした優しいだけの王子様よりずっと魅力的だ。

　広いエントランスホールを抜け、高層階専用のエレベーターに乗り込んで、隣に立つ社長の表情をちらりとうかがう。すると同じくこちらを見ていた社長と目が合った。

　揺れもなく静かに上昇する箱の中で、言葉もなく見つめ合う。

　それが妙に恥ずかしくて慌ててうつむくと、頭上で小さく笑う声がした。




　社長の住む部屋は、ホテルのスイートルームに負けないくらい見事な夜景が見えた。

「わぁ……！　すごい眺めですね！」

　夜景が見渡せる広いリビングは、たぶん三十畳はある。物が少なく、置いてあるインテリアの色合いも黒やブラウンで統一されていてシンプルだ。

　だけど、ソファもダイニングテーブルも電化製品も、ひとつひとつが良質で高級なもので揃えられているのがわかる。

　窓辺に近づいて目の前に広がる夜の街に見惚れていると、いつの間にか社長が私の後ろにいた。

「お前、本当に夜景が好きだな」

　クスクスと笑いながら、後ろから抱きしめられた。

　首筋に吐息が落ちて、それだけで背筋がしびれる。

「しゃ……ちょ」

　振り向くと、綺麗な顔が近づいてきた。慌てて首をすくめ、顔をそらす。

　キスから逃げた私に、社長が眉をひそめる。

「まだ焦らすのかよ」

　ふてくされたように言われ、思わずきゅんと心臓が跳ねる。

　だけど、まだ確認しなくちゃいけないことがある。ここで流されちゃダメだと唇を噛んで社長をにらんだ。

「社長、紗英さんと付き合ってたのは嘘なんですよね？」

「あぁ」

「じゃあ、どうしてカナダでキスをしてたんですか？」

「キス？」

　私の質問に、社長はまったく心当たりがないといった表情で首をひねる。

「ネットニュースに出てました！　紗英さんと社長がキスをしてるの！」

　頬を膨らませながらスマホを取り出し、ニュースを探す。

　これが証拠だ！とばかりに目の前へ突き出すと、社長はなんでもないことのように「あー……」とつぶやいた。

「そういえば、キスされたかもしれないな」

「そういえばって、なんですかそれ！」

　無頓着な社長に、思わずむきになって怒ってしまう。

「好きでもない相手にキスをされても、いちいち覚えてない」

「こんな綺麗な人にキスされたら、普通は覚えてますよ！」

「でもタイプじゃない」

　こんなに美人でしかも日本で人気女優だった紗英さん相手に、そんな失礼なひと言でばっさり片付ける社長にあぜんとする。

「こんな写真、撮られてたんだな」

　平然としながらニュースを見る社長。

「あいつも結婚と映画の完成で浮かれて、手当たり次第キスしてたからなぁ」

「結婚？」

「あぁ。向こうで出会った映画関係者と結婚するんだってよ。その相手がアメリカ人のくせに妙に固くて、紗英が誰かとハグしたりキスしたりするたびに嫉妬するから、紗英もおもしろがってわざとやってるんだよ」

　社長がうんざりしたように顔をしかめ、私にスマホを返してくれた。

「じゃあ、社長と紗英さんに恋愛感情は……？」

「最初っから一ミリもない」

　スマホを受け取り恐る恐る聞くと、一瞬の間もなく簡潔な答えが返ってくる。

「そうなんですね」

　安心してはぁーっと息を吐く。胸をなでおろした私に、社長がくすりと笑った。

「嫉妬した？」

　その意地悪な口調に、涙目で社長をにらむ。

「するに決まってるじゃないですか。恋愛感情がなくたって、キスしちゃダメですよ」

「だから、俺が帰国したとき拗ねてたのか。ひとりで怒ってないで、素直に聞けばいいのに」

「聞けるわけないです。社長はなにも言ってくれないから、私はずっと不安だったんですからね」

　そう訴えると、社長は笑いながら私の体を抱き寄せた。まるで大切な宝物に触れるみたいに優しく、でもどこにも逃さないというように強引に胸の中に閉じ込められる。

　社長は私の顔の輪郭を確かめるように指で顎のラインをなぞり、そのまま唇に触れた。長く綺麗な指が私の唇を優しくつまむ。

　早くキスをしてほしくて、社長の顔を見上げながら口を開いてその指を軽く噛むと、社長は整った顔をゆがませるようにして小さく笑った。

　うつむきがちのその笑顔が、どうしようもなく色っぽくてめまいがする。

　長い指が唇から離れ、代わりにキスでふさがれた。

「ん……っ」

　余裕のない切羽詰まったキスに、体中の皮膚がぞくぞくと粟立つ。

　指で耳たぶをなぞられ気持ちがよくて小さくあえぐと、薄く開いた唇の間から舌が差し込まれる。

　お互いを求め合うような、激しいキスに息が乱れた。

「ん、はぁ……っ」

　ようやく唇が離れて、肩で息をしながらじっと社長の顔を見る。

「どうした？」

　微笑みながら首をかしげた社長に、小さくつぶやく。

「久しぶりのキスだなって思って……」

　会えなかったのはたった八日間。だけど、その数日がすごく長く感じた。

　ずっと社長に会いたくて、触れたくて、キスしたくて。好きで好きで、たまらなかった。

「満足した？」

　悪戯な瞳で問われ、首を横に振る。

「……こんなのじゃ、全然足りません」

　顔を真っ赤にして社長をにらむと、吹き出すように笑われた。

「お前のそういうとこ、ほんと……」

　肩を揺らしながらそう言われ、私は首をかしげる。

「ほんと、なんですか？」

「涙ぐんだ上目遣いで必死に反論してくるところとか」

　社長が涙の浮かんだ私の目尻に優しいキスを落とした。

「俺の顔を見たら、一気に笑顔になるところとか」

　まぶたに、頬に、耳たぶに。柔らかい雨のようなキスが降ってくる。

「キスしただけですぐ力が抜けて、幸せそうに笑うところとか」

　耳元で甘くささやきながら、耳じ殻かくをなぞるように唇が動く。

「ほんと、……すげぇ好き」

　艶のある声が鼓膜を震わせ、私は思わずその場にへたり込んだ。

　真っ赤な顔で社長のことを見上げると、あきれたように社長が笑う。

「なにいきなりしゃがみ込んでんだよ」

「だって……」

　泣きそうになりながらも、嬉しくて笑った。

「幸せすぎて、腰が抜けました」

「なんだそれ」

　だって、社長に好きと言ってもらえるなんて、夢みたいだ。

「体から力が抜けて、もう立てません」

「……っとに、しょうがないな」

　いつまでも床に座り込んだままでいると、社長が私のことを抱き上げた。うんざりしたような優しいため息をつく。

　だけど私の情けない部分も全部好きでいてくれるんだと伝わってきて、嬉しくて社長の首に両手を回す。

　社長の肩に顔を押しつけぎゅっとしがみつくと、社長は私のつむじに短いキスをして歩きだした。リビングの隣にあるベッドルームへ向かい、私を抱き上げたままドアを開け中に入る。

　部屋の中央にある、キングサイズのベッドに下ろされた。上質なスプリングはきしむ音も立てずに私の体を支えてくれる。

　幸せだけどどうしようもなく心細いのは、この広すぎるベッドのせいかもしれないし、緊張のせいかもしれない。

　この前のホテルでのことは、目が覚めれば終わる夢だと思っていた。地に足がついていないふわふわの感覚で、眩しい光の中にいるみたいだった。

　だけど、ここはホテルのスイートルームではなく、社長が毎日生活している部屋。目が冷めても終わらない現実で……。

「なに考えてる？」

　声をかけられ顔を上げると、ベッドの前に立った社長がスーツの上着を脱ぎ、床に落としながら、こちらを見て笑っていた。

「怖いなと思ってました」

「なにが？」

　私の言葉に、社長が軽く顔をしかめる。

「幸せすぎて、怖いです」

「なんだそれ」

　だって、努と付き合っていたときは、こんな気持ちにならなかった。好きすぎて不安になったことなんてなかった。浮気されたときも、悲しかったけど、それだけだ。

　でも、もし社長がこの先私に興味をなくしたら。もし他の人と浮気をしたら。そう思っただけで、胸が焼けるように苦しくなる。

　自分がこんなに嫉妬深いなんて、今まで知らなかった。

　いろいろ考えて黙り込んでしまった私に、社長が小さく笑ってベッドに腰を下ろした。

「そういえば、ご褒美を渡すの忘れてた」

「ご褒美、ですか……？」

　私が首をかしげると、社長が肩越しにこちらを振り返る。

「お利口に待ってたら、ご褒美やるって言ってただろ」

　そういえば、電話でそんなことを言っていたっけ。

　きょとんとした私に、社長が意地悪に笑った。

「忘れてるならいいや」

「お、覚えてます！　覚えてます！」

　慌てて言い募ると、社長がポケットから小さな箱を取り出した。

「ほら」

　ぽんと無造作に投げ渡され、受け止めたものを見て飛び上がる。

　白いリボンがかかった四角い箱。

「お前はすぐふらふらするから、首輪代わりにこれつけとけ」

　震える指でリボンを解き、箱を開けると、中には緩やかな丸みを帯びたプラチナの指輪が入っていた。

「ゆ、指輪……！　いいんですか!?」

　驚いて目を見開く。

「これはちゃんと俺が選んだから」

　社長はこちらに体を向け、私の頬を指でなぞった。

「……口紅、なにも考えずに他の女に選ばせたのを渡して、ごめんな」

　耳元で甘くささやかれる。

　指輪が入った箱を胸元でぎゅっと抱きしめて、私は首を横に振った。

「私こそやきもちを妬いて、勝手に怒ってすみませんでした……」

　社長は小さく息を吐いて私の顔をのぞき込む。

「嫉妬したんだ？」

「……しました。すごく」

　こんなことでいちいち嫉妬をするなんて、面倒な女だと思われるかな。

　不安になって社長を見ると、嬉しそうに笑っていた。

「いつも俺ばかり嫉妬させられてたから、ちょうどいい」

「嫉妬、してたんですか？　社長が？」

　信じられなくて聞き返すと、にらまれた。不機嫌な表情が色っぽい。

「してたよ、いつも。お前の元カレにも妬いたし、古賀にも妬いた。お前は危なっかしいから、いつもハラハラさせられてた」

「危なっかしいことなんてしてませんよ」

　社長が私に向かってあきれたようにため息をつく。

「その無自覚なところがだよ」

　社長が私の手から小さな箱を取る。中から指輪を持ち上げると、「さっさと手を出せ」と顎をしゃくった。

　恐る恐る右手を差し出せば、迷わず薬指に通される。

　キラキラ光る薬指の指輪。それを見下ろしながら幸せで泣きそうになる。

「好きです、社長……」

　涙声でつぶやくと、社長はうなずいてキスをしてくれた。

「大好きです、本当に」

「俺も」

　広いベッドに押し倒され、見上げれば社長の顔が間近にある。

「好きだよ」

　耳元でささやかれ、すぐに唇をふさがれた。

　その瞬間あふれた涙をぬぐおうとすると、薬指に光るリングが目に入り、幸福すぎてまた泣けた。










あなたのそばから離れません




　お昼休憩の時間。コンビニで買ってきたサンドイッチをオフィスで食べていると、華絵さんが私のデスクに近づいてきた。

「美月ちゃん、そういえば『ルイーズ』公開したね」

　食べている最中に話しかけられ、口の中のサンドイッチを噛みながら大きくうなずく。

　読者限定試写会からあっという間に一カ月が過ぎ、先週末ついに『ルイーズ』が劇場で公開された。

　早く返事をしたくてもぐもぐと一生懸命口を動かしていると、華絵さんが首をかしげた。

「初めてひとりで宣伝を担当した映画を送り出した気持ちはどう？」

　私はようやく飲み込んで、口を開く。

「はい！　すごく嬉しいです。一週目の動員数もなんとか目標をクリアできたし、打ち切りで上映期間切り上げとかはなさそうなのでほっとしてます」

「美月ちゃん、頑張ってたもんね」

　華絵さんに優しく微笑まれて、「ありがとうございます」と頭を下げた。

「いろんな人に協力してもらったおかげです」

　週末はじっとしていられなくて、都内の映画館を回ってはお客さんの様子をのぞいていた。

　映画館から出てきた女の子が、一緒に見た友達に『映画もおもしろかったし、フライヤーもかわいいから部屋に飾ろうと思って』なんて楽しそうに話しながら、『ルイーズ』のフライヤーをバッグに入れていたのが嬉しかった。

　配給会社の宣伝なんて、映画の華やかさとは正反対に表舞台に出る仕事じゃない。

　特に、海外の作品を買い付けて配給するのがメインのシネマボックスでは、映画そのものの内容に携わることも、スタッフロールに名前が乗ることもない。ただひたすら一本の映画を誰かのもとへ届けるために走り回る、影の仕事だ。

　たぶん、映画を見に足を運ぶお客さんは、私たちの存在なんか気にも留めない。誰が作った宣伝文句かなんて考えもせずに、ただ映画の内容に興味を持って映画館に来てくれる。

　だけど、それでいい。こうやってお客さんが映画館に来てくれるのは、私の努力が誰かに届いた証拠だから。

　映画館から出てきたお客さんたちを眺めながら、満足感で胸がいっぱいだった。

　そのときの気持ちを思い出して、胸に手を当てこれからも頑張ろうとひとりうなずいていると、華絵さんに指をさされた。

「で、その指輪は、宣伝を頑張ったことへの、社長からのご褒美？」

「えっ……!?」

　薬指にはめた指輪を見ながら図星をつかれ、慌てて反対の手で隠す。

「ええと、これは……」

　なんとかごまかそうとして視線が泳ぐ。

「いいよ、隠そうとしないで。無事付き合うことになったんだよね？　おめでとう」

　華絵さんに優しく祝福され、じわりと涙腺が緩んでしまう。

「あ、ありがとうございます」

「付き合ってることを内緒にしてるわけじゃないんでしょ？」

「そうなんですけど。わざわざ公言することでもないし、私と社長じゃ釣り合いが取れてないから……」

「そう？　私は前から美月ちゃんと社長はお似合いだなって思ってたよ？」

　頬杖をつきながら華絵さんが平然と言う。

「お、お似合いだなんて……！」

「だって社長って、前から美月ちゃんにベタ惚れだったでしょ」

「そんなことないです！　からかわないでください……！」

　あの社長と私がお似合いだなんてお世辞に決まってるし、社長が私にベタ惚れなんてありえないのに、嬉しくて動揺してしまう。

　恥ずかしくなって、両腕で顔を隠した。

　落ち着け私。浮かれちゃダメだ……！

「喜びと恥ずかしさと動揺とで真っ赤になってる。美月ちゃんって、本当にわかりやすくてかわいいよね」

　華絵さんがクスクスと笑った。

「もう華絵さん、おもしろがってますよね？」

　顔を覆っていた腕の隙間から、涙目で華絵さんのことをにらむ。

「あー、もう。社長が美月ちゃんを溺愛して周りを威嚇したくなっちゃう気持ちがわかるわ」

　華絵さんが手を伸ばし、私の頭を乱暴になで回す。

「華絵さん！　髪の毛がからんじゃうからやめてくださいよ～」

「だって、かわいいんだもん」

　きゃあきゃあ言いながら華絵さんの手から逃げ回っていると、いつの間にか目の前に古賀さんが立っていた。

　私たちの会話がうるさかったのか、古賀さんは「はぁー」と体がしぼんでしまいそうなくらい大きなため息をついた。

「古賀さん、どうしたんですか？」

　華絵さんになで回されたせいでぐちゃぐちゃになった髪のまま、古賀さんの顔をのぞき込むと、古賀さんが「うっ」と喉を詰まらせた。口元に手をやり、首を横に振りながら口を開く。

「……いや。有川さん、本当にうちの愛犬に似てるなと思って」

「あ、ありがとうございます？」

　なんでそんなことを、涙をこらえながら言うんだろう。それほど愛犬が恋しいのかな。それとも、忙しすぎて疲れがたまっているのかな、なんていろいろ心配になる。

「古賀は本当にヘタレなんだから！　そんな遠回りで見当違いなことを言っても伝わらないって、そろそろ気づきなさいよ」

　華絵さんにベチンと背中を叩かれ、古賀さんが咳き込む。

　いったいなんなんだとハラハラしていると、ようやく咳せきが止まった古賀さんがこちらを見た。

「じゃあ、もう無理だってわかってるけど、はっきり言ってもいい？」

「はい？」

　こほん、とひとつ咳をして、古賀さんが背筋を伸ばす。

「俺はずっと有川さんのことを――」

　そう言いかけたとき。

「有川！」

　聞き慣れた声が私を呼ぶ。

　この声は……！

　ぱぁっと顔を輝かせて振り向くと、社長がちらりとこちらを見て顎をしゃくった。それ以上なにも言わずに社長室へと入っていく。

　なんの用だろう。

　気になってすぐに走っていきたくなるけど、話をしている最中だからもうちょっと我慢しなきゃと古賀さんに向き直る。

　そわそわしながら古賀さんの言葉の続きを待っていると、古賀さんが再びため息をつきながら首を横に振った。

「ごめん。……やっぱりなんでもない」

「なんでもないんですか？」

　きょとんとする私の横で、華絵さんがため息をつく。

「古賀って本当にヘタレだよね」

　肩を落とした古賀さんの頭を、華絵さんが苦笑いしながらぽんぽんと叩く。

　その様子に、やっぱりふたりは姉弟みたいに仲良しだなと思った。

「美月ちゃん、社長が呼んでるんでしょ。行っていいよ」

「はい」

　華絵さんに促され、早足で社長室へ向かう。

　コンコンと二回ノックをして中をのぞくと、不機嫌な顔をした社長がデスクで仕事をしていた。ちらりと視線だけを上げて、すぐに手元の資料を見る。

　あ、なんだかすごく不機嫌そう。

「この資料が足りない。探しとけ」

　視線も合わせず横柄な態度で雑用を命じられて、少し頬を膨らませる。

　すると、私の表情に気づいた社長が視線を上げた。

「不満か？」

「……いえ」

　短く問われ、頬を膨らませたまま首を横に振る。

　休憩時間に社長室に呼ばれて、もしかしたらキスしてもらえるかも、なんてちょっと期待した私がバカでした。お仕事だから、文句なんて言わずに頑張るけど。

　そんなふうに思っていると、社長が小さく肩を上げて笑う。

「有川、今日の予定は？」

「えっと、午後から新聞社にプレス資料を持って売り込みに行ってから、予告制作会社で打ち合わせをして、そのまま直帰する予定です」

「じゃあ、これ」

　ついでのように、ぽんとなにかを投げ渡された。

　慌てて受け取り見てみると、ＩＣタグが埋め込まれた重みのあるディンプルキー。

「俺も今日は早めに帰れるから、部屋で待ってろ」

　そっけなく言われ、嬉しくて一気に笑顔になる。

「……はいっ！」

　勢いよく首を縦に振ると、その様子を見ていた社長が笑いをこらえるように肩を揺らした。




「お邪魔しまーす」と小声で言いながら、主のいない部屋に入り靴を脱ぐ。この部屋にはもう何度も泊まっているのに、やっぱりドキドキしてしまう。

　相変わらず、シンプルでセンスのいい部屋。だけど、ソファの脇のテーブルに読みかけの脚本やＤＶＤが積み上げられているのを見つけた。そしてソファの上には丸まった毛布、背もたれにはパジャマがかけられている。

　社長がいろいろと出しっぱなしにしてるなんて珍しい。もしかして、昨日の夜はソファで脚本を読みながら眠ってしまったのかな。そのまま朝、慌ただしく家を出たのかな。

　多忙な社長は、自宅にも仕事を持ち帰っているのだろう。それなのに、ちゃんと私と会う時間も作ってくれている。

　忙しすぎて体を壊さないかと心配にもなるけど、愛されてるんだと実感して、嬉しさと愛おしさでじたばたしたくなる。

　脱ぎ捨てられたパジャマを手に取り、ぎゅっと胸に抱きしめた。

「あー……、もう。ほんと大好き……」

　気持ちがこらえきれずひとりつぶやくと、後ろから吹き出す声がした。

　ぎょっとして振り向くと、社長がうつむいて肩を震わせていた。

　いったいいつの間に帰ってきたんだろう！

「なに、お前。そんなにパジャマが好きなの？」

　社長はちらりと視線を上げ、意地悪に微笑む。

「ち、違……っ!!」

　からかうような口調に、一気に顔が赤くなる。抱きしめていたパジャマを慌ててソファの背もたれに戻し、背中で隠す。動揺を悟られないように、必死で眉間に力を込めた。

「ていうか……！　いつからいたんですか!!」

「たった今」

　しれっと言う社長をにらむ。

「声をかけてくれればいいのに！」

「そうしようと思ったけど、お前がひとりではしゃいでパジャマを抱きしめてるから邪魔しちゃ悪いなと思って」

「ひどいっ!!」

　ひとりで社長の脱いだ服を抱きしめてるなんて、絶対バカだと思われた。

　こんな子供みたいなところを見られたのが恥ずかしくて、頬を膨らませて背を向ける。

「怒ったか？」

「怒りました」

　後ろから聞こえてくる声に、ぶっきらぼうに答える。

「どのくらい怒った？」

「もう社長の顔を見れません」

「俺の顔なんか見たくない？」

「そうじゃなくて――」

　後ろから伸びてきた手が、私の前で交差して、閉じ込めるように肩を抱かれた。

「じゃあ、なに？」

　私の肩に、とんと社長が顎を置く。そして耳元で優しく問う。

「……恥ずかしくて見れません」

「なんで？」

「だって、こんな子供っぽい姿、絶対あきれられるから……」

　うつむいてそう言うと、チュッと耳にキスをされた。柔らかい耳たぶを一瞬食まれ、ぞくっとして思わず飛び跳ねる。

「ひゃ……!?」

　驚いて目を見開くと、社長は動揺する私を見て楽しげに笑っていた。私の顔をのぞき込んで、今度は唇にキスをする。

「しゃ、ちょ……っ！」

　文句を言おうとした唇をふさぐように、触れるだけのキスを繰り返す。

　唇が離れると、社長は目元だけで微笑んだ。

　その表情が色っぽくて、背筋がぞくぞくする。

「あきれるわけ、ないだろ」

　そう言って、再び社長が顔を傾ける。

　ついばむようなキスが、少しずつ深くなっていく。

　求められてるんだと伝わってきて、嬉しくて息が上がってしまう。

「ん……っ」

　唇がわずかに離れた隙間から、乱れた呼吸と吐息が漏れた。

　社長にキスをされると、いつも思考も体もすぐにとろとろになってしまう。骨抜きにされるって、こういうことなんだと思う。

　ひとりじゃ立っていられなくて社長の胸にしがみつくと、涙目の私を見下ろしながら社長が笑った。

「……ほんと、内田の言うとおりだな」

「内田って、華絵さんですか……？」

　なんのことだろうと首をかしげると、優しい視線で見つめられる。

「俺がお前にベタ惚れだって」

「な……!?」

　お昼の会話を聞いていたんだ！　見当違いなことを言われて浮かれそうになっていた私を、おもしろがってるに違いない。

「か、からかわないでください……！」

　恥ずかしさをごまかすように社長のことをにらむ。

「からかってないけど？」

「だって、社長が私にベタ惚れなんてありえないじゃないですか」

「ベタ惚れだろ。お前の行動にいちいち振り回されて、ほんと……」

　そこで言葉をいったん切って、社長がうんざりしたようにため息をつく。

「こんなに恋愛に溺れて必死になるなんて、自分でもありえないな」

「どこが必死なんですか？」

　社長はいつも余裕の表情で、私をからかっておもしろがってるのに。

「お前と過ごしたくて、昨日はたまってた仕事を無理やり片付けた」

　そう言いながら、ちらりとソファの脇のテーブルを見やる。

　寝る間も惜しんで仕事をしていたのかなと思っていたら、こうやって私に会う時間を作るためだったなんて。

　嬉しくて泣きそうになる。

「今日も古賀とお前が話してるところを見て、イライラしてたし」

　不機嫌そうな声を出して、噛みつくようなキスをした。

「社長……」

「自分がこんなに嫉妬深いなんて思わなかった」

　吐息交じりでささやかれ、愛しさに心臓が締めつけられた。

「社長、大好きです……」

　社長の首にしがみつきながら、思いの丈を伝える。

「ん。俺も」

　途端に、唇をふさがれた。

　愛されてるのを実感して、幸せで胸がいっぱいになった。




　ぼんやりと目を開けると、薄暗い部屋の中で社長がこちらを見ていた。

　私が起きたことに気づき、優しく笑う。少し汗ばんだ肌にはりついた私の髪をかき分け、うなじに触れた。

　くすぐったくて首をすくめると、こめかみに触れるだけのキスをしてくれた。

　とろりと眠くて、でも幸せで。腕枕をしてもらってまどろみながら社長のことを見ていると、社長はなにかを思い出したように口を開いた。

「そういえば」

「はい」

「『ルイーズ』の二週目、数字伸びてたぞ」

　指先で私の髪をつまみ上げ、遊びながら言う。

「ええっ!?」

　嬉しい報告に驚いて、思わずガバリと起き上がった。

「本当ですか!?」

　映画の動員数は普通、公開一週目がピークで、その後緩やかに下がっていくのがほとんどだ。たまに微増はあっても、マスコミに取り上げられてもいないのに伸びるなんてことは滅多にない。

「ＳＮＳでの反響も大きいし、レビューサイトの評価もいい。口コミ効果ってやつだな」

「やったぁ……！」

　思わず胸の前で両手を握りしめると、社長におでこを小突かれた。

「なにが『やったぁ』だ。口コミで動員数が増えるってことは、作品はいいのに宣伝が十分に映画のよさを伝えきれてなかったってことだ」

「……はい」

　相変わらず社長は容赦ない。

　私は反論もできずにがっくりと肩を落とす。

「流行りに敏感な若い女性を意識したキャッチコピーや宣伝だったけど、もっと純粋な映画ファンにも受けてる。明日デザイナーと相談して、口コミや反響を全面に出したフライヤーを作って、これから公開する劇場に配れ。それから営業の福田に連絡して、劇場に売り込みをかけさせろ」

「はいっ」

　本当に社長は鬼だ。

　忘れないように慌ててスマホにメモを残していると、ぽんと頭を叩かれた。

「でもま、とりあえず合格点だ。頑張ったな」

　容赦ない指令の後に、こんなに優しく微笑むなんてずるい。アメとムチを使い分けて、まんまと手のひらの上で転がされてる感じがする。

「そういえば、社長はどうして映画関係のお仕事をしようと思ったんですか？」

　不意に思い出したことを聞くと、社長は不思議そうに首をかしげた。

「突然どうした？」

「前に如月監督が聞いてみなっておっしゃっていたので」

「ふーん」

　社長は、「そうだな」と少し考えるように首をかしげる。

「ガキの頃、小さな島の田舎に住んでたんだけど、村で唯一の娯楽が教会を兼用した映画館で、その映写技師と仲良くなって……」

「それ、絶対に嘘ですよね」

　あからさまな嘘でごまかそうとする社長を、思わずにらむ。

　すると社長は小さく笑ってため息をついた。

「本当は、入院してたときに見た映画がきっかけかな」

「社長、入院してたんですか？」

　意外な告白に、私は目を見開いた。

「あぁ、子供の頃にな。白いカーテンに区切られた狭い病室で、真夜中に薬が切れて発作を起こしたことがあったんだ。周りの人を起こすのが嫌で、必死で息を殺して発作に耐えながら、なんで俺ばっかりこんな目に合わなきゃいけないんだって悔しかった。まだガキだったから、自分は一生この狭いベッドの上から出られないんじゃないかって、不安だった」

　社長は自嘲するように言って、小さく笑う。

「イライラして枕を殴った拍子にリモコンのスイッチに触って、テレビがついた。その瞬間、だだっぴろい砂漠の中にいた」

「砂漠……？」

　砂漠と言われて、ひとつの映画を思い出した。

　もしかして、そのとき社長が見たのって……。

「古いイギリス映画。深夜にテレビで放送してたんだろうな。小さなテレビの光がベッドを区切る白いカーテンに映って、本当に砂漠の中に放り出されたみたいだった。発作の苦しさも忘れて、画面に見入ったよ。映画ってすごいなって思った。ベッドの上で発作に耐え胸をかきむしることしかできないちっぽけなガキを、一瞬で広大な砂漠まで連れ去ってくれた」

　白いカーテンに囲まれた病院のベッドの上で、食い入るように小さなテレビを見つめる男の子の姿を想像して、胸が熱くなった。

　そのときの感動が、今の社長を突き動かしてるんだ。

「それで映画に関わる仕事をしようと思ったんですね」

　そうつぶやくと、社長が笑った。

「お前が会社の試写室に忍び込んで、泣きべそかきながらあの映画を見てるのを見つけたとき、昔の自分とダブったよ」

　瞬きをしてこちらを見る優しい表情に、胸が締めつけられる。

　やっぱり私は社長のことが好きで好きでたまらない。

「社長……」

「ん？」

「好きです」

　そう言って身を乗り出し、社長の唇にキスをした。

　自分からキスをしたのがなんだか気恥ずかしくて、社長の胸にぎゅっと顔を押しつけしがみつくように抱きつく。

　すると社長は笑いながら、ぽんぽんと私の頭をなでてくれた。

　触れた手のひらから愛情が伝わってきて、それだけで嬉しくなる。

「社長。今は体は大丈夫なんですか？」

　社長に抱きついたままそう聞くと、頭上で社長がうなずく。

「あぁ。今はもう完全に治った」

　よかった。そう安堵しながら胸に押し当てていた顔を上げて社長にたずねる。

「なんの病気だったんですか？」

「喘ぜん息そくだ。ガキの頃は発作がひどくてしばらく入院してたけど、今は全然……」

「喘息!?」

　社長の言葉に驚いて、抱きついていた体を離す。

「なんだよ」

　私の勢いに、社長が苦笑しながら首をかしげた。

「だって喘息なら、煙草なんて吸ったらダメじゃないですか……！」

「ガキの頃の話だって」

　平然と言う社長に私は顔をしかめる。

　入院するほど重い喘息だったくせに、あんなにすごい量の煙草を吸っていたなんて信じられない！

「でも、絶対体によくないです！　もう煙草は吸っちゃダメですからね！」

　私がすごい剣幕で怒ると、社長はあきれたように笑った。

「とりあえず今は、お前がいるから吸わないかな」

『とりあえず今は』なんて、私がいなくなったら、また煙草を吸いだすつもりみたいじゃない。

「じゃあ、社長が煙草を吸わないように、私が一生そばで見張ってますからね」

「一生か。長いな」

「逃がしませんから」

　私が宣言すると、社長は小さく吹き出した。

「わかった。覚悟しとくよ」

　私の大好きな、前髪の隙間から見える無防備な表情で笑う。そしてゆっくりとこちらに体を近づけ、顔を傾けた。

　私は目を閉じて唇が触れるのを待ちながら願った。

　ずっとずっと、この人のそばにいられますように、と。
















特別書き下ろし番外編










雪の結晶と甘いキス




「そういえば、紗英が帰国するからお前に会いたいって言ってるけど、会う気あるか？」

　仕事が早めに終わった金曜の夜。社長の部屋で一緒に映画を見ようとＤＶＤをセットしてソファに並んで座った途端そう問われ、私は驚いて瞬きをした。テレビから、隣に座る社長へと視線を移す。

　紗英って、もしかして篠原紗英さん……？

　今までテレビで見ていた有名人の紗英さんが、私に会いたいと言っているなんて、なんだか不思議な気分になる。

「嫌なら断る」

　返事にためらって少し黙り込むと、社長はそう言って話を切り上げようとする。

　私は慌てて首を横に振った。

「嫌じゃないです……！」

「本当に？」

　社長が私の顔をのぞき込む。近づいた端正な顔にドキドキしてしまう。

　付き合ってもう二カ月が経つというのに、いまだに見つめられるだけで緊張してしまうなんて……。

　そんな自分が恥ずかしくて、顔をそらした。

「ただ、どうして紗英さんが私なんかに会いたいんだろうと思って……」

　うつむきながら言うと、社長は小さく笑う。

「あいつ、気まぐれだから」

　そっけない口調に、紗英さんと社長の親密さが伝わってきて少し妬けてしまう。

「前にトロントで紗英に口紅を選んでくれって頼んだときもさ……」

　そういえば、カナダで紗英さんが選んでくれた口紅を、いらないと社長に突き返してしまったことがあったっけ。そんなことで嫉妬して怒るなんて、今考えても大人げないし失礼だったなと思う。

　なんだかいたたまれない気持ちになって口をつぐむと、社長はそんな私の心の中を見透かしたように、ぽんと頭をなでてくれた。そして私の髪をぐりぐりとかき混ぜながら話を続ける。

「恋人にあげる口紅だって伝えたら、あいつ急に不機嫌になって、今度日本に帰ったらその恋人に会わせろって言ってきた」

「紗英さん、なんで怒ったんですか？」

「俺が幸せそうなのが腹が立つって」

　社長から、恋人のことを聞いて不機嫌になったという紗英さん。わざわざ私に会いたいと言うなんて、もしかして……。

　そう考えて、胸の奥がかすかに焼けつく。

「昔、紗英さんと付き合ってたのは、恋愛感情はなくて、ふりだけだったんですよね？」

　確認するように聞くと、社長は「当たり前だ」とうなずいた。

　でも、もしかしたら、恋愛感情はいっさいないと思っていたのは社長だけだったんじゃないだろうか。紗英さんは心のどこかで『不倫なんてやめろ』って、社長に止めてほしかったんじゃないのかな。『そんなヤツはやめて、俺にしろ』って……。

「どうした？」

　黙り込んでいると社長に声をかけられ、ハッとした。

「面倒なら、会いたくないって断るぞ」

「面倒なんかじゃないです」

　慌てて顔を上げ、首を横に振る。

　映画業界で活躍している紗英さんには、ぜひ会っていろんなお話を聞いてみたい。だけど、少しだけ怖い。

　そんな複雑な私の心境に、社長はまったく気づきもせずに首をかしげる。

　きっと、紗英さんの気持ちにもいっさい気づいていないんだろうな。

「社長って、実は鈍感ですよね」

　頬を膨らませると、社長がこちらを見てあきれた顔をする。

「お前が言うな」

　私に向けられる、少し意地悪な笑顔。その表情にドキドキしてしまうのが悔しくて、平静を装って口を開いた。

「紗英さんは、いつ頃帰国するんですか？」

「来週末って言ってたけど、なにか予定あるか？」

　それを聞いて、頭の中で来週の仕事の予定を思い出す。

「土曜は『雪ゆきの映えい画が祭さい』に参加するために出張する予定ですけど、日曜なら」

　雪の映画祭は、北にある山に囲まれた温泉街で開催される小さな映画祭だ。

　シネマボックスでもうすぐ配給される予定の北欧映画。その監督が数年前に撮った短編アニメーションがこの映画祭の招待作品になり、宣伝と挨拶を兼ねて日帰り出張をすることになっていた。

　朝早く出発して最終便で帰ってくるハードなスケジュールだけど、地元密着型の手作り感満載な映画祭に参加するのは初めてだから楽しみだ。

「あぁ、あの映画祭か」

「野外の会場で、雪で作ったスクリーンに短編映画を投影したり、かまくらでお汁粉を配ったりするみたいなんですよ。楽しそうですよね」

　ホームページに掲載されていた、去年の映画祭の様子を思い出しながら言う。

「ひとりで行くのか？」

「いえ、古賀さんとです」

　私が答えると、社長の眉間にシワができた。

「お前、気をつけろよ」

「雪道に慣れてないから、転ばないようにしなきゃですよね」

　真顔でうなずくと、ため息をつかれた。

「……そうじゃなくて」

「あと、寒さ対策にカイロをいっぱい持っていこうと思ってます」

「そうでもなくて」

　じゃあ、なんだろう。

　きょとんとする私を、社長はソファの背もたれに頬杖をついて見る。

「本当にお前は鈍感だよな」

　そう言いながら手を伸ばし、ぐいと私の頭をなでた。「まぁ、日帰りだし大丈夫か」なんてつぶやきながら、わしゃわしゃと私の髪を乱す。

　その手がくすぐったくて首をすくめると、社長は肩を揺らして意地悪に笑った。

「じゃあ、紗英には日曜に会おうって連絡しておく」

「お願いします」

「渡したいものがあるから、土曜はこっちに帰ってきたら、そのままうちに来い」

　渡したいものってなんだろう？

　社長の言葉に、私は首をかしげる。

「でも、最終便だから遅くなりますよ」

「大丈夫。どうせ俺も遅くなるし、お前が帰ってくるのを待ってるから」

　優しく言われ、胸がドキドキしてしまう。

「社長は、土曜は――」

「仕事だ」

　即答され、「ですよね」とうなずいた。

　多忙な社長は土曜も仕事の予定が入っているのは知っていた。だけど……。

「どうした？」

　黙り込んだ私に、社長が不思議そうに顔をのぞき込んでくる。

「私が東京を離れてる間に、紗英さんとふたりで会ったりするのかなと思って……」

　うつむきながら本音を吐露すると、社長の腕が伸びてきて肩を抱き寄せられた。

　背後から抱きしめられ緊張して肩をすくめる私に、社長が耳元で笑う。

「なに、嫉妬してるのか？」

　図星を突かれて頬が熱くなった。

「……すみません、こんなことで嫉妬して」

　赤面しながら頭を下げると、社長が小さく笑った。うつむいた私の額に短いキスをする。

　触れた唇の感触にドキッとして顔を上げた瞬間、今度は唇をふさがれた。

「ふたりでなんて会わないから、安心しろ」

　こんなつまらない嫉妬をして面倒がられるかなと思ったけれど、社長は優しく微笑んでくれた。

　こくんと小さくうなずくと、そのままソファに押し倒された。驚いて見上げる私の顔の横に手をつき、社長が覆いかぶさってくる。

「社長、映画は……？」

　戸惑いながら私がつぶやく。すると、社長は着ていたシャツを脱ぎながら、リモコンに手を伸ばしテレビを消した。

　ソファに寝転んだ私を見下ろしながら「やっぱり映画は後にする」とずるいくらい色っぽい顔で笑う。

「ん……っ」

　首筋に唇が触れ小さく声を漏らすと、社長の手が服のすそから入り込んできた。

　長い指が私の素肌に触れる。その感触に、体の奥がうずいて熱を帯びていく。

「あ……、や……っ」

　意地悪な手が動くたびに、びくんと背中が反って声が漏れてしまう。

「美月」

　甘い声で名前を呼ばれる。快感に溶かされとろんとしながら社長を見上げると、唇をふさがれた。

「ん……、しゃちょ……」

　薄く開いた唇の隙間から舌をさし込まれ、背筋に甘いしびれが走る。社長のキスに翻弄され、呼吸が勝手に荒くなる。

　唇が離れ、うっすらと涙の幕が張った瞳を開くと、すぐそばに社長の顔があった。仕事中とは違う、情熱的な表情。私にしか見せない、男の顔。

「社長……」

　大好きです。そう伝えようとしたけれど、またすぐに唇をふさがれて言葉にはできなかった。代わりに、私に覆いかぶさる社長の背中に手を回す。

　ぎゅっと両手で抱きつくと、それだけで気持ちが伝わったのか、社長はキスをしながら喉の奥で笑い小さくうなずいてくれた。

　ちゃんと気持ちが通じ合っている。そう実感して胸がいっぱいになった。




　翌週の土曜日。私は古賀さんと一緒に、雪の映画祭へやってきた。

「古賀さん、雪ですよ！　雪っ！」

　新雪に感動して一歩足を踏み出すと、降り積もったばかりの雪に自分の足跡がつく。歩くたびに小さな音をたて、足がかすかに沈むのがおもしろい。

　映画祭の会場は、氷でできたランタンや、白い雪像、温かい光を放つオイルランプで飾られて、とても賑わっていた。人が行き交う道も、建物の屋根の上も、木々の枝にも雪が降りつもり、一面真っ白い色で覆われた神秘的な世界だ。

　浮かれながら振り向くと、古賀さんが優しい表情で笑っていた。

「なんか有川さん、雪に喜んではしゃぐ犬みたい」

『そんなことないです』と否定したかったけど、確かに大人げなくはしゃいでしまった。

　なんだか恥ずかしくなって、こほんと咳ばらいをしてごまかす。

「それにしても、アットホームで素敵な映画祭だね」

　そう言って辺りを見回す古賀さんの隣を歩きながら、「本当ですね」とうなずいた。

　会場まで続く道にかまくらが立ち、中では地元の人や子供たちが温かいココアやお汁粉、甘酒なんかをふるまっていた。

　普段見ない雪景色だけでもわくわくするのに、会場は賑やかなお祭りのようでさらにテンションが上がってしまう。

「ここで上映会が行われるんですね！」

　特設の野外会場に到着し、大人の背丈よりも高い大きな雪の壁を見上げてため息をつく。

「すごいでしょう？」

　そう言って笑うのは、映画祭の広報を担当する山やま口ぐちさん。私より少し年上の、眼鏡をかけた優しそうな男の人だ。

「はい。スクリーンの大きさにもびっくりですし、客席まで雪でできているとは思いませんでした」

　大きな雪のスクリーンを囲むように作られた、扇型の階段状の客席。通路から座席までしっかりと雪で作られていて驚いた。

　そして会場を取り囲むのは、針葉樹の森。高く伸びた枝や、細い葉のひとつひとつにまで白い雪をまとった木々は、まるで童話の中の景色のように幻想的だ。

　こんな場所で映画を見られるなんて素敵だな、と感嘆しながら会場の様子を写真におさめる。

「上映会が始まる夕方からはもっと冷え込みますから、いっぱい着込んできてくださいね」

　そうアドバイスをくれる山口さんにうなずく。

「あとは、天気ですよね。降らないといいんですが」

　隣にいた古賀さんが、そう言いながら空を見上げた。

　鉛色の重たい雲が、空を覆っていた。今にも雪が降りだしそうだ。

　野外の上映会で雪が降ったら大変だと思っていると、山口さんはおおらかに笑う。

「雪が降ったら降ったで、それもおもしろいんですよ」

「そうなんですか？」

「プロジェクターの光を、降ってくる雪の欠片かけらがチラチラ反射して綺麗なんです」

「へぇ……！　野外会場ならではですね」

　それはそれで見てみたい。

　私が「雪降らないかなぁ」と目を輝かせると、山口さんは苦笑いする。

「まぁ、目の前も見えないくらいの吹雪になられると、さすがに困るんですけどね」

「あ、そうですよね」

　三人で顔を見合わせて笑った。

「おふたりの写真、撮らせてもらってもいいですか？」

　山口さんがそう言って、持っていたバッグからカメラを取り出した。

「あ、はい」

　うなずいて古賀さんとふたりで、雪の壁の前に立つ。

「この写真、ブログに載せても大丈夫ですか？」

　シャッターを切った山口さんが、カメラの背面についた液晶画面をこちらに見せながら聞く。

「大丈夫ですよ。山口さん、ブログやってるんですね」

「個人のじゃなくて、映画祭の広報としてですけどね。ブログもだし、ＳＮＳもツイッターとかインスタとかメジャーなところはひととおりやってます」

「へぇ、すごいですね」

「もともと好きなんですよ。ネットで情報を集めたりコツコツ発信したりするのが」

　山口さんがスマホを取り出しＳＮＳのページを見せてくれる。

　画面をのぞき込むと、雪のスクリーンができる工程が写真入りで紹介されていた。

　ＳＮＳはアカウントを作っただけでほとんど使っていない私は、山口さんのマメさに思わずため息をつく。

　感心しながら画面を見ていると、タイムラインの下に見覚えのある車の一部が映った写真を見つけた。

　あれ？と思いながら画面に顔を近づける。

「どうしました？」

　山口さんに不思議そうに聞かれ、慌てて顔を上げた。

「ちょっとこの写真が気になって……」

「あぁ！　ミーハーなのがバレてしまう」

　私が指さした画像を見て、山口さんは照れ笑いをする。

「昔からファンだったんですけど、最近ＳＮＳを始めたって知って速攻でフォローしちゃったんですよね」

　そう言って見せてくれたのは、篠原紗英さんのアカウントだった。

「一番好きな女優さんだったから、日本で芸能界から引退したときはけっこうショックだったんです。最近アメリカで活動を始めたみたいで嬉しくて」

　笑顔で語る山口さんに、古賀さんもうなずく。

「独特の雰囲気のある女優さんでしたもんね。今年の年末に公開される予定の、アメリカで彼女がプロデューサーを務めた映画、うちの会社で配給するんですよ」

「へぇ！　じゃあ、プロモーションで来日したら会えたりするんですか？」

「かもしれないですね」

「いいなぁ」

　そんなふたりの会話を聞きながらも、私は画面から目が離せなくなってしまった。

　紗英さんが投稿した写真は、見覚えのある車の助手席で撮られていた。高級感のある革のシート。たぶん、社長の愛車と同じ車種だ。

　これは、ただの偶然？

　じっと写真を見ていると、山口さんが声をかけてきた。

「有川さんも、篠原紗英さんのファンなんですか？」

「あ、いえ。そういうわけじゃ……」

　我に返り、慌ててスマホを山口さんに返す。

　すると山口さんは受け取った画面を見て、助手席から撮られた画像に添えられた文章を読む。

「篠原紗英さん、今日本にいるんですね。空港まで迎えに来てくれた人と、これからデートだって書いてある」

　その言葉に、肩がぴくりと震えた。

　……動揺するな。デートなんて冗談に決まってる。そもそも、空港まで迎えに行ったのが社長かどうかもわからないのに。こんな写真ひとつで嫉妬するなんてバカげてる。社長は、私がいない間に紗英さんと会ったりしないって約束してくれたんだから。

　胸に浮かんだ疑念を払うように、そう自分に言い聞かせた。




　アットホームな小さな映画祭はとても素敵な雰囲気だった。

　地元の子供たちを対象にした、森で拾った松ぼっくりや木の枝で小物を作るワークショップがあったり、温泉街に来た観光客に思いっきり雪遊びをしてもらおうというプログラムがあったり。メインの映画祭だけではなく、雪深い温泉地で地元を盛り上げようと工夫されていて、みんなとても楽しそうだ。

　映画祭に訪れた映画関係者の方に挨拶をしたり、地元の映画館の経営者に地方の映画事情についてのお話を聞いたり、会場のあちこちの様子をカメラにおさめているうちに、あっという間に日が暮れてしまった。

　山に囲まれたこの温泉地は、夜の訪れが早い気がする。

　薄暗くなった空を背景に、あちこちに置かれた雪や氷のキャンドルが降り積もった新雪に光を反射して、会場を柔らかく照らしていた。

「上映会、楽しみですね」

　配られたプログラムを見ながら言うと、言葉と一緒に吐いた息が真っ白になって空に浮かぶ。

「北欧のアニメ映画をあのスクリーンで見たら、雰囲気出るだろうからね」

　古賀さんも白い息を吐きながらうなずいた。

　北欧の短編アニメーションを中心に集めた上映会。ヨーロッパで作られたクレイや手描き、ＣＧや人形を使ったこま撮りなど、さまざまな手法で撮られた短編アニメーションが上映される。

　森に囲まれた雪のスクリーンで見る映画は、映画館やおうちで見るのとはまた違う感動があるんだろうなと、わくわくする。

　会場に向かうと、すでに客席にはたくさんの人がいた。子供も大人も雪で作られた座席に座り、大きな雪のスクリーンに映像が映し出されるのを楽しみに待っている。

「古賀さんと有川さんも、こちらにどうぞ」

「あ、ありがとうございます」

　広報の山口さんに声をかけてもらい、プロジェクターの後ろのスタッフ席に座らせてもらう。

「雪、降りだしてきましたね」

　山口さんの言葉に空を見上げると、厚い雲に隠れて月も星も見えない暗闇の中から、白い欠片がヒラヒラと落ちてきた。

「本当だ」

　目の前に落ちてきた雪の欠片を、手袋をはめた手のひらで受け止める。

「すごい、雪の結晶の形がちゃんと見える……」

　じっと目を凝らすと、花のような六角形の結晶が見えた。

　この雪の結晶を、社長にも見せてあげたいな。

　思わずそんなことを考える。なにをしていても、誰といても、自然と社長のことを思ってしまう。

「おふたりは、今日はどこかに泊まられるんですか？」

「いえ、飛行機の最終便で東京に帰る予定です」

　山口さんの質問に古賀さんが答えると、山口さんは驚いた顔をした。

「そうなんですか？　お忙しいんですね。でも、これから雪が強くなりそうだけど、飛行機大丈夫かなぁ」

　空を見上げながらぽつりと言った山口さんの言葉につられて、私と古賀さんも頭上を仰ぐ。

　しばらくして、照明を落とした夜の森の中で、上映会が始まった。

　アニメーションの映像を反射して浮かび上がる雪のスクリーン。プロジェクターからの光の線に、チラチラと舞い落ちる雪の結晶が照らされて、真っ暗な空からどこからともなく現れては消える雪は、まるで小さな星が落ちてきたみたいだった。

「綺麗だね」

　隣に座る古賀さんが、私の耳元でささやいた。

「はい。すごく」

　スクリーンに見惚れたままでうなずくと、その様子を見ていた山口さんが嬉しそうに笑った。




　降りだした雪は時間が経つほどに勢いを増し、上映会が終わる頃には本降りになっていた。

「今日はありがとうございました！　本当に素敵な映画祭でした」

「いえいえ、遠いところまでありがとうございました」

　上映会を終え、映画祭の運営スタッフのみなさんに挨拶をしていると、山口さんが慌てたようにこちらに走ってきた。

「古賀さん、有川さん」

「どうしました？」

「海沿いのほうの風雪がひどくて、今、空港の滑走路が閉鎖になってるらしいです」

「えっ!?」

　山口さんの言葉に、驚いて古賀さんと顔を見合わせる。

　今日は東京に戻ったら、そのまま社長の部屋に行くと約束をしていたのに。

「きっと、じきにこっちにも雪雲が来ますよ。こちらに泊まるなら、お部屋の手配をしますけど」

　気を利かせてそう言ってくれた山口さんに、私は戸惑いながら視線を向ける。

「できれば今日帰りたいんです。飛行機じゃなく、新幹線なら動いてますか？」

「どうでしょう。新幹線の駅まではかなり距離があるので、まず特急かなにかで移動してからですね」

　山口さんがスマホを取り出し画面に触れる。

「あ、新幹線は今のところ大丈夫そうです」

「よかった」

　ほっとして息を吐くと、隣でスマホを見ていた古賀さんが突然私の手を握った。

「いや、やっぱりこちらに泊まります」

　きっぱりとした口調に、驚いて古賀さんの顔を見上げる。

「そうですね。無理して帰るよりも、明日天気が回復してからゆっくり帰られたほうがいいと思いますよ」

　私がぽかんとしているうちに、山口さんがうなずいた。

「部屋、お願いできますか」

「わかりました。ちょっと確認してきますね」

　そう言って歩きだした山口さんの後ろ姿を見ながら、慌てて古賀さんにたずねる。

「古賀さん、なんで泊まるなんて……」

　私の意見も聞かずに勝手に決めるなんて、古賀さんらしくない。

「有川さん。東京に帰りたかった？」

　戸惑う私に、古賀さんが聞いてくる。

「帰りたいですよ」

「社長が待ってるから？」

　固い口調で矢継ぎ早に聞かれ、不思議に思って首をかしげた。

「でも社長は、有川さんのことを待ってないみたいだよ」

　古賀さんは、なにを言ってるんだろう。

　どうしてそんなことを言われるのかわからなくて黙り込むと、スマホを差し出された。そこに表示されていたのは、今日のお昼過ぎに篠原紗英さんがＳＮＳに投稿した画像だった。

　新幹線での移動中に車内で自撮りしたらしき写真。笑顔の紗英さんの背後に、隣の座席に座った男の人がぼんやりと窓の外を眺めているのが映っていた。

「……っ」

「これ、社長でしょ？」

　息を呑んだ私に、古賀さんが静かにたずねた。

　うなずくことも首を振ることもできずに、画面の写真を呆然と見下ろす。

　どうして、社長と紗英さんが……。ふたりっきりでどこかに出かけるの？

　手袋の中の指先が、冷たくなっていくのがわかった。

「今日、山口さんに篠原紗英のアカウントを見せてもらったとき、有川さんの様子が変だったから、気になってちょこちょこＳＮＳをのぞいてたんだ」

　差し出されたスマホの上に、雪の欠片が落ちてきて画面がにじむ。

「この写真以外にも、社長の写真があったよ。親密な関係を匂わすような意味深なコメントと一緒に」

　次から次へと降ってくる雪の欠片。まるで、頭上の空が崩れてハラハラと落ちてきてるみたいだ。

「ほら」

　そう言って古賀さんが画面に触れる。

　ぼんやりとうつむいていると、降ってきた雪がひと粒、私のまつげに止まった。

　古賀さんの手の中のスマホには、高級そうな温泉旅館の客室らしき場所で撮られた社長と紗英さんの写真。

　瞬きをすると、まつげについた雪の結晶が崩れた。視界が溶けた雪でぼやける。

　ふたりで旅行に行ってるの？　紗英さんとは会わないって。私のことを待ってるって言ったのに……。

　もしかしたら社長からなにか連絡があるかもと期待していたのに、今日一日私のスマホは鳴らないままだった。

　ひと言、紗英さんと会うことになったと教えてもらえたら、それで安心するのに。正直に言ってくれたら、私は社長を信じるのに。こんな形でふたりが会ってることを知りたくなかった。こんな仲がよさそうな姿を見たくなかった。

　ぎゅっと奥歯を噛みしめると、山口さんが私たちのもとへ走ってきた。

「お待たせしましたー！　あれ、どうかしました？」

　暗い顔をした私を見て、山口さんが不思議そうに首をかしげる。

「いえ」と頭を振ってスマホをしまおうとした古賀さんの手元を見て、山口さんが顔を輝かせる。

「ああ、その写真、僕も見ました。それ、シネマボックスさんの社長さんですよね」

　その言葉に、古賀さんが曖昧に笑う。

「美男美女で、すごくお似合いですよね」

　他意のない素直な感想に、胸がずきりと痛んだ。

　社長と紗英さんは、誰が見てもお似合いのふたりだ。私だって、そう思う。

「そうそう、お部屋なんですが、映画祭と天気の関係で予想以上に混んでいて、ダブルのお部屋一室しかご用意できないんですが、どうしましょう」

　山口さんにそう聞かれ、私が口を開く前に古賀さんが答えた。

「その部屋でいいです。お願いします」

　隣に立つ古賀さんの顔を、戸惑いながら見上げる。

　その間も、空からは次々と雪が降り続けていた。

　ぼんやりしているうちに、足元が雪で埋まって身動きがとれなくなってしまった気分だった。




　パタンとドアが閉まると、古賀さんとふたりきりになった。

「急に用意してもらったけど、いい部屋だね」

　古賀さんがそう言って、部屋の中を見回す。

　洋室タイプの客室は、入ってすぐにバスルームがあり、部屋の奥の窓際にはテーブルとイス、そして部屋の真ん中にはダブルベッドが置かれていた。

　古賀さんは着ていたダウンコートを脱いでハンガーにかける。

　私がドアの前で立ち尽くしていると、古賀さんがこちらを振り返った。

「有川さん。頭に雪が積もったままだよ」

　古賀さんの指が、私の頭や肩についた雪を払ってくれる。

「寒かったから、ほっぺたも真っ赤」

　私の顔をのぞき込んで、小さく笑う。

「体が冷えてるでしょ。お風呂に入ったらいいよ。今、お湯をためるから」

　私の頬をするっとなでてから、古賀さんがバスルームの扉を開けた。ぎゅっと蛇口をひねる音がした後、勢いよく浴槽を叩く水音が響いてきた。

　ここに、古賀さんと泊まるの？　ダブルベッドでひと晩一緒に。いくら恋愛感情がないとはいえ、男の人と一緒に眠るなんて……。

　そう思っていると、バスルームから出てきた古賀さんが、相変わらず立ち尽くしたままの私を見て軽く首をかしげた。

「有川さん。ここで俺と泊まるの、嫌？」

「い、嫌とかではないんですけど……」

　慌てて首を横に振ると、古賀さんがクスクスと笑った。そしてこちらに手を伸ばし、着たままだった私のコートのボタンを外す。

「嫌じゃない？　じゃあ、俺と一緒のベッドで眠ってもいいんだ？」

　言葉尻をとらえられて、質問をぶつけられる。

「えっと……」

「一緒のベッドで寝ても、俺が有川さんになにもしないと思ってる？」

　いつも優しい古賀さんが、今日はなんだか強引な感じがして少し戸惑う。

「そんなふうに信頼されても、困るよ」

　初めて聞く、男の人の声色だった。

「古賀さん……？」

　首をかしげると、私の着ていたコートがするりと肩をすべり床に落とされた。

「そうだ。社長に連絡しておこうか。ふたりでこっちに泊まるって」

「あ、そうですね……っ」

　古賀さんの言葉に、慌ててうなずく。

　一応、社長に今日の報告と飛行機が飛ばないことを伝えておかなくちゃ。

　途端に脳裏に浮かぶのは、どこかの旅館の客室で撮られた写真。今頃、私の知らない場所で紗英さんとふたりで過ごしているんだ。

　そう思ったら気持ちが暗くなり、電話をかけるのをためらってしまう。

「有川さんがかけないなら、俺から連絡するよ」

　うつむいた私にそう言って、古賀さんがスマホを取り出した。私の返事を待たず、連絡帳の中から社長の番号を探し出して電話をかける。

　かすかに漏れてくる電話の呼び出し音。

《……もしもし？》

　ぷつりと通話がつながって、聞こえてきたのは社長の声ではなく、女の人の声だった。

「黒瀬社長の電話で間違いないですか？」

　古賀さんが軽く眉を上げた後、冷静な口調でたずねる。

　その問いかけに、電話の向こうの女性が笑いながら肯定する。

　なんで社長の電話に、女の人が出るの？

「……社長はシャワー中なんですか」

　電話口で言われたであろう言葉を、古賀さんが繰り返す。

　それを聞いて、肩が強張った。

「古賀さん」

　震える声でそう言うと、古賀さんがこちらを振り返る。

「電話、代わってもらってもいいですか？」

　ゆっくりとスマホを受け取り、耳に当てる。

「もしもし」

　私の声かけに、電話の向こうにいる女性がかすかに笑った。

《もしかして、有川さん？》

　私のことを知っている。ということは、この人はやっぱり……。

「篠原紗英さんですか？」

《初めまして。いつも耀がお世話になってるみたいで》

　耀、と親しげな呼び方に、心臓が苦しくなる。

「いえ。こちらこそ」

　必死に冷静を装おうとしたけれど、声が震える。

　紗英さんは、くすりと吐息交じりに笑った。そのかすかな声まで色っぽい、大人の女の人だと思った。

　それに引き換え、こんなにも動揺している自分が情けなくなる。

「社長と一緒にいるんですか？」

《そう。今、耀はシャワーを浴びてるから、代わりに電話に出たの。もうちょっとで出てくると思うけど？》

　紗英さんの言葉の向こうに、かすかな足音が聞こえた。

《なにやってんだお前。人の電話を勝手に……》と、不機嫌な社長の声がした。

《もう、体くらい拭いてから出てきたらいいのに。髪も濡れたままじゃない。それとも私に拭いてほしかった？》

　遠くでクスクス笑う紗英さんの声に、胸をざくりと切りつけられた気がした。

《もしもし？》

　紗英さんからスマホを奪い返したんだろう、ため息交じりの社長の声が聞こえてきた。

「……社長」

《美月？》

　ぽつりと言うと、社長の声色が変わる。

「紗英さんと、いるんですね」

　声が震えないように慎重にしゃべりだすと、驚くぐらい感情のない口調になった。

「ふたりっきりで、どこかに泊まってるんですか？」

《美月、お前――》

　社長がなにか言いかけたとき、横からスマホを取り上げられた。

　古賀さんが険しい顔で電話の向こうの社長に話す。

「社長。今夜は雪で東京に帰れないので、こちらで有川さんとふたりで泊まります」

「古賀さん……」

「いいですよね？　そちらだって、紗英さんとふたりで過ごしてるんだから、文句を言われる筋合いなんてない」

　固い口調で言った古賀さんに、電話の向こうで社長がなにか反論する。

「申し訳ないですが、なにもしないなんて約束はできませんから」

　電話をしながら古賀さんがこちらを見た。いつもの優しい表情が嘘みたいな真剣な顔。

「好きな子が隣で傷ついて泣きそうになってるのに、なにもしないでそばにいられるほど、気が長くありません。あなたがそうやって有川さんを傷つけるなら、俺がもらいます」

　古賀さんの言葉に、驚いて息を呑んだ。

　電話の向こうの社長がなにか言う前に、古賀さんはスマホの電源を切って床に投げ捨てた。カツンと音を立ててスマホが転がる。それを目で追っていると、乱暴に引き寄せ抱きしめられた。

「古賀さん……？」

　戸惑いながら身じろぐと、閉じ込めるように腕に力を込められた。

「有川さん、好きだよ」

　耳元で絞り出すように言われた。

「え……？」

　肩を強張らせた私を見て、古賀さんが小さく笑う。

「ずっと、好きだった。でも勇気がなくて気持ちを伝えられずにいるうちに、有川さんが社長と付き合って。君が幸せならそれでいいと思ってたけど、そんな泣きそうな顔されたら、もう我慢できなくなった」

　吐き出された言葉はかすかにかすれていた。その声に、古賀さんは真剣なんだと悟る。

「有川さん。俺にしなよ。俺なら、君を泣かせたりなんかしないから」

「古賀さん……」

　ゆっくりと古賀さんの顔が近づいてくる。私は目を伏せて息を吸い込んだ。そして、背筋を伸ばす。

「古賀さん、ありがとうございます」

　唇が触れる寸前でそう言うと、古賀さんが驚いたように動きを止めた。こちらの意思を探るように、至近距離で顔をのぞき込む。

「でも私、泣いてません」

「有川さん？」

「泣いてるんじゃなくて、怒ってるんです」

　私の言葉に、古賀さんがぽかんと口を開く。

「東京に帰ります」

　そう言って、床に落ちたコートを拾う。迷いなんてなかった。

　社長は紗英さんとはいっさい恋愛感情はないと言ってくれた。私はそれを信じる。でも、私の帰りを部屋で待ってると言ったくせに、約束を破ったことは腹が立つ。だから……。

「社長の部屋で待って、帰ってきたら思いっきり殴ってやります」

　私がきっぱり断言すると、古賀さんは拍子抜けしたように息を吐き、そして笑いだした。

「まいったなぁ」

　近づけた体を離し、肩を揺らす。

「そんな迷いのない顔で言われたら、これ以上口説けないよ」

「古賀さん、すみませ――」

　私が言いかけた言葉は、古賀さんに遮られた。

「謝らないで。俺は有川さんの、そういうまっすぐなところを好きになったから。悔しいけど、諦めるよ」

　冗談めかした言い方。

　笑ってこの話を終わりにして、また明日からは今までどおりいい仕事仲間でいられるように。そんな古賀さんの優しさを感じて、ぐっと胸がつまった。

「さて。じゃあ、どうやって帰ろうか」

　古賀さんの言葉に、ハッとする。東京に帰るなんて意気込んだのはいいけど、手段までは考えてなかった。

「山側は天気がそんなに崩れてないみたいだし、とりあえずタクシーで新幹線の駅の方まで出てみる？　最終に間に合わなくても、そっちならビジネスホテルとかも余裕があるだろうから、二部屋取れると思うし。ここで寝るより気が楽でしょ」

「ここからタクシーだと、かなり料金がかかりそうですけど」

　私が顔を曇らせると、古賀さんは悪戯を思いついた子供みたいに笑う。

「ホテル代も含めて、全部社長に請求しちゃおう。こんな思いをさせられたんだから、そのくらいの嫌がらせは許されるよ」

「……ですね」

　顔を見合わせうなずく。そして、ふたりで荷物を持って部屋を出た。




　ホテルのフロントで事情を話してタクシーを呼んでもらおうとしていると、後ろから誰かに腕をつかまれた。

「わ……っ」

　強引に引き寄せられ驚いて見上げると、焦った表情の社長。

「社長!?」

　どうして、ここに……。

　わけがわからなくて、パチパチと瞬きをする。

「……どこ行くんだ。バカ」

　そう言って、社長が私をきつく抱きしめた。

「えっと、東京に戻って社長の部屋で待ち伏せして、社長が帰ってきたら思いっきり殴ってやろうと思って……」

　ぽかんとしながら質問に答えると、くしゃりと社長の顔がゆがむ。怒りながら笑いをこらえているような、そんな表情。

「ほんとにお前は……っ」

　絞り出すような吐息を出して、唇をふさがれた。

　突然のことに目を見開く。

　混乱してなにがなんだかわからないけど、とりあえずここはホテルのロビー。こんなところでキスをするなんて……！

「離してください」と必死に社長の背中を叩く。

　すると、社長の背後からクスクスと笑い声が聞こえてきた。しかも、複数。

「いやぁ、いいもん見た。黒瀬がここまで取り乱すとは思わなかった」

「だろ」

　なんとかキスから解放され、社長の肩越しに声の方をのぞくと……。

「如月監督に、小笠原さん！」

　どうしてふたりがここに!?と目を見開く。しかもその横には、テレビや写真で何度も見た女性の姿も。

「紗英さんまで……！」

　不機嫌そうに腕を組み、こちらをにらむ篠原紗英さんの姿があった。コートを着ていても、背が高くスタイルがいいのがわかる。

　テレビで見るよりも実物のほうがずっと綺麗だ。一般人とは違うオーラに圧倒されてしまう。

「ど、どういうことですか？」

　わけがわからなくて社長の顔を見上げた。

「仕事してる最中に呼び出されたんだよ、こいつらに。紗英を空港まで迎えに行かされて、そのままこっちの温泉に行くぞって新幹線に乗せられて拉致られた」

「どうして……」

　私の疑問に、社長ではなく如月監督が答える。

「美月ちゃんが仕事でこっちに来てるっていうから、会いに来ちゃった」

　如月監督はにっこり笑うけれど、からかってやろうという気持ちが満々で、思わず顔が引きつる。

「それなら、ひと言教えてくれればよかったのに」

　拗ねた口調で社長のことをにらむと、大きなため息をつかれた。

「何度も連絡したのに、つながらなかったぞ」

「え？」

「スマホ、見てみろ」

　慌ててスマホを取り出したけど、やっぱりなんの通知もない。すると、社長は私のスマホの画面を指さして、あきれたように続ける。

「お前、機内モードにしたままだろ」

「あっ！」

　そういえば、朝飛行機に乗ったときに機内モードにしたまま忘れていた。だから連絡が来なかったんだ。

　自分のまぬけさに思わず脱力する。

「それにしても、さっきの電話が切れた後の黒瀬の剣幕はすごかったなぁ。映画祭の運営に電話して、『有川の泊まってる場所を教えろ』って迫って」

　そう言ってからかう如月監督に、社長が不機嫌そうに舌打ちをする。

「お前の悪ふざけが悪質すぎるんだろうが。人の電話に勝手に紗英を出させて、わざと勘違いされそうなことを言わせて」

「俺だけじゃなく、紗英も乗り気だったよ」

　社長ににらまれた如月監督は、反省する様子もなくからりと笑う。

　そうだったんだ……。監督はただふざけただけなんだろうけど、無邪気もここまでいくと悪意以上にやっかいだ。

「紗英なんて、ＳＮＳにお前の写真までつけて意味深な投稿しまくってたし」

　小笠原さんの言葉に、社長は眉を上げ紗英さんの方を見る。

　紗英さんはつんと澄まして口をつぐんだ。

　その表情で事実だと悟った社長が、うんざりしたように大きなため息をつく。

「もしかして、お前もそれ見てた？」

　顔をのぞき込まれ私が固い表情でうなずくと、ぎゅっと抱きしめて顔を肩口に押しつけられた。そのまま大きな手で頭をなでられる。

「悪い。不安にさせた」

　耳元で短くささやかれ、胸が熱くなった。

　やっぱり社長は私を裏切ったりしてなかった。信じてよかった。

　そう思って泣きそうになる。

「……紗英」

　私を抱き寄せたまま、社長が紗英さんの方を見る。

「俺はお前と違って、恋人を不安にさせて愛情を試すようなくだらない趣味はないんだよ。お前は俺が映った写真を投稿して、アメリカにいる恋人を嫉妬させておもしろがってるのかもしれないけど、そんな自己満足にこいつを巻き込むな」

　社長は私の肩を抱く腕に力を込めて、そう言った。

　本当に大切にされてる。そう実感して胸が苦しくなる。

　紗英さんがふてくされたように口をつぐんだまま顔をそらすと、社長は今度は後ろを振り返った。

「それから、古賀」

　静かな声が向かった先には、古賀さんが立っていた。

「俺はこいつを泣かせたりしないし、誰かに渡す気もない」

　社長がはっきりと宣言する。

　その言葉を聞いて、古賀さんが肩を上げる。

「わかってます。もう容赦なく振られましたし」

　古賀さんのさっぱりとした笑顔に、社長もうなずき小さく笑う。

　そのとき、ホテルのロビーに慌ただしい足音が聞こえてきた。

「古賀さん、有川さん。なにかあったんですか!?」

　開いた自動ドアの方を見ると、慌てた様子で駆け込んできたのは映画祭の広報の山口さんだった。

「さっきシネマボックスさんの社長さんから、すごい剣幕でふたりが泊まってる場所を教えろって電話が来て、ホテルのフロントさんからおふたりがお部屋をキャンセルして帰られるって聞いたから、なにか事件でも起きたのかと思って……」

　こちらに走り寄りながら早口でまくしたてる山口さん。そこにいるメンバーの顔を見回して、ハッとしたように手で口を覆った。

「先ほどは突然電話で失礼しました。お世話になっております。シネマボックスの黒瀬です」

　社長が苦笑いを浮かべながら、胸ポケットから名刺を取り出す。

　呆ほうけたように名刺を受け取った山口さんが、ずり落ちた眼鏡を押し上げた。

「く、黒瀬社長……。わざわざこちらにいらしてたんですか。それに、如月監督に映画評論家の小笠原さんに……」

　ゆっくりと首を動かし見回して、視線が紗英さんで止まる。

「篠原紗英さん……っ!!」

　山口さんの顔がみるみる赤くなっていく。

「どうも」

　軽い会釈をした紗英さんに、山口さんが感動で飛び上がる。

　そういえば山口さん、紗英さんのファンだって言ってたっけ。

「ぼ、僕ずっとファンだったんです！　デビュー作からずっと好きで、まさか、こうやってご本人に会えるなんて、夢みたいです……っ！」

「そうですか、ありがとうございます」

　興奮のあまりぷるぷる震える山口さんに、見ていた如月監督が笑いだした。

「そんなに紗英のファンなんだ。よかったねー。まだ日本にファンがいて」

　からかうような言葉に、紗英さんがじろりと監督をにらむ。

「あ、如月監督の作品もいつも見てます！　今、新作の映画を撮られてるんですよね？　すごく楽しみにしてて……」

　山口さんは根っからの映画好きなんだろう。山口さんが如月監督の過去作品の名前を出して感想を口にし始めると、如月監督は嬉しそうに笑った。

「もっと話したいから、これから一緒に飲もうよ！」

　そう言って、山口さんの肩をがっしりつかむ。

　それを見ていた小笠原さんが、面倒そうに顔をしかめた。

「なんで初対面の男と飲まなきゃいけないんだよ」

「あ、小笠原さんの雑誌の連載、いつも拝読してます！　映画の評論はもちろんなんですけど、ブログでの些細な言い回しがすごくセンスがあるなぁって憧れてて……」

「よし。ゆっくり飲もう」

　今度は小笠原さんが山口さんの肩をつかみ真顔でうなずく。

「どこかいい店ある？　ほら、みんな移動するよ」

　ご機嫌な如月監督が山口さんを引きずるようにしてどんどん歩きだす。人の意見なんてお構いなしのマイペース。

　この調子で社長もここまで連れてこられたんだろうな、と私は思わずくすりと笑った。




　私たちは、山口さん行きつけだという、昔ながらの囲炉裏がある居酒屋さんに来た。

　奥の畳敷きの個室で乾杯する。山口さんを中心に、如月監督、小笠原さん、紗英さん、古賀さん、そして社長と私。妙なメンバーでの飲み会だけど、予想以上に盛り上がった。

　話題は、やはり映画のこと。全員が根っからの映画好きで、年齢も生まれた場所も育った環境も違うのに、ひとつの映画で一緒に笑い合えた。

「ほんと、みんな映画バカだな」

　私の隣に座る社長がつぶやきながら、畳に後ろ手をつきリラックスした表情でお酒を飲んでいた。

「本当ですね」

　アルコールの入った社長はいつもより気だるげで、余計に色っぽくて見惚れてしまう。ドキドキがバレないように、さりげなく目をそらしながらグラスに口をつける。

「ちょっと席を外すけど、あんまり飲みすぎるなよ」

　そう言って社長が立ち上がった。個室を出ていく後ろ姿を眺めていると、それまで社長がいた場所に、グラスを持った紗英さんがやってきた。

　私が持っていたグラスをテーブルに置いて会釈をすると、色気のある流し目で見下ろされ、緊張して肩が強張った。

「……幻滅した」

　紗英さんが突然、ぽつりとつぶやいた。意味がわからず私が瞬きをすると、もう一度繰り返す。

「耀に、幻滅した」

「な、なんでですか？」

　向かいで映画談義に盛り上がる男性陣の声を聴きながら、小声でたずねると……。

「昔の耀は、いつも冷静でどんなときでも余裕があって、あんなふうに取り乱すことなんてなかった」

　紗英さんはため息をついて、日本酒が入ったグラスを一気にあおった。

「電話を切った後の耀を見て、うんざりしたわ。こんなの、私の知ってる耀じゃないって」

　コツン、と音をたててグラスをテーブルに置き、頬杖をつく。遠くを見つめる横顔が美しい。

「本当に好きな女のためには、こんなに必死になるんだって思い知らされてショックだった。付き合ってるふりをしてくれてたとき、もしかして耀は私のことを想っててくれてたんじゃないかって期待してたのに、目が覚めた」

　淡々と話す紗英さんに、恐る恐る口を開く。

「もしかして、紗英さんは……」

「言わないで。悔しいから」

　そのひと言で十分伝わってきた。私は黙ってうなずいた。

　紗英さんが不倫や芸能活動で悩んでいたときに、そばにいてくれた社長。始まりも終わりもしなかった不確かな恋。憧れと友情と仲間意識とごっちゃになって、忘れられずに引きずってしまう気持ちもわかる。

　そのとき、個室の襖が開いた。社長が廊下から私に向かって顎をしゃくる。

「社長、どこに行ってたんですか？」

「とりあえず会計を済ませてきた。行くぞ」

「行くって、でも……」

　きょとんとしていると、隣にいる紗英さんが笑った。

「行きなさいよ。どうせあいつら朝まで飲んでそのまま潰れるから」

　呂律のあやしい口調で、それでも楽しげに話す男性陣をあきれたように見ながら言う。

「はい。ありがとうございます」

　頭を下げて、コートとバッグを持ってそっと立ち上がる。

　居酒屋の外に出ると、雪はもうやんでいた。雲が晴れ、星が見えた。

「社長、せっかくみなさんで飲んでたのに、抜けちゃっていいんですか？」

　しんと静まり返った夜の道。前を歩く社長を追いかけながら聞くと、社長が振り返って笑った。

「お前が物欲しげな顔をするからだろ」

「……っ。物欲しげな顔なんてしてませんっ」

　社長に見惚れていたの、バレてたんだ。

　恥ずかしくて、顔をそらす。

　すると社長の腕が伸びてきて、腰を抱くようにして引き寄せられた。

「なんだ。ふたりっきりになりたかったのは、俺だけ？」

　目を見開くと、耳元で甘くささやかれ一気に顔が熱くなる。

「えっと、あの……っ」

「あいつらと酒を飲んでるときもずっと、こうやってお前を抱きしめたいって思ってた」

　あたふたと慌てる私のことを、目を細めて見下ろしながら、社長は続ける。

「こうやって頬に触れてキスしたいって」

　長い指が頬に触れ、軽く顎をつままれ上を向かされた。

　こんな道端で、キスをされちゃう……！

　首をすくめて固まっていると、顎に触れていた指が離れる。

　あれ……？

　キスをしないまま体を離され、きょとんとしながら社長を見る。

　そこには、意地悪な笑みがあった。

「そう思ったのに、お前は別にふたりっきりになりたくなかったんだな」

『がっかりだ』という口調で言って、さっさと歩きだしてしまう。

「社長……っ！」

　私は慌てて追いかけて、社長の腕にしがみついた。

「なんだ？」

「わ、私も、社長とふたりっきりになりたかったです」

　真っ赤になって言うと、社長が白い息を吐いて笑った。

　私の気持ちなんて全部お見通しのくせに、そうやって聞いてくるなんて、社長は本当にずるいと思う。

「……でも、いったいどこに行くんですか？」

　まさかこれから東京に帰るつもりじゃないだろうし。

　不思議に思ってたずねると、社長は、道を進んだ先にある、山に囲まれた温泉街の中にひっそりと建つ二階建ての建物に目を向ける。日本庭園のある、老舗高級旅館だ。

「お前と合流しようと思って、部屋を取ってある」

　紗英さんがＳＮＳに上げていた温泉旅館の客室の写真は、あそこで撮られたんだ。

「ＳＮＳの写真を見て、紗英さんと一緒の部屋に泊まるのかなと思ってました」

「バァカ。お前以外の女と一緒の部屋に泊まるわけないだろ」

　社長が目元だけでやんわりと笑う。

「お前が悲しむようなこと、するわけない」

　ちゃんと大切にされてると実感して、愛しさが一気に胸に押し寄せて、苦しくなる。

　思わず足を止めると、どこからか風に乗って飛んできた雪の欠片がひとつ、空からヒラヒラと落ちてきた。慌てて両手を伸ばし、手のひらで受け止める。

「社長！」

　叫ぶように呼ぶと、社長は不思議そうに振り返った。

　早く見てほしくて、器型にした両手を前に突き出すと、社長は首をかしげる。

「なんだ？」

　その社長の表情に、私も首をかしげて自分の手のひらを見る。私の体温で雪は溶け、かすかな水滴があるだけだった。

「あ、溶けちゃった……。雪の結晶が綺麗だったから、社長にも見せてあげたいと思ってたのに」

　しょんぼりと肩を落とすと、社長が小さく笑った。雪の結晶を見せたかったなんて、子供っぽいことを言ってしまったのが、急に恥ずかしくなる。

　うつむくと街灯の光がなにかに遮られ、目の前に影ができた。なんだろうと思って顔を上げる。すると、すぐそばに社長の顔があった。

　大きな手が私の後頭部に回り、引き寄せられる。自然と爪先立ちになった私に覆いかぶさるようにキスが落ちてきた。

　唇が触れて、離れて、またふさがれて。社長のキスに翻弄されて体から力が抜けていく。背伸びをしていた足が震える。立っているのも限界で、社長の胸に崩れるようにしがみつくと、ぎゅっと強く抱きしめられた。

「俺も、こっちに来て綺麗な雪景色を見たとき、お前と一緒に見たいと思った」

　抱きしめた私の髪をなでながら、社長が甘くささやく。その言葉に耳まで熱くなる。

　私が隣にいないときでも、私のことを考えてくれていたのが嬉しくてたまらなかった。

　ちゃんと通じ合ってる。そう思った。

「……そういえばお前、俺を一生逃がさないって言ったこと、覚えてるか？」

　穏やかな声に顔を上げると、社長はじっとこちらを見ていた。

「はい、もちろん覚えてます」

『社長が煙草を吸わないように、私が一生そばで見張ってます』なんて冗談交じりに言って笑い合ったのは、社長と付き合ったばかりの頃だ。

　社長はゆっくりと瞬きをして、かすかに目を細める。

「俺も、お前を逃がす気はないから覚悟しろよ」

「覚悟、ですか……？」

　どういう意味だろうと思っていると、社長は私の右手を取り持ち上げた。そして、いつも右手の薬指にはめているシンプルなプラチナの指輪が抜き取られる。

「え……っ!?」

　社長にプレゼントしてもらってからずっと大切にしていたのに、どうして取っちゃうの!?

　奪われた指輪に思わず手を伸ばすと、反対の左手を握られた。

「これからは、この指輪をつけておけ」

　きょとんとしている私の前で、社長がポケットからなにかを取り出す。そして、それを私の左手の薬指に通した。今まで右手につけていたシンプルなものではなく、真ん中にダイヤがついている。

「えっ、これって……！」

　瞬きをしながら、左手の薬指にはめられた指輪と社長の顔を何度も見比べる。

　六角形にカットされたダイヤを六本のプラチナの立て爪が支えるエンゲージリングは、空から降ってきた雪の結晶のようにキラキラと輝いていた。

　感情がたかぶって、じわじわと視界が潤んでいく。

　なんと言っていいのかわからなくて口をつぐんで涙をこらえている私を見て、社長が優しく微笑んだ。私の手を持ち上げ、指輪のはめられた左手の薬指に静かなキスを落とす。

「結婚しよう」

　私をまっすぐに見つめながら、社長がそう言ってくれた。

　プロポーズの言葉を聞いて、それまで必死にこらえていた涙がこぼれた。喜びや感謝の気持ちを伝えたいのに、うまく言葉が出てこない。愛しさがあふれて胸が苦しい。

「美月、返事は？」

　社長に甘い声で問われ、私は「……はい」とかすれた涙声で返事をした。

　感動で動けずその場に立ち尽くし顔をくしゃくしゃにしている私に、社長は小さく笑って手を差しのべる。

「おいで」

　優しい声に涙をぬぐいながらうなずいて、社長の手をつかむ。冬の空気に冷たくなった指先を、彼の長い指に絡めた。

　強引で、冷血で、俺様で、でも本当は優しくて、誰よりも私を愛してくれる素敵な人。

　この先もずっと、この人の隣にいられることが、本当に幸せだと思った。
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あとがき




　こんにちは、きたみ まゆです。

　このたびは、『狼社長の溺愛から逃げられません！』を手に取っていただきありがとうございます。

　普段はクールで近寄りがたい社長からの突然のキスで恋が始まる今作は、最初のキスからふたりの想いが通じハッピーエンドに至るまで、たくさんのキスシーンが出てきます。編集作業をしながら、社長と美月はいったい何回キスをしてるんだろうと思い数えてみたら、十回以上キスシーンがありました。たぶん、今まで私が書いてきた話の中で、一番キスをしているカップルじゃないかなと思います（笑）。

　社長のキスに翻弄されるヒロインの美月と一緒に、ドキドキしてもらえたら嬉しいです。

　そして、今回は文庫用に番外編を書き下ろさせていただきました。

　十から二十ページの番外編を、とお願いされたはずなのに、五十ページ以上のボリュームのあるお話を書いてしまいました。こんなに長くなって申し訳ない！と思いつつ、本編では出番のなかった紗英と、いい人だけど押しの弱い先輩の古賀を番外編で書くことができて、とても楽しかったです。

　表紙を描いてくださった駒宮十様。美しい色彩のイラストをいつも拝見していたので、今回カバーを担当していただけると聞いてとても楽しみにしていました。完成したイラストのデータを開いたとき、想像をはるかに超える社長の色気と美月のかわいらしさに、しばらく画面に見入ってしまいました。素敵なふたりをありがとうございました。

　そして、いつも適切なアドバイスと温かな励ましをくれる担当の増子さんをはじめ、本作が書籍になるまでに携わってくださったすべての方々、サイトで応援してくださった読者様。皆様のおかげでこのお話を素敵な本にしていただくことができました。心から感謝しています。

　最後になりましたが、たくさんの本の中から本作を手にしていただき、あとがきまでお付き合いくださりありがとうございました。またいつか、違うお話でお会いできるように、これからも楽しんで小説を書いていきたいと思います。





きたみ まゆ
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